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　４月７日㈮、若草小学校で入学式が行わ
れ、色とりどりのランドセルを背負った新
１年生が保護者と一緒に登校してきました。
　新１年生に対し、登別市交通安全協会な
どが、交通ルールの呼び掛けや入学を祝福
する声を掛けていました。

この春から、小学１年生
交通事故に気を付けよう
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あ
り
ま
す
。

　

市
は
、
こ
れ
ら
の
施
策
や
事
業
な
ど
の

財
源
的
裏
付
け
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
実
施
に
向
け
た
検
討
を
行
う
指
針
と

す
る
た
め
、
平
成
29
年
３
月
に
『
中
期
財

政
見
通
し
』
を
更
新
し
ま
し
た
。

　

更
新
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
経
済
情
勢

や
地
方
財
政
制
度
の
動
向
、
今
後
見
込
ま

れ
る
人
口
動
態
の
変
化
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
を
踏
ま
え
、

市
税
や
地
方
交
付
税
、
使
用
料
・
手
数
料

な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
歳
入
の
試
算
、
今

後
実
施
が
見
込
ま
れ
る
施
策
な
ど
を
盛
り

込
ん
だ
歳
出
の
試
算
を
行
い
ま
し
た
。

【
試
算
の
前
提
】

制�

度　
現
行
制
度
が
継
続
す
る
こ
と
を
前

提
に
試
算

人�

口
動
態　
『
登
別
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
』
に
お
け
る
人
口

将
来
展
望
を
基
礎
と
し
て
、
平
成
28
年

３
月
末
時
点
の
人
口
を
加
味
し
試
算

一�

般
財
源
な
ど　
国
が
示
す
地
方
財
政
に

関
す
る
方
針
や
計
画
な
ど
を
も
と
に
、

市
税
や
地
方
交
付
税
、
譲
与
税
・
交
付

金
に
つ
い
て
、
人
口
動
態
な
ど
を
踏
ま

え
試
算

投�

資
的
経
費　
６
・
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
る
『
大
型
事
業
推
進
プ
ラ
ン
』
に

登
載
し
て
い
る
全
事
業
を
計
上
し
た
ほ

か
、
実
施
計
画
ロ
ー
リ
ン
グ
や
過
年
度

の
事
業
実
績
な
ど
を
踏
ま
え
計
上

　

市
は
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
登
別
に
住
む
方
が
安
全
に
安
心
し
て

生
活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
や
事
務
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
取
り
組
み
の
中
で
は
、
事
業
内
容

の
見
直
し
や
改
善
な
ど
に
よ
り
効
率
的
な

実
施
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
施
策
や
事
務

事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
は
毎
年
多
く
の

お
金
が
掛
か
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

中
期
的
な
視
点
に
立
っ
た
計
画
的
か
つ
安

定
的
な
財
政
運
営
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

　

市
が
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
は
、

多
く
の
お
金
（
収
入
）
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
市
の
収
入
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

納
め
て
い
た
だ
く
市
税
、
国
か
ら
交
付
さ

れ
る
地
方
交
付
税
、
金
融
機
関
な
ど
か
ら

お
金
を
借
り
入
れ
る
市
債
な
ど
が
あ
り
ま

す
が
、
収
入
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
必
要
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

精
査
し
、
限
ら
れ
た
お
金
を
適
切
に
使
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
お

金
の
や
り
く
り
が
『
財
政
運
営
』
で
す
。

市
の
『
財
政
』
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
ょ
う

『
中
期
財
政
見
通
し
』
と
は

中期財政見通し（平成29年度～平成36年度）

わたしのまちの家計簿　特集　

　市は、中期的な財政見通しを作成し、これを指針とし
て計画的な財政運営を行っています。
　今号では、新たに作成した、平成29年度から平成36年
度までを期間とする『中期財政見通し』と、その基礎資
料とするために作成した『大型事業推進プラン』につい
てお知らせします。
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30年度
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市債 傾
向
で
推
移
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
、
平

成
36
年
度
に
は
、
特
別
交
付
税
を
合
わ
せ

た
地
方
交
付
税
全
体
で
56
・
71
億
円
と
な

る
見
込
み
で
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
度
は
、
大
規
模
建
築

物
の
耐
震
化
補
助
金
に
関
す
る
特
別
交
付

税
の
増
額
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

市
債
は
、
千
代
の
台
団
地
建
替
事
業
や

消
防
支
署
新
庁
舎
建
設
事
業
な
ど
に
よ
り

平
成
31
年
度
は
21
・
71
億
円
と
増
加
し
ま

す
が
、
そ
れ
以
降
は
17
億
円
台
か
ら
19
億

円
台
ま
で
で
推
移
す
る
見
込
み
で
す
。

67
億
円
と
な
る
見
通
し
で
す
。

　

地
方
交
付
税
と
は
、
ど
の
地
域
に
住
ん

で
い
る
人
で
も
一
定
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
財
源
が
不
足
し
て
い

る
自
治
体
に
国
か
ら
お
金
を
交
付
す
る
制

度
で
す
。
日
々
の
行
政
運
営
に
必
要
な
経

費
の
不
足
に
交
付
さ
れ
る
普
通
交
付
税
、

特
別
な
財
政
需
要
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る

特
別
交
付
税
が
あ
り
ま
す
。

　

普
通
交
付
税
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
影

響
や
地
方
税
制
改
正
に
よ
る
地
方
消
費
税

交
付
金
の
増
額
な
ど
の
要
因
か
ら
、
減
少

　

個
人
市
民
税
は
人
口
減
少
の
影
響
な
ど

に
よ
り
減
少
傾
向
で
推
移
し
、
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
も
、
地
価
の

下
落
や
固
定
資
産
の
評
価
額
の
見
直
し

（
評
価
替
え
）
の
影
響
に
よ
り
減
少
傾
向

で
推
移
す
る
見
込
み
で
す
。
軽
自
動
車
税

に
つ
い
て
は
、
課
税
台
数
の
増
や
税
制
改

正
に
よ
る
影
響
か
ら
増
加
傾
向
で
推
移
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
税
全
体
と
し
て
は
、
減
少
し
て
い
く

も
の
と
見
込
み
、
平
成
36
年
度
に
は
、
平

成
29
年
度
に
比
べ
４
・
39
億
円
減
の
47
・

地
方
交
付
税
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

お
金
は
ど
の
く
ら
い
借
り
る

見
込
み
で
す
か

今
後
、
市
税
は

ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
の

収
入
の
見
通
し

(単位：億円）
区　　分 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度 平成３４年度 平成３５年度 平成３６年度

歳　
　
　
　
　
　
入

一 般 財 源 117.84 123.47 119.01 120.03 118.48 118.49 118.92 117.41
市 税 52.06 50.18 50.04 49.66 48.64 48.59 48.54 47.67
譲与税・交付金 11.16 10.71 10.68 11.89 13.09 13.07 13.05 13.03
地 方 交 付 税 54.62 62.59 58.28 58.48 56.74 56.83 57.33 56.71

国・道 支 出 金 50.94 59.25 44.64 41.40 43.19 41.77 38.44 38.55
市 債 19.29 16.25 21.71 17.35 17.24 18.10 19.54 19.59
そ の 他 の 歳 入 18.01 18.69 18.81 17.35 16.97 16.99 16.93 17.06
分担金・負担金 0.57 0.52 0.44 0.44 0.44 0.44 0.44 0.44
使用料・手数料 6.64 6.80 6.81 6.82 6.77 6.73 6.68 6.63
財 産 収 入 0.22 0.22 0.22 0.22 0.22 0.22 0.22 0.22
寄 附 金 1.79 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54 1.54
繰 入 金 2.08 2.82 2.96 1.38 1.13 1.16 1.03 1.17
諸 収 入 6.70 6.78 6.84 6.95 6.87 6.91 7.02 7.06

合 計 206.08 217.67 204.17 196.14 195.88 195.35 193.82 192.61
※項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

市税の見通し� （単位：億円）

地方交付税の見通し� （単位：億円）

市債の見通し� （単位：億円）
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け
る
単
年
度
収
支
の
累
積
額
は
５
・
07
億

円
の
赤
字
と
な
る
見
込
み
で
す
。

支
出
の
見
通
し

(単位：億円）
区　　分 平成２９年度 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度 平成３４年度 平成３５年度 平成３６年度

歳　
　
　
　
　
　
出

義 務 的 経 費 109.96 110.73 107.49 105.43 104.55 104.50 103.27 99.93
人 件 費 33.07 36.02 35.32 33.30 33.11 33.36 32.99 33.37
扶 助 費 51.28 47.85 47.76 47.66 47.39 47.10 46.80 46.51
公 債 費 25.61 26.86 24.41 24.47 24.05 24.04 23.49 20.05

投 資 的 経 費 23.33 39.16 25.43 18.67 18.65 18.63 18.79 18.78
普通建設事業費 21.84 38.16 24.43 17.67 17.65 17.63 17.79 17.78
受 託 事 業 費 1.49 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00 1.00

そ の 他 の 経 費 74.18 71.18 72.30 71.78 71.72 72.47 72.31 73.54
物 件 費 30.83 28.74 29.48 28.89 28.62 29.26 28.78 28.70
維 持 補 修 費 3.42 3.63 3.66 3.70 3.70 3.70 3.70 3.70
補 助 費 等 15.58 15.73 15.73 15.45 15.29 15.14 15.12 15.04
積 立 金 2.79 1.68 1.85 1.97 1.99 1.88 1.86 2.91
貸 付 金 0.69 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53 0.53
繰 出 金 20.85 20.87 21.05 21.24 21.60 21.96 22.31 22.67

合 計 207.47 221.07 205.22 195.88 194.93 195.59 194.37 192.24
※項目ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。
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普通建設事業費

　

公
債
費
と
は
、
市
債
な
ど
の
借
金
の
返

済
や
利
子
の
支
払
い
に
掛
か
る
費
用
で
す
。

　

減
少
傾
向
で
推
移
し
、
平
成
36
年
度
に

は
、
平
成
29
年
度
に
比
べ
５
・
56
億
円
減

の
20
・
05
億
円
と
な
る
見
通
し
で
す
。

　

な
お
、
土
地
開
発
公
社
の
解
散
に
伴
う

市
債
の
償
還
が
、
平
成
35
年
度
を
も
っ
て

終
了
す
る
た
め
、
平
成
36
年
度
に
大
き
く

減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

24
・
43
億
円
と
な
る
ほ
か
は
、
17
億
円
台

で
推
移
す
る
見
込
み
で
す
。

※�

大
型
事
業
推
進
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、

６
・
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

普
通
建
設
事
業
費
に
は
、
『
大
型
事
業

推
進
プ
ラ
ン
』
登
載
の
全
事
業
を
計
上
し

て
い
る
ほ
か
、
プ
ラ
ン
の
対
象
外
と
な
っ

て
い
る
事
業
の
う
ち
実
施
の
必
要
性
が
高

い
建
設
事
業
の
費
用
を
計
上
す
る
と
と
も

に
、
現
時
点
で
は
想
定
で
き
な
い
大
型
事

業
分
と
し
て
、
一
定
規
模
の
事
業
費
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
普
通
建
設
事
業
費
は
、

大
規
模
建
築
物
の
耐
震
化
補
助
金
な
ど
の

大
型
事
業
が
集
中
す
る
平
成
30
年
度
に
38
・

16
億
円
と
な
り
、
そ
の
後
平
成
31
年
度
に

　

人
件
費
は
、
市
職
員
の
給
与
や
退
職
手

当
な
ど
、
人
の
任
用
な
ど
に
よ
り
掛
か
る

支
出
で
す
。

　

人
件
費
の
大
部
分
を
占
め
る
給
与
費
は
、

定
年
退
職
者
数
の
影
響
に
よ
り
平
成
30
年

度
・
平
成
31
年
度
に
退
職
手
当
が
一
時
的

に
増
加
す
る
も
の
の
、
市
職
員
数
を
一
定

数
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
の
で
、

全
体
的
に
は
横
ば
い
で
推
移
し
、
平
成
36

年
度
に
は
給
与
費
が
31
・
56
億
円
、
人
件

費
と
し
て
は
33
・
37
億
円
と
な
る
見
込
み

で
す
。

普
通
建
設
事
業
費
に
は
ど
の
よ

う
な
事
業
を
計
上
し
て
い
る
の

公
債
費
と
は
何
で
す
か

人
件
費
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

人件費の見通し� （単位：億円）

公債費の見通し� （単位：億円）

普通建設事業費の見通し� （単位：億円）
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市債残高

　

今
回
の
『
中
期
財
政
見
通
し
』
で
は
、

８
年
間
に
お
け
る
単
年
度
収
支
の
累
積
額

が
５
・
07
億
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
累
積
赤
字
に
つ
い
て
は
、
『
財
源
調

整
用
基
金
等
』
の
取
り
崩
し
に
よ
り
対
応

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
が
、
平
成
30
年
度

以
降
は
基
金
残
高
が
６
億
円
か
ら
７
億
円

台
で
推
移
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
不
測
の

財
政
需
要
に
対
応
す
る
に
は
十
分
な
額
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
特
に
財
政
調
整
基
金
の

残
高
が
、
平
成
29
年
度
の
４
・
47
億
円
か

ら
平
成
36
年
度
に
は
０
・
80
億
円
に
ま
で

減
少
す
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
財
政
需
要

に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
今
回
の
『
中
期

財
政
見
通
し
』
を
一
つ
の
目
安
と
し
な
が

ら
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
や
事
業
の
費
用
対
効

果
、
優
先
度
な
ど
を
十
分
に
検
討
し
、
事

務
事
業
の
見
直
し
や
受
益
者
負
担
の
見
直

し
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
各
年
度
の

単
年
度
収
支
の
改
善
や
基
金
残
高
の
確
保

に
努
め
、
財
政
の
健
全
化
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

市
債
の
残
高
は
減
少
傾
向
で
推
移
す
る

見
込
み
で
あ
り
、
平
成
36
年
度
末
残
高
は

平
成
29
年
度
末
に
比
べ
、
23
・
64
億
円
減

の
214
・
61
億
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　

『
財
源
調
整
用
基
金
等
』
は
、
安
定
的

な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
市
の
預
金
で

す
。
各
年
度
の
収
支
に
つ
い
て
、
黒
字
と

な
る
年
度
は
そ
の
額
を
預
金
し
、
赤
字
と

な
る
年
度
は
そ
の
額
を
預
金
か
ら
下
ろ
し

け
る
単
年
度
収
支
の
累
積
額
は
５
・
07
億

円
の
赤
字
と
な
る
見
込
み
で
す
。

て
対
応
す
る
こ
と
と
し
て
基
金
の
残
高
を

推
計
し
ま
し
た
。

　

単
年
度
収
支
が
大
き
く
赤
字
と
な
る
平

成
30
年
度
末
に
７
・
27
億
円
に
減
少
し
、

そ
の
後
は
お
お
む
ね
横
ば
い
で
推
移
し
ま

す
。
最
終
年
度
と
な
る
平
成
36
年
度
末
の

『
財
源
調
整
用
基
金
等
』
の
残
高
は
、
７
・

14
億
円
と
な
り
、
平
成
29
年
度
末
に
比
べ

３
・
50
億
円
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
平
成
36
年
度
ま
で
の

単
年
度
収
支
（
前
年
度
繰
越
金
を
除
く
）

は
、
３
つ
の
年
度
に
お
い
て
黒
字
と
な
り
、

５
つ
の
年
度
に
お
い
て
赤
字
と
な
る
見
込

み
で
す
。
大
型
事
業
が
集
中
す
る
平
成
30

年
度
の
単
年
度
赤
字
が
３
・
40
億
円
と
大

き
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
８
年
間
に
お

今
後
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

市
債
残
高
の
状
況

『
財
源
調
整
用
基
金
等
』
の
状
況

収
支
の
状
況

今後の財政運営の見通し
収支の見通し� （単位：億円）

『財源調整用基金等』の見通し� （単位：億円）

区　　分 平成
２９年度

平成
３０年度

平成
３１年度

平成
３２年度

平成
３３年度

平成
３４年度

平成
３５年度

平成
３６年度

歳 入 206.07 217.67 204.17 196.14 195.88 195.35 193.82 192.61

歳 出 207.47 221.07 205.22 195.88 194.93 195.59 194.37 192.24

歳 入 歳 出 差 引
（ 単 年 度 収 支 ）△�1.39 △�3.40 △�1.05 0.26 0.95 △�0.25 △�0.56 0.37

単 年 度 収 支
累 積 額 △�1.39 △�4.80 △�5.84 △�5.59 △�4.64 △�4.88 △�5.44 △�5.07

※区分ごとに四捨五入しているため、合計や差し引きが一致しない場合があります。

区　　分 平成
２９年度

平成
３０年度

平成
３１年度

平成
３２年度

平成
３３年度

平成
３４年度

平成
３５年度

平成
３６年度

財源調整用基金等 10.64 7.27 6.24 6.52 7.50 7.28 6.74 7.14

財政調整基金 4.47 1.07 0.02 0.28 1.23 0.98 0.43 0.80

減 債 基 金
（ ル ー ル 外 ） 0.59 0.59 0.59 0.59 0.59 0.59 0.59 0.59
北海道市町村
備荒資金組合
超 過 納 付 金

5.59 5.61 5.63 5.66 5.68 5.70 5.72 5.75

※区分ごとに四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります。

市債残高の見通し� （単位：億円）

『
中
期
財
政
見
通
し
』
に
つ
い
て

詳
し
く
知
り
た
い
方
は

▼�

問
い
合
わ
せ　
財
政
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
１
３
３
１
）
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本
市
の
財
政
状
況
は
依
然
厳
し
く
、
必

要
性
の
高
い
事
業
を
着
実
に
実
施
し
つ
つ
、

財
政
運
営
の
安
定
性
を
確
保
し
て
い
く
た

め
に
は
、
財
政
の
見
通
し
を
踏
ま
え
た
計

画
的
な
事
業
実
施
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

大
型
事
業
推
進
プ
ラ
ン
は
、
財
政
運
営

の
安
定
性
を
堅
持
し
な
が
ら
、
老
朽
化
し

た
公
共
施
設
の
更
新
や
都
市
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
な
ど
と
い
っ
た
喫
緊
の
大
型
事
業
を

着
実
に
実
施
し
て
い
く
た
め
、
『
中
期
財

政
見
通
し
』
の
基
礎
資
料
と
し
て
策
定
し

ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
25
年
度
に

策
定
し
た
大
型
事
業
推
進
プ
ラ
ン
の
後
期

４
年
間
（
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
32
年
度

ま
で
）
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
各
分
野
で
必

要
性
の
高
い
事
業
を
抽
出
す
る
と
と
も
に
、

　

市
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成
36
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
事
業
や
そ
の
実

施
年
度
の
目
安
を
明
ら
か
に
し
、
『
中
期
財
政
見
通
し
』
の
基
礎
資
料
と
す

る
た
め
、
『
大
型
事
業
推
進
プ
ラ
ン
』
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
プ

ラ
ン
の
概
要
や
プ
ラ
ン
に
登
載
さ
れ
て
い
る
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

▼
問
い
合
わ
せ　
企
画
調
整
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
１
１
２
２
）

　

次
の
３
つ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に

策
定
し
ま
し
た
。

○�

今
後
８
年
間
に
実
施
す
る
事
業
や
実
施

す
る
年
度
を
明
ら
か
に
し
て
、
老
朽
化

が
進
む
公
共
施
設
・
都
市
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
や
更
新
、
耐
震
化
な
ど
を
着
実
に

実
施
す
る
た
め
。

○�

中
期
的
な
財
政
見
通
し
や
今
後
の
公
債

費
の
推
計
な
ど
を
参
考
に
、
財
政
的
な

観
点
を
踏
ま
え
て
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
喫
緊
の
大
型
事
業
を
着
実

に
実
施
し
つ
つ
、
財
政
運
営
の
安
定
性

を
堅
持
す
る
た
め
。

○�

計
画
期
間
中
に
実
施
す
る
大
型
事
業
を

明
ら
か
に
し
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

今
後
８
年
間
の
中
期
的
な
財
政
見
通
し
、

公
債
費
の
推
移
な
ど
を
考
慮
し
ま
し
た
。

　

実
施
の
必
要
性
が
生
じ
て
い
る
既
存
公

共
施
設
な
ど
（
道
路
、
橋
り
ょ
う
な
ど
を

含
む
）
の
整
備
事
業
や
動
産
の
購
入
事
業

の
う
ち
、
期
間
中
の
総
事
業
費
が
３
千
万

円
以
上
の
事
業
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

※�

対
象
事
業
は
平
成
29
年
度
以
降
開
始
事

業
の
み
で
は
な
く
、
平
成
28
年
度
以
前

か
ら
の
継
続
事
業
の
う
ち
、
平
成
29
年

度
か
ら
平
成
36
年
度
ま
で
の
総
事
業
費

が
３
千
万
円
以
上
の
事
業
を
含
み
ま
す
。

※�

老
朽
化
し
た
都
市
イ
ン
フ
ラ
や
公
共
施

　

大
型
事
業
推
進
プ
ラ
ン
は
、
現
時
点
で

必
要
性
が
生
じ
て
い
る
公
共
施
設
な
ど
の

整
備
事
業
の
う
ち
一
定
要
件
に
該
当
す
る

事
業
を
対
象
に
策
定
し
、
社
会
状
況
や
財

政
状
況
の
変
化
が
な
い
限
り
、
期
間
中
の

予
算
編
成
に
お
け
る
事
業
選
択
は
、
大
型

事
業
推
進
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
こ
と
を
基
本

と
し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
事
業
に
係
る
登
載
事
業
費
は
、

現
時
点
で
試
算
さ
れ
る
額
と
し
て
お
り
、

後
年
度
の
予
算
計
上
額
は
、
大
型
事
業
推

進
プ
ラ
ン
策
定
後
に
生
じ
た
特
別
な
事
由

が
な
い
限
り
、
こ
の
額
を
目
安
と
し
ま
す
。

に
行
財
政
運
営
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
。

　

計
画
期
間
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成

36
年
度
ま
で
で
、
平
成
29
年
度
か
ら
平
成

32
年
度
ま
で
を
前
期
、
平
成
33
年
度
か
ら

平
成
36
年
度
ま
で
を
後
期
と
し
ま
す
。

※�

登
載
事
業
の
財
源
的
裏
付
け
を
明
ら
か

に
す
る
観
点
か
ら
、
『
中
期
財
政
見
通

し
』
（
２
～
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
と
同

一
の
期
間
と
し
て
い
ま
す
。

設
の
整
備
、
観
光
都
市
と
し
て
の
受
入

体
制
の
整
備
な
ど
、
大
型
事
業
推
進
プ

ラ
ン
策
定
時
点
で
検
討
中
で
あ
る
公
共

施
設
な
ど
の
更
新
や
整
備
事
業
な
ど
に

つ
い
て
は
、
実
施
を
決
定
し
た
段
階
で

プ
ラ
ン
に
追
加
し
登
載
し
ま
す
。

大
型
事
業
推
進
プ
ラ
ン
の
主
旨

大
型
事
業
推
進
プ
ラ
ン

を
策
定
し
ま
し
た

策
定
の
目
的

対
象
と
な
る
事
業

基
本
的
な
考
え
方

計
画
期
間
・
事
業
費

　『中期財政見通し』と『大型事業推進プラン』は、市ホームページに掲載のほか、市役所１階市民ロ
ビー、各支所、市民会館、しんた21、市立図書館、市立図書館アーニス分館、市民活動センターに備え
付けています。

大型事業推進プラン登載事業費
� （単位：百万円）

区分
前期

（平成２９年度～
平成３２年度）

後期
（平成３３年度～
平成３６年度）

計

市民生活関連 ７２２ 1，０８１ 1，８０２
保健福祉関連 １３７ 0 １３７
都市整備関連 3，２９２ ２，９４８ 6，２３９
消 防 関 連 １，０５０ ５８ １，１０８
教 育 関 連 ９６５ ２４２ １，２０６

計 ６，１６３ ４，３２７ １０，４９０
※�各事業費は年度ごとに切り上げして合算しているた
め、表中の合計と一致しない場合があります。
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＜市民生活関連の事業＞

＜消防関連の事業＞

＜保健福祉関連の事業＞

＜教育関連の事業＞

＜都市整備関連の事業＞

葬斎場中間改修事業
（平成29年度～平成36年度）

消防支署新庁舎建設事業
（平成29年度～平成31年度）

道路排水対策事業
市道舗装排水整備事業
（平成29年度～平成36年度）

鷲別児童館移転改築事業
（平成29年度～平成30年度）

小中学校耐震化改修事業
（平成29年度～平成32年度）

千代の台団地建替事業
（平成29年度～平成34年度）

4,500万円

８億3,700万円

19億8,800万円

１億3,800万円

７億6,900万円

22億3,700万円

大型事業推進プランに登載している主な事業を紹介します

　葬斎場の設備の機能維持を図るため、計画的に改修
します。

※各金額は、計画期間中に必要となる金額の見込みの総額です。

　大雨に伴う道路冠水によ
る交通障害や浸水などの被
害を防止するため、道路冠
水が多く発生する地域を対
象に、排水路の改良や清掃
などを行います。
　また、市内の道路交通網
の整備、歩行者や通行車両
の安全を確保するため、市
内の幹線道路や生活道路の
改良、舗装、排水路の工事
などを行います。

　児童が安全で安心し
て放課後などに活動で
きる拠点を確保するた
め、鷲別児童館を鷲別
小学校隣接地へ移転改
築し、放課後児童クラ
ブと子育て支援セン
ターを併設した複合型
の施設の建設を行いま
す。

　子どもたちが
安全で安心して
学び育まれる環
境を整備するた
め、小中学校の
校舎の耐震化や
外壁の改修など
を行います。

　入居者が安全で安心して快適に暮らせる住まいを提
供するため、市営住宅等長寿命化計画に基づき、千代
の台団地の建て替えを行います。

▲�供用開始から14年目を迎えた葬斎場

▲�道路排水対策（雨水対策）
工事

▲�統合される登別温泉支署（左）と登別支署（右）
▲�耐震化改修工事が終了した青葉小学
校

▲�鷲別小学校隣接地へ移転改築
される鷲別児童館

▲�建て替えされる千代の台団地

　老朽化により耐震性に不安がある登別温泉支署と登
別支署を統合した新たな支署を建設します。
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予算の執行状況
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予算額 支出額

（億円）

区　　分 予算額（ａ）
収入 支出

収入額（ｂ） 収入率（ｂ/ａ） 支出額（ｃ） 執行率（ｃ/ａ）
国民健康保険特別会計 72億4,230万円 58億4,644万円 80.7% 65億3,567万円 90.2%
学校給食事業特別会計 3億4,897万円 2億1,589万円 61.9% 3億1,453万円 90.1%
簡易水道事業特別会計 3,950万円 1,404万円 35.5% 2,853万円 72.2%
介護保険特別会計 35億1,519万円 28億9,385万円 82.3% 31億2,699万円 89.0%
カルルス温泉スキー場事業特別会計 1億1,300万円 4,066万円 36.0% 1億　275万円 90.9%
後期高齢者医療特別会計 7億1,441万円 5億3,308万円 74.6% 6億8,918万円 96.5%

登別市の財政状況
平成28年度

－平成29年３月末現在－

▶問い合わせ　財政グループ（☎�１３３１）

収入 支出

予算額� 224億4,956万円
収入額� 185億2,067万円
収入率（収入額／予算額）� 82.5％

予算額� 224億4,956万円
支出額� 181億5,082万円
執行率（支出額／予算額）� 80.9％

■市税　
市民税、固定資産税、軽
自動車税、入湯税など
■地方交付税　
人口や市税収入などに応
じて国から交付されるお
金
■国・道支出金　
特定の事業に対し国や道
から交付されるお金
■市債　
市の借金
■その他　

■民生費　
医療や福祉などに使うお金
■衛生費　
健康増進やごみ処理などに
使うお金
■土木費　
道路や公園などの建設や維
持管理に使うお金
■公債費　
借金を返済するためのお金
■給与費　
職員に給料や退職金を支払
うためのお金
■その他　

　市民の皆さんに、市の財政状況に対する理解を深めていただくため、市では年２回、財政状況に関す
る公表を行っています。
　今号では、平成29年３月31日現在の一般会計の収入と支出の状況、特別会計の状況、市債（借金）の
残高、財産の状況、一時借入金の状況をお知らせします。

　市税や国からの地方交付税などの収入により、福祉や教育の充実など、さまざまな事業を
行っています。

　特定の目的のために納入される収入（保険料や使用料など）により、特定の事業（国民健
康保険や介護保険など）を行っています。

※金額や数値は、５月まで変動することがあります。
※単位未満を四捨五入しているため、合計などが一致しない場合があります。
※予算額には前年度からの繰越額を含みます。

一般会計

特別会計

8� 平成28年度　登別市の財政状況
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平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

（億円）

市
債
（
借
金
）
の
残
高

市の財産
市民一人当たりに換算した場合

一
時
借
入
金
の
残
高

市
の
財
政
動
向
と
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

市債残高の状況
区　　分 残高

一般会計 221億9,333万円

特
別
会
計

学校給食事
業特別会計 1,049万円

簡易水道事
業特別会計 1億3,723万円

合　　計 223億4,105万円

の
収
入
の
う
ち
、
市
税
は
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
入
し
て

定
の
事
業
に
使
用
す
る
た
め
、

ま
た
、
財
源
の
調
整
を
図
る

入
の
面
で
は
、
国
の
動
向
な

ど
に
左
右
さ
れ
な
い
市
税
な

い
た
だ
く
安
定
的
な
収
入
で
、
近
年

は
51
億
円
台
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
運
営
を
行
う
上
で
は
、
収
入

に
占
め
る
市
税
の
割
合
が
高
い
こ
と

が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

本
市
は
他
の
自
治
体
に
比
べ
る
と
低

く
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
の
占
め
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
支
出
の
う
ち
、
公
債
費
や

人
件
費
の
ほ
か
、
扶
助
費
（
生
活
保

護
費
や
福
祉
関
係
の
給
付
費
な
ど
の

た
め
、
市
は
、
基
金
（
預
金
）
の
積

み
立
て
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
万
が
一
の
と
き
の
備

え
と
し
て
い
る
基
金
（
財
源
調
整
用

基
金
）
の
残
高
は
、
近
年
は
ほ
ぼ
横

ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

28
年
度
は
前
年
度
比
で
約
１
億
円
減

少
し
ま
し
た
。

ど
の
安
定
的
な
収
入
や
万
が
一
の
と

き
に
自
由
に
使
え
る
基
金
（
預
金
）

を
確
保
す
る
こ
と
に
努
め
、
歳
出
の

面
で
は
、
事
務
事
業
評
価
や
予
算
編

成
な
ど
を
通
じ
て
、
事
業
の
必
要
性
・

効
率
性
に
つ
い
て
不
断
の
見
直
し
を

図
る
な
ど
、
市
は
、
今
後
も
計
画
的

に
事
業
を
進
め
、
将
来
に
わ
た
っ
て

安
定
的
で
健
全
な
財
政
運
営
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　

収
入
に
占
め
る
市
税
の
割
合
が
低

い
本
市
に
お
い
て
は
、
地
方
交
付
税

が
減
額
と
な
る
場
合
な
ど
に
備
え
、

支
出
を
抑
制
す
る
な
ど
、
基
金
（
預

金
）
を
一
定
程
度
保
有
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

社
会
保
障
費
）
は
必
ず
支
払
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
、
歳
出
の
多

く
を
占
め
て
い
る
状
況
で
す
。

　

市
は
、
公
共
施
設
の
建
設
な
ど
将

来
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
施
設
な
ど

の
整
備
を
行
う
と
き
に
限
り
、
国
や

金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
る

こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ら
市
の
借
金
を

市
債
と
い
い
ま
す
。

　

市
は
、
一
時
的
な
資
金
不
足
に
よ

り
、
市
民
へ
の
給
付
や
納
入
業
者
へ

の
支
払
い
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
な
い

よ
う
、
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借
り

入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
市
の
一
時
的
な
借
り
入

れ
を
一
時
借
入
金
と
い
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
３
月
31
日
現
在
の
借
入

金
残
高
は
、
一
般
会
計
で
13
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

※�

特
別
会
計
の
一
時
借
入
金
は
あ
り

ま
せ
ん
。

市

特

歳

　市は、市民サービスの提供に活用するために土
地や建物を所有しているほか、特定の目的に使用
するためや万が一のときの預金として、基金を保
有するなどしています。

◇人口（平成29年３月31日現在） … ４万9,090人
◇一人当たりの収入額 ……………… 37万7,280円
◇一人当たりの負担する市税 ……… 10万　127円
◇一人当たりの支出額 ……………… 36万9,746円
◇一人当たりの市債残高 …………… 45万5,104円

土地…６８６万㎡　建物…２８．２万㎡
現金（基金）…３３億５，１０７万円
土地（基金）…１１．１万㎡
出資金など…１億６９０万円
債権…４億８，６３０円

9 平成28年度　登別市の財政状況
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毎年１回、忘れずに受けさせましょう

狂犬病予防注射を行います
▼料金　１頭につき3,110円

実施時間 実施地区 実施場所 実施時間 実施地区 実施場所

５
月
20
日
㈯

８：４５～ ９：００ 緑町１丁目 市民活動センター ９：４５～ ９：５５ 美園町６丁目 老人憩の家『桜美園』下
９：２０～ ９：３５ 鷲別町３丁目 鷲別公民館 １０：０５～１０：１５ 美園町３丁目 老人憩の家『光和園』
９：４５～ ９：５５ 鷲別町２丁目 わかば公園 １０：２５～１０：３５ 若草町３丁目 若草１号公園
１０：０５～１０：１５ 鷲別町６丁目 老人憩の家『鷲六園』 １０：４５～１０：５５ 若草町５丁目 老人憩の家『優和園』
１０：２５～１０：３５ 鷲別町４丁目 鷲別保育所 １１：０５～１１：１５ 若草町２丁目 さわやか公園
１０：５０～１１：００ 栄町１丁目 楡の木公園 １１：２５～１１：３５ 若草町４丁目 のびのび公園
１１：１０～１１：２０ 栄町４丁目 富浜広場 １３：２０～１３：３０ 新生町５丁目 老人憩の家『希望の家』
１１：３０～１１：４０ 新生町２丁目 わらべ公園 １３：４０～１３：５０ 新生町４丁目 なかよし公園
１３：００～１３：１５ 富岸町２丁目 富岸青少年会館 １４：０５～１４：１５ 新生町１丁目 ことぶき公園
１３：２５～１３：３５ 若山町３丁目 汐平広場 １４：３５～１４：４５ 中央町６丁目 登別市役所
１３：４５～１３：５５ 若山町２丁目 あかしや広場横
１４：１５～１４：２５ 幸町５丁目 滝田商店裏（佐藤さん宅横）
１４：３５～１４：４５ 富浦町１丁目 富浦会館

５
月
21
日
㈰

８：４５～ ９：００ 桜木町４丁目 市営桜木団地駐車場 ９：２０～ ９：３５ 登別東町２丁目 登別公民館
９：１０～ ９：２０ 富士町３丁目 富士３丁目広場 ９：４５～ ９：５５ 登別本町１丁目 登別中学校
９：３０～ ９：４０ 富士町７丁目 老人福祉センター １０：０５～１０：１５ 登別本町２丁目 旧道コン住宅前
９：５０～１０：０５ 片倉町６丁目 しんた21 １０：２５～１０：３５ 登別東町４丁目 東町運動広場　向かい空地
１０：１５～１０：２５ 片倉町４丁目 片倉４丁目広場 １０：５０～１１：００ 登別東町３丁目 婦人センター
１０：３５～１０：４５ 柏木町４丁目 柏葉団地５号棟駐車場 １１：１０～１１：２０ 登別本町３丁目 登別小学校
１０：５５～１１：０５ 柏木町１丁目 柏木団地９号棟駐車場 １３：００～１３：１０ 中央町３丁目 中央公園
１１：１５～１１：２５ 常盤町２丁目 常盤児童館 １３：２０～１３：３０ 幌別町３丁目 鉄南ふれあいセンター
１３：００～１３：１０ 千歳町３丁目 幌別中学校 １３：４０～１３：５０ 幌別町８丁目 幌別東小学校
１３：２０～１３：３０ 千歳町４丁目 つくし公園
１３：４０～１３：５０ 千歳町６丁目 猪股さん宅横

５月13日㈯　　 ９：００～ ９：１５　登別温泉町『登別温泉ふれあいセンター駐車場』　　 ９：３０～ ９：４５　中登別町『禅林寺駐車場』
　　　　　　　１０：００～１０：１５　中登別町『サンクス中登別店駐車場』　　　　　　　１０：３０～　　　 カルルス町・上登別町・札内町

※期間中、都合の良い日時・場所にお越しください。
※犬の登録をしていない場合、予防注射と併せて登録することができます（１頭につき登録手数料3,000円）。
※�会場での事故を防ぐため、首輪や胴

どう

輪
わ

などが緩んでいないか確認し、犬を抑えられる方が連れてきてくだ
さい。

※カルルス町、上登別町、札内町、鉱山町、来馬町にお住まいの方へは別途連絡します。

集 合 実 施 日 程 表（雨天決行）

問い合わせ　環境対策グループ（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

10� 狂犬病予防注射を行います



団地名 所在地 募集区分 住宅番号 階数・広さ（㎡） 家賃（円）

柏葉 柏木町
4丁目 一般世帯

2－212 1階・3LDK（68.7） 18,100～35,500

3－321 2階・3LDK（66.0） 17,600～34,600

柏木 柏木町
1丁目

一般世帯 10－1036 3階・3DK（63.6） 15,400～30,400

高齢・身障世帯 11－1116 1階・3DK（60.1） 14,600～28,700

緑ヶ丘 常盤町
3丁目

高齢・身障世帯 1－112 1階・2LDK（56.2） 16,400～32,300

一般世帯
3－322 2階・3LDK（66.4） 19,900～39,200

5－534 3階・3LDK（66.4） 20,500～40,200

千歳 千歳町
1丁目 一般世帯 2－234 3階・3LDK（65.9） 17,800～35,100

幌別東

幌別町
8丁目

一般世帯
75R2－204 2階・3DK（56.5） 13,200～25,900

75R2－401 4階・3DK（56.5） 13,200～25,900

高齢・身障世帯 75R5－103 1階・3DK（56.5） 13,200～25,900

幌別東
1号棟

子育て世帯 1－111 1階・3LDK（79.8） 26,500～52,100

高齢・身障世帯 1－210 2階・2DK（63.5） 21,100～41,400

一般世帯 1－402 4階・2DK（63.5） 20,900～41,100

※募集区分は、『募集のしおり』で確認してください。

問い合わせ　建築住宅グループ（☎�４３９９）

◇
申
込
資
格

◦�

家
族
で
入
居
す
る
方
（
婚
約
中
の

場
合
を
含
む
）

◦�

持
ち
家
の
な
い
方

◦�

現
在
、
公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い

な
い
方

◦�

市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

◦�

入
居
者
と
同
居
者
が
『
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
』
第
２
条
第
６
号
に

規
定
す
る
暴
力
団
員
で
な
い
方

◇
収
入
基
準

※�

収
入
月
額
は
、
世
帯
全
員
の
所
得

の
合
計
と
各
控
除
に
よ
り
計
算
し

ま
す
。

◇
申
込
方
法

　

�

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
と
各
支
所
に

５
月
１
日
㈪
か
ら
設
置
す
る
『
入

居
申
込
書
』
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い

◇
受
付
日
時

　

�

５
月
15
日
㈪
～
19
日
㈮
９
時
～
17

時
30
分

◇
抽
選
日
時
・
場
所

　

�
５
月
24
日
㈬
10
時
・
市
役
所
第
４

会
議
室

◇
鍵
渡
し
日
時
・
場
所

　

�

６
月
30
日
㈮
９
時
～
16
時
30
分
・

建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ

区分 収入月額
入居者または同居者に障
がいがある方
（障がいの程度に基準が
あります）

214,000円
以下入居者が60歳以上で同居

者のいずれもが60歳以上
または18歳未満の方
小学校就学前の子どもが
いる世帯

上記以外の方 158,000円
以下

◦�

入
居
希
望
者
が
募
集
戸
数
を
超
え

た
と
き
は
、
住
宅
番
号
ご
と
に
公

開
抽
選
を
行
い
ま
す
（
抽
選
会
に

参
加
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

◦�

団
地
内
や
住
宅
内
で
、
犬
・
猫
な

ど
は
飼
え
ま
せ
ん
。

◦�

家
賃
の
ほ
か
、
共
益
費
や
ガ
ス
設

備
の
リ
ー
ス
料
な
ど
が
掛
か
り
ま

す
。

◦�

申
し
込
み
時
に
入
居
資
格
審
査
を

行
い
ま
す
の
で
、
必
要
書
類
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

必
要
書
類
や
募
集
区
分
な
ど
に
つ

い
て
は
、
建
築
住
宅
グ
ル
ー
プ
と

各
支
所
で
配
布
す
る
『
募
集
の
し

お
り
』
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

平
成
29
年
度
第
１
回

�
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

11 平成29年度第１回市営住宅の入居者を募集します



国民健康保険税のお知らせ
医療費の抑制にご協力をお願いします

問い合わせ
国民健康保険グループ
（☎�１７７１）

◎平成29年度国民健康保険の税率など

区分 医療給付費分 介護納付金分
（40歳以上65歳未満の方） 後期高齢者医療支援金等分

税率など 計算方法 税率など 計算方法 税率など 計算方法

🄐
所得割

9.1%
（前年度　
　8.9％）

各加入者の【平成28
年中の所得－33万円】
の合算×9.1％

2.5%
（前年度　
 と同じ）

40歳以上65歳未満の加入
者の【平成28年中の所得
－33万円】の合算×2.5 
％

2.9%
（前年度　
 2.8％）

各加入者の【平成28
年中の所得－33万円】
の合算×2.9％

🄑
均等割

３万円
（前年度　

２万6,000円）
世帯の加入者数×
３万円

8,700円
（前年度　
 と同じ）

40歳以上65歳未満の加入
者数×8,700円

8,400円
（前年度　
 7,100円）

世帯の加入者数×
8,400円

🄒
平等割

２万9,000円
（前年度　

２万5,000円）
１世帯当たりの定額

5,900円
（前年度　
 と同じ）

１世帯当たりの定額（40
歳以上65歳未満の加入者
がいる場合に限る）

8,300円
（前年度　
 7,000円）

１世帯当たりの定額

課　税
限度額 54万円（前年度52万円） 16万円（前年度と同じ） 19万円（前年度17万円）

合　計
🄐＋🄑＋🄒
＝納付額①

🄐＋🄑＋🄒
＝納付額②

🄐＋🄑＋🄒
＝納付額③

①＋②＋③＝１年間の国民健康保険税額

◎医療費の抑制にご協力ください
　国民健康保険に加入している皆さんが医療機関で
支払う自己負担分以外の医療費は、皆さんが納めて
いる国民健康保険税や国などからの一定の交付金な
どで賄われています。医療費の増加は、国民健康保
険税の値上げにつながっていきますので、医療費抑
制に向けた取り組みにご協力ください。

◎なるべく、同じ病院へ行きましょう
　同じ病気でいく
つもの病院に通う
と、その都度、初
診料が掛かります。

◎まずは『かかりつけ医』へ行きましょう
　『かかりつけ医』とは、自分や家族の病歴などを
把握している医師のことです。軽い症状の病気のと
きは近所の『かかりつけ医』へ行きましょう。

◎『かかりつけ薬局』を決めましょう
　複数の医療機関か
ら処方された薬剤を
一カ所の薬局で管理
することで、同じ薬
の処方や誤った飲み
合わせを防ぐなどの
効果が期待できます。

◎ジェネリック医薬品に切り替えましょう
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は、先発医薬
品と同等の効能効果を持ち先発医薬品より低価格で
す。利用については医師や薬剤師にご相談ください。

◎診療時間内に受診しましょう
　休日や夜間診療は、医療費が高く設定されていま
す。

◎定期的に健診を受けましょう
　病気の早期発見・治療は、
病気の早期回復につながり、
皆さんの経済的負担も少な
くなることがあります。市
の国民健康保険に加入して
いる40歳以上の方は、毎年
度１回、特定健診や各種が
ん検診が無料で受けられま
す。詳しくは問い合わせく
ださい。

◎毎日の生活に運動を取り入れましょう
　自覚症状がない
うちから生活習慣
病を予防すること
が大切です。

◎スイッチＯＴＣ薬への切り替えを検討しましょう
　使用には医師の判断が必要だった医薬品を薬局で
買えるようにしたものが『スイッチＯＴＣ薬』です。
医療機関に掛からずに医薬品を購入できるので、経
済的負担を減らすことができる可能性があります。
　また、特定健診の受診など自身で健康の維持増進
や疾病予防の取り組みを行い、かつ、スイッチＯＴ
Ｃ薬の年間購入額が１万２千円を超えた場合は、確
定申告により税の軽減を受けられることがあります。

　平成29年度の国民健康保険税の納税通知書は、６月中旬に送付します。納付書や口座振替による納付（普
通徴収）、年金からの天引き（特別徴収）で納めてください。

12� 国民健康保険税のお知らせ



　

市
は
、
昨
年
度
に
『
下
水
道
事
業
経
営

戦
略
』
を
策
定
し
、
そ
の
内
容
に
基
づ
い

て
、
下
水
道
使
用
料
の
改
定
の
必
要
性
に

つ
い
て
検
証
し
た
結
果
、
平
成
33
年
度
に
、

資
金
不
足
が
生
じ
る
見
込
み
と
な
り
、
平

成
40
年
度
ま
で
の
累
積
不
足
額
は
11
・
75

　

昨
年
12
月
以
降
、
利
用
者
の
代
表
や
専

門
的
知
識
を
も
つ
方
に
意
見
を
伺
う
た
め
、

　

市
は
、
『
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
』

か
ら
の
意
見
や
住
民
説
明
会
の
開
催
結
果

を
踏
ま
え
て
、
下
水
道
使
用
料
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
、
最
終
的
な
検
討
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
う
ち
、
審
議
会
の
意
見
に
つ
い
て

は
、
経
費
削
減
や
情
報
共
有
に
関
し
て
、

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
求
め
つ
つ
も
、
下

億
円
に
上
る
見
込
み
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

下
水
道
使
用
料
を
引
き
上
げ
ざ
る
を
得
な

い
と
考
え
、
改
定
原
案
を
ま
と
め
ま
し
た
。

連
合
町
内
会
や
消
費
者
協
会
な
ど
の
市
内

各
団
体
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校

の
先
生
、
公
認
会
計
士
の
方
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
『
下
水
道
事
業
運
営
審
議
会
』

を
開
催
し
、
３
回
に
わ
た
っ
て
下
水
道
使

用
料
の
改
定
の
必
要
性
に
つ
い
て
審
議
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
に
は
利
用
者
で
あ
る
市
民

の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
伺
う
た
め
、

市
内
３
カ
所
で
住
民
説
明
会
を
開
催
し
、

市
の
考
え
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、
多
く

の
ご
質
問
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

※�

質
問
内
容
や
審
議
会
の
結
果
に
つ
い
て

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
過
去
の
広
報

の
ぼ
り
べ
つ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

水
道
使
用
料
の
引
き
上
げ
自
体
は
や
む
を

得
な
い
と
す
る
内
容
で
し
た
。

　

ま
た
、
住
民
説
明
会
に
お
い
て
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
ご
質
問
は
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

下
水
道
使
用
料
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
一

定
の
理
解
が
得
ら
れ
た
も
の
と
判
断
し
ま

し
た
。

　

こ
の
た
め
、
市
は
、
当
初
ま
と
め
た
改

定
原
案
の
と
お
り
、
平
成
30
年
１
月
１
日

か
ら
、
下
水
道
使
用
料
の
引
き
上
げ
を
行

う
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
（
市
街
地
以
外

の
地
域
で
実
施
し
て
い
る
『
個
別
排
水
処

理
施
設
事
業
』
（
市
が
各
世
帯
に
浄
化
槽

を
設
置
す
る
事
業
）
の
使
用
料
に
つ
い
て

も
、
下
水
道
使
用
料
と
同
様
に
改
定
）
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯

審
議
会
と
住
民
説
明
会
の
開
催

下
水
道
使
用
料
の
改
定
に

関
す
る
市
の
方
針

水道の使用量 改定後の金額【改定前】
基本料金 ８㎥までの水量 1,520円【1,320円】

超過料金
（１㎥につき）

８㎥を超え
50㎥までの水量 195円【170円～175円】
50㎥を超える水量 208円【180円】

※公衆浴場用については改定ありません。

改　定　案

使用料の引き上げによる影響額（１カ月の汚水排除量で計算）

今後について

問
い
合
わ
せ

下
水
道
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
９
０
５
２
）

下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て

～
使
用
料
改
定
に
関
す
る
市
の
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
～

　市では、決定した方針により使用料改定を行うため、
本年６月開催予定の市議会第２回定例会に、下水道条
例の改正案を提案する予定です。市議会で改正案が議
決された場合には、平成30年１月１日から、下水道使
用料の引き上げを実施する予定です。
　改正案が市議会で議決され、使用料改定が決定した
際には、広報のぼりべつや住民説明会を通じて、決定
した内容などの情報提供に努めてまいります。

改定時期　　平成30年１月１日
平均改定率　�14．88％（１カ月の汚水排除量20㎥の

一般家庭の改定率）
改定後の料金表（一般用）

30㎥の一般家庭【756円増／月】�（改定前）　5,518円
　　　改定率13.70％� （改定後）　6,274円

20㎥の一般家庭【540円増／月】�（改定前）　3,628円
　　　改定率14.88％� （改定後）　4,168円

15㎥の一般家庭【405円増／月】�（改定前）　2,710円
　　　改定率14.94％� （改定後）　3,115円

13 下水道使用料の改定について



４
月
７
日
㈮
、
日
本
工
学
院
北
海
道
専
門
学
校
で
、

市
に
よ
る
『
住
民
異
動
届
の
出
張
受
付
』
を
行
い
ま
し

た
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
同
校
の
新
入
生
が
住
民
異
動

の
手
続
き
に
苦
労
を
す
る
こ
と
な
く
新
た
な
生
活
を
始

め
ら
れ
る
よ
う
、
学
生
寮
へ
の
入
寮
者
を
対
象
に
平
成

23
年
か
ら
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は
55
人
の
方
が

利
用
し
ま
し
た
。

公
務
員
２
年
制
学
科
に
入
学
し
た
木き

村む
ら

泰た
い

正せ
い

さ
ん
は
、

こ
の
出
張
受
付
で
住
民
異
動
の
手
続
き
を
済
ま
せ
た
後
、

「
将
来
を
見
据
え
て
、
勉
強
中
心
の
生
活
で
が
ん
ば
り

た
い
」
と
、
新
た
な
学
校
生
活
へ
の
意
気
込
み
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

住
民
異
動
届
の
出
張
受
付

新
生
活
開
始
の
お
手
伝
い

▲�新しくなった鷲別小学校
新校舎（①）、落成セレ
モニーでテープカットを
行う関係者（②）、希望
と笑顔にあふれながら入
場する新１年生（③）

4
� 7

4
� 7

４
月
７
日
㈮
、
新
校
舎
と
な
っ
た
鷲
別
小
学
校
で
、

落
成
セ
レ
モ
ニ
ー
と
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
校
は
、
耐
震
工
事
に
よ
る
耐
震
化
の
対
応
が
難
し

い
こ
と
か
ら
、
建
て
替
え
を
決
定
。
学
び
や
の
機
能
に

加
え
、
防
災
・
地
域
交
流
と
し
て
の
機
能
も
充
実
さ
せ
、

完
成
し
た
も
の
で
す
。

体
育
館
で
は
、
地
域
住
民
な
ど
の
関
係
者
７
人
に
よ

る
落
成
を
記
念
し
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
後
、

引
き
続
き
行
わ
れ
た
入
学
式
で
は
、
新
た
な
学
校
生
活

に
期
待
あ
ふ
れ
る
新
１
年
生
52
人
が
入
場
。
神か

み

谷や

博ひ
ろ

達た
つ

校
長
か
ら
「
立
派
な
校
舎
で
た
く
さ
ん
勉
強
し
て
、
立

派
な
小
学
生
に
な
り
ま
し
ょ
う
」
と
式
辞
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

鷲
別
小
学
校
落
成
セ
レ
モ
ニ
ー
・
入
学
式

新
校
舎
に
笑
顔
あ
ふ
れ
る

▲�住民異動の手続きをする新入生

３
月
26
日
㈰
、
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
『
第
１
回
ぬ
く
も
り

あ
る
手
話
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
市
が
平
成
28
年
４
月
１
日
に
施
行
し
た
『
登

別
市
ぬ
く
も
り
あ
る
手
話
条
例
』
に
基
づ
き
、
多
く
の
方
に
手

話
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
と
な
い

方
が
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
開
催
さ
れ
た
も
の
で

す
。初

開
催
の
こ
の
日
は
、
市
内
外
か
ら
約
40
人
が
参
加
。
登
別

聴
覚
障
が
い
者
協
会
の
山や

ま

田だ

隆た
か
し
会
長
に
よ
る
『
聞
こ
え
な
い
暮

ら
し
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
を
は
じ
め
、
身
振
り
手
振
り
で

伝
達
す
る
『
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
』
、
簡
単
な
あ
い
さ
つ
や

自
己
紹
介
な
ど
を
学
ぶ
『
手
話
講
座
』
、
歌
に
合
わ
せ
て
手
話

を
す
る
『
手
話
コ
ー
ラ
ス
』
な
ど
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
手

話
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
ま
し
た
。

保
護
者
と
一
緒
に
き
ょ
う
だ
い
で
参
加
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
方
法
を
学
ん
だ
石い

し

﨑ざ
き

遙は
る

さ
ん
と
真ま

琉る

さ
ん
は
、
「
手

話
は
楽
し
か
っ
た
。
分
か
り
や
す
か
っ
た
か
ら
、
一
日
で
い
っ

ぱ
い
覚
え
た
よ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲�あいさつや自己紹介などの簡単な手話を学んだ
『手話講座』

▲�言葉を発せず、体の動作（手話は禁止）だけで
伝達した『ジェスチャーゲーム』

第１回ぬくもりある手話フェスティバル

手話にふれて、
　　　　伝わる思い

３
� 26
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４
月
14
日
㈮
、
登
別
郵
便
局
で
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
『
一
日
行
政
相
談
』
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
は
、
国
が
公
平
・
中
立
な
立
場
で
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
や
意
見
、
要
望
、
問
い
合
わ
せ

な
ど
を
受
け
付
け
、
そ
の
解
決
や
実
現
に
向
け
て
助
言

や
働
き
か
け
を
行
う
と
と
も
に
、
行
政
の
制
度
・
運
営

を
改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
も
の
で
す
。

市
の
行
政
相
談
委
員
は
、
垣か

き

内う
ち

登と

紀き

子こ

さ
ん
（
☎
�

７
２
４
５
）
と
吉よ

し

田だ

伸し
ん

吾ご

さ
ん
（
☎
�
７
７
７
３
）
の

お
二
人
で
す
。
偶
数
月
に
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
日
行
政
相
談

皆
さ
ん
の
声
を

行
政
に
届
け
ま
す

▲�相談を受ける垣内さん（左）と吉田さん（右）

▲�郷土資料館に春の訪れを告げるこいのぼり

４
月
11
日
㈫
、
郷
土
資
料
館
敷
地
内
に
子
ど
も
の
健

や
か
な
成
長
を
願
い
、
こ
い
の
ぼ
り
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。色

と
り
ど
り
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
100
匹
の
こ
い
の
ぼ

り
は
、
市
内
企
業
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
郷
土
資
料
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
『
Ｓ
Ｌ
Ｇ
』
が
中
心
と
な
り

手
際
よ
く
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
強
い
春
風
の
な
か
、
こ

い
の
ぼ
り
た
ち
は
、
郷
土
資
料
館
と
樹
木
の
間
を
縫
う

よ
う
に
元
気
よ
く
泳
ぎ
だ
し
ま
し
た
。

こ
い
の
ぼ
り
の
設
置
は
『
こ
ど
も
の
日
』
で
あ
る
５

月
５
日
㈮
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

100
匹
の
こ
い
の
ぼ
り

大
空
高
く
元
気
よ
く

4
� 11

4
� 14

▲�『ＮＰＯ法人キウシト湿原・登別』
メンバーの案内のもと、湿原内の
木が水を吸い上げる音を聴診器で
聞く来園者

▲�縄文文化の展示と体験が楽しめる
カント・レラ（写真は内部）

4
�1・15

冬
期
間
に
閉
館
・
閉
園
し
て
い
た
市
内
の
施
設
が
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

４
月
１
日
㈯
に
は
、
『
カ
ン
ト
・
レ
ラ
』
が
オ
ー
プ
ン
。
こ
の
施
設
は
、
市
内
の

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
や
石
器
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
ほ
か
、
勾ま

が

玉た
ま

作
り
や
火
お

こ
し
体
験
が
で
き
る
な
ど
、
縄
文
文
化
を
見
て
体
験
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。

11
月
30
日
㈭
ま
で
の
10
時
か
ら
17
時
ま
で
（
11
月
は
16
時
ま
で
、
原
則
月
曜
日
が
休

館
日
）
開
館
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
４
月
15
日
㈯
に
は
、
環
境
省
の
『
日
本
の
重
要
湿
地
500
』
に
選
定
さ
れ
て

い
る
『
キ
ウ
シ
ト
湿
原
』
が
開
園
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
38
人
の
方
が
来
園
。
富
士

町
か
ら
来
た
山や

ま

下し
た

峻し
ゅ
ん

二じ

さ
ん
は
、
「
オ
ー
プ
ン
す
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。

来
る
時
期
に
よ
っ
て
多
様
な
動
植
物
が
見
ら
れ
る
の
で
、
昨
年
は
月
に
１
回
程
度
来

て
い
ま
し
た
」
と
話
し
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
な
ど
を
写
真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

キ
ウ
シ
ト
湿
原
は
、
11
月
19
日
㈰
ま
で
の
９
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
（
原
則
月
曜

日
が
休
園
日
）
開
園
し
て
い
ま
す
。
湿
原
内
の
ガ
イ
ド
な
ど
を
行
っ
て
い
る
『
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
キ
ウ
シ
ト
湿
原
・
登
別
』
の
メ
ン
バ
ー
の
方
は
、
「
５
月
に
は
、
エ
ゾ
サ
ン

シ
ョ
ウ
ウ
オ
な
ど
の
希
少
な
生
き
物
の
ほ
か
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
な
ど
の
き
れ
い
な
花

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

『
カ
ン
ト
・
レ
ラ
』
『
キ
ウ
シ
ト
湿
原
』
オ
ー
プ
ン

春
の
訪
れ
と
共
に

各
施
設
で
来
場
者
を
歓
迎

この記事の関連動画を
次の方法でご覧いただ
けます。
・ＵＲＬ：
https：//www.you
tube.com/user/
Noboribetsu
Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

和装小
こ

鈴
すず

会
『
和
装
小
鈴
会
』
は
、
昭
和
58
年

に
発
足
し
ま
し
た
。
現
在
、
会
員
は

50
代
か
ら
70
代
ま
で
の
女
性
11
人
。

毎
週
木
曜
日
の
９
時
か
ら
16
時
ま
で
、

鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

「
昔
の
生
地
は
絹
で
で
き
て
い
る

の
で
、
丈
夫
で
し
っ
か
り
し
て
い
る

た
め
、
着
な
く
な
っ
て
大
切
に
し
ま

っ
て
い
る
着
物
が
あ
れ
ば
、
そ
の
布

を
使
っ
て
新
し
い
作
品
を
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
長
い
間
、
た
ん
す
の

中
で
眠
っ
て
い
た
着
物
を
新
し
い
服

や
小
物
に
作
り
変
え
る
こ
と
で
、
生

地
が
生
ま
れ
変
わ
っ
た
よ
う
に
感
じ

ま
す
よ
」
と
和
裁
の
魅
力
を
語
る
代

表
の
小お

原ば
ら

勝か
つ

子こ

さ
ん
。

毎
週
集
ま
る
と
き
に
、
自
分
た
ち

で
作
っ
た
作
品
を
着
て
披
露
す
る
こ

と
で
、
創
作
意
欲
を
高
め
て
い
る
そ

う
で
す
。

平
成
28
年
11
月
に
入
会
し
た
武む

藤と
う

悦え
つ

子こ

さ
ん
は
、
「
今
ま
で
本
格
的
に

服
を
作
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
小
原
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
始
め
て

み
ま
し
た
。
今
で
は
、
毎
週
み
ん
な

で
集
ま
っ
て
、
会
話
を
し
な
が
ら
作

品
を
作
る
こ
と
が
何
よ
り
の
楽
し
み

で
す
。
み
ん
な
が
身
に
付
け
て
い
る

も
の
を
見
て
、
良
い
も
の
は
真
似
を

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な

が
良
い
先
生
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

同
会
で
は
、
着
る
物
の
ほ
か
に
も
、

袋
物
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
の
小
物

も
作
っ
て
お
り
、
互
い
に
ア
イ
デ
ア

を
持
ち
寄
り
な
が
ら
、
制
作
に
励
ん

で
い
ま
す
。
体
験
や
見
学
を
希
望
す

る
方
は
、
小
原
さ
ん
（
☎
�
７
６
６

５
）
ま
で
。

▲�針と糸で生地を縫い付け、新しい作品
を制作するメンバー

和裁の技術を磨いて、自
分だけの新しい作品を作
ってみませんか

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
52
回

　

毎
年
、
山
菜
採
り
に
出
掛
け
た
方
が
遭

難
す
る
事
故
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

た
と
え
毎
年
入
っ
て
い
る
場
所
で
あ
っ

て
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

　

山
菜
採
り
を
す
る
と
き
は
、
次
の
こ
と

を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
山
菜
採
り
へ
行
く
と
き
は

◦�

入
山
場
所
の
地
形
を
よ
く
確
認
す
る

◦�

気
象
情
報
を
確
認
し
、
悪
天
候
の
場
合

は
中
止
す
る

◦�

行
き
先
と
帰
る
時
間
を
家
族
に
伝
え
る

◦�

単
独
で
の
入
山
を
避
け
、
声
を
掛
け
合

い
、
位
置
を
確
認
す
る

◦�

通
信
手
段
と
な
る
携
帯
電
話
、
非
常
食

や
防
寒
着
を
必
ず
携
帯
す
る

◦�

白
や
黄
色
な
ど
の
目
立
つ
色
の
服
を
着

用
す
る

Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
を
備
え
た
携
帯
電
話
で

あ
れ
ば
、
遭
難
し
て
し
ま
っ
た
場
合
で

も
、
所
持
し
て
い
る
だ
け
で
、
自
分
の

大
ま
か
な
位
置
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

た
だ
し
、
電
源
が
入
っ
て
い
る
必
要

が
あ
る
の
で
、
予
備
の
電
池
な
ど
に
よ

る
電
源
の
確
保
も
重
要
で
す
。

◦�

崖
や
急
斜
面
な
ど
の
危
険
な
場
所
に
は

近
づ
か
な
い

●
遭
難
し
た
場
合

◦�
落
ち
着
い
て
行
動
し
、
携
帯
電
話
な
ど

を
使
っ
て
自
分
の
位
置
を
知
ら
せ
る

◦�

む
や
み
に
歩
き
回
る
こ
と
は
体
力
の
消

耗
と
な
る
の
で
、
捜
索
隊
を
待
つ

●
熊
の
出
没
に
注
意

◦�

熊
よ
け
の
鈴
や
ラ
ジ
オ
を
携
帯
し
、
音

を
た
て
る
工
夫
を
す
る

◦�

熊
の
出
没
情
報
に
注
意
し
、
足
跡
や
ふ

ん
を
見
た
と
き
は
す
ぐ
に
引
き
返
す

☆
家
族
の
方
へ

　

警
察
な
ど
へ
の
通
報
が
遅
れ
る
と
、
捜

索
が
難
航
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
定

の
時
間
ま
で
に
戻
ら
な
い
と
き
は
、
警
察

へ
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

携
帯
電
話
は
あ
な
た
を
守
る
『
命
綱
』

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ（
☎
�
１
１
３
０
）

ポイント

過去３年間の
遭難事故発生件数
平成26年度 ２件
平成27年度 ４件
平成28年度 ３件

16� 知って備える防災メモ・仲間たち



▲�チボリ公園前（左）やイーエスコー城前（右）で記念撮
影をする平成28年度の派遣交流団

ア
ン
デ
ル
セ
ン
博
物
館
な
ど
の
歴
史

あ
る
施
設
の
見
学
、
学
校
施
設
な
ど
で

の
現
地
の
方
と
の
交
流
、
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
と
の
生
活
な
ど
、
貴
重
な
経
験

を
し
て
き
た
棟
方
さ
ん
と
森
川
さ
ん
。

海
外
で
生
き
た
英
語
を
体
験
し
た
か

っ
た
棟
方
さ
ん
は
、
「
派
遣
当
初
は
辞

書
を
引
き
な
が
ら
会
話
し
て
い
ま
し
た

が
、
時
間
が
か
か
っ
て
会
話
が
ス
ム
ー

ズ
に
進
み
ま
せ
ん
で
し
た
。
途
中
か
ら
、

多
少
間
違
っ
た
英
語
で
も
思
っ
た
こ
と

を
積
極
的
に
伝
え
る
よ
う
に
し
た
と
こ

ろ
、
き
ち
ん
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
」
と
デ
ン
マ
ー
ク
で
の
日
々
を
振

り
返
り
ま
す
。

海
外
の
方
と
の
会
話
に
抵
抗
が
な
く

な
っ
た
と
話
す
棟
方
さ
ん
は
、
帰
国
後
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
と
英
語
を
使
っ
て
楽
し
く
会
話

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
リ
ス
ニ
ン
グ

力
も
上
が
っ
た
と
言
い
ま
す
。

「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
は
す
ぐ
に

打
ち
解
け
た
し
、
帰
る
日
は
本
当
に
寂

し
か
っ
た
」
と
話
す
の
は
森
川
さ
ん
。

「
親
元
か
ら
離
れ
て
デ
ン
マ
ー
ク
に

行
く
と
い
う
こ
と
は
勇
気
の
い
る
こ
と

で
し
た
が
、
意
外
と
何
と
か
な
る
も
の

で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
も

っ
と
色
ん
な
こ
と
に
挑
戦
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
。

「
国
外
に
も
す
ば
ら
し
い
文
化
な
ど

が
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
よ
り

多
く
の
国
の
こ
と
が
知
り
た
く
な
り
、

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で
世
界
の
動
き
に
目
を

向
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す

棟
方
さ
ん
は
、
将
来
、
留
学
経
験
を
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
で
仕
事
を
し
て
み
た
い

と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

森
川
さ
ん
は
、
「
派
遣
前
か
ら
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
な
り
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り

ま
し
た
が
、
派
遣
を
通
じ
て
よ
り
一
層

強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
世
界

を
飛
び
回
っ
て
、
も
っ
と
世
界
を
見
て

回
り
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

棟
方
さ
ん
と
森
川
さ
ん
は
、
現
在
、

熱
心
に
英
語
の
勉
強
を
行
う
な
ど
将
来

の
夢
に
向
け
て
突
き
進
ん
で
い
ま
す
。

日
本
に
戻
っ
て
き
て
か
ら
は
、
生
徒

会
の
副
会
長
に
立
候
補
し
、
当
選
。
現

在
で
は
、
勉
強
や
部
活
動
、
生
徒
会
活

動
と
忙
し
い
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

棟
方
さ
ん
と
森
川
さ
ん
は
「
多
く
の

こ
と
を
学
ん
だ
か
け
が
え
の
な
い
時
間

と
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

な
お
、
市
は
平
成
29
年
度
派
遣
交
流

事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

貴
重
な
経
験
を
通
じ
て

自
分
の
知
ら
な
い
世
界
を

も
っ
と
見
て
み
た
い

◎棟方さん（左）　平成15年、登別市生まれ。13歳。
　�幌別西小学校を卒業後、平成28年に西陵中学校に入学。生
徒会の会計長として、さまざまな活動に取り組んでいる。
◎森川さん（右）　平成15年、室蘭市生まれ。13歳。
　�富岸小学校を卒業後、平成28年に緑陽中学校に入学。バス
ケットボール部の一員として、文武両道に励んでいる。

棟
むね

方
かた

智
とも

華
か

さん（柏木町）

森
もり

川
かわ

海
かい

輝
き

さん（富岸町）
　登別の友好都市である『ファボー・ミッド
フュン市』（デンマーク王国）との交流は、
登別マリンパークニクスのニクス城が、同市
にある『イーエスコー城』をモデルに建設さ
れたことがきっかけで始まり、平成９年には
『友好の絆』を取り交わし、今年で20周年を
迎えました。『絆』を取り交わす５年前、市
は平成４年度から、市内中学生をデンマーク
王国に派遣する交流事業を毎年行っています。
　平成28年度には、市内８人の生徒が派遣交
流事業に参加。７泊８日の日程で貴重な経験
をしてきました。今回は、平成28年度に派遣
団のリーダーを務めた棟方智華さんと森川海
輝さんに、デンマーク派遣を通じて感じたこ
とや学んだことについて伺いました。

自分が知らない文化や街並
みを自分の目で見てみたい
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

６月の粗大ごみ収集

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚１６０円）』
を貼って出してください（１回につき５品まで）。

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎�０２００）
※土・日曜日、祝日を除く９時～１７時。
※�電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

く
ら
し
と

住
ま
い

く
ら
し
と

住
ま
い

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
（
第

１
期
）
、
軽
自
動
車
税
（
全
期
）
の

納
期
限
は
５
月
31
日
㈬
で
す
。

　

納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
税
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
５
５
）

◦�

減
免
に
つ
い
て
…
胆
振
総
合
振
興

局
納
税
課
（
☎
㉔
９
５
８
５
）

◦�

食
べ
ら
れ
る
か
ど
う
か
の
判
断
が

つ
か
な
い
植
物
は
採
ら
な
い

◦�

家
庭
菜
園
な
ど
で
、
野
菜
と
観
賞

植
物
を
一
緒
に
栽
培
し
な
い

◦�

食
べ
て
異
常
を
感
じ
た
時
は
、
速

や
か
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る

問�

い
合
わ
せ　
室
蘭
保
健
所
保
健
行

政
室
（
☎
㉔
９
８
４
９
）

送
付
時
期　
４
・
５
月

対�

象　
40
歳
以
上
で
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
方

問
い
合
わ
せ　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

�

（
☎
�
１
７
７
１
）

　

お
住
ま
い
の
地
区
を
管
轄
す
る
登

別
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
高
齢
・
介
護
Ｇ

�

（
☎
�
５
７
２
０
）

　

家
庭
菜
園
や
山
菜
採
り
の
シ
ー
ズ

ン
と
な
り
、
道
内
で
は
毎
年
の
よ
う

に
、
毒
草
に
よ
る
食
中
毒
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

野
草
や
山
菜
に
つ
い
て
は
、
次
の

点
に
注
意
し
て
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し

ょ
う
。

　

今
年
度
77
歳
に
な
る
方
を
対
象
に
、

日
常
的
な
活
動
や
健
康
に
対
す
る
意

識
や
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
ま
す
。

　

道
路
に
穴
が
開
い
て
い
る
、
排
水

の
ふ
た
が
壊
れ
て
い
る
な
ど
、
道
路

の
異
常
に
気
が
付
い
た
と
き
は
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

●
平
日

　

土
木
・
公
園
Ｇ

　

（
☎
�
３
２
６
０
）

●�

夜
間
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
な
ど

　

市
役
所
当
直

　

（
☎
�
２
１
１
１
）

　

特
定
健
診
は
、
糖
尿
病
や
脂
質
異

常
症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
を
調
べ
る

健
診
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
受
診
券
に
同
封
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
８
月
か
ら
、
老
齢
年
金

を
受
給
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
期

間
（
保
険
料
を
納
付
・
免
除
し
た
期

間
、
合
算
対
象
期
間
な
ど
）
が
25
年

か
ら
10
年
に
短
縮
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
変
更
に
よ
っ
て
新
た
に
年
金

受
給
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
７
月
上
旬
ま
で
に
短

縮
用
の
年
金
請
求
書
（
黄
色
）
が
順

次
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
請
求
書
が
届
か
な
い
方
で

も
、
任
意
加
入
に
よ
り
資
格
期
間
を

増
や
す
こ
と
や
、
合
算
対
象
期
間
を

含
め
る
こ
と
な
ど
で
、
年
金
を
受
給

で
き
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
資
格

期
間
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
室
蘭
年
金
事
務
所

�

（
☎
㊿
１
０
０
５
）

　

市
は
、
市
内
小
・
中
学
校
、
高
等

学
校
、
中
等
教
育
学
校
に
通
う
ま
た

は
市
内
に
居
住
す
る
児
童
・
生
徒
が
、

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
大
会
の

う
ち
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
大
会

へ
出
場
す
る
場
合
、
交
通
費
や
宿
泊

費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※�

大
会
開
催
初
日
の
一
週
間
前
ま
で

に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒
に

ご
用
心

今
年
度
77
歳
に
な
る
方
へ

～
実
態
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
～

道
路
の
異
常
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

特
定
健
診
受
診
券
を

送
付
し
て
い
ま
す

年
金
受
給
資
格
期
間
が

短
縮
さ
れ
ま
す

児
童
生
徒
文
化
振
興
助
成
金

児
童
生
徒
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

地　区 収集期間 申込期間

新生町３・４丁目 ６月５日㈪～
６月１０日㈯　

５月２２日㈪～
６月２日㈮　

鷲別町１～３丁目 ６月１２日㈪～
６月１７日㈯　

５月２９日㈪～
６月９日㈮　

新生町１・２丁目 ６月１９日㈪～
６月２４日㈯　

６月５日㈪～
６月１６日㈮　

大和町、栄町 ６月２６日㈪～
７月１日㈯　

６月１２日㈪～
６月２３日㈮　
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



消費者被害に注意

抽
選
日
時　
５
月
28
日
㈰
10
時

場
所　
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

対�

象　
抽
選
日
に
会
場
に
来
る
こ
と

が
で
き
、
抽
選
日
か
ら
１
週
間
以

内
に
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
20

歳
以
上
の
方

品�

目　
テ
ー
ブ
ル
、
自
転
車
、
整
理

棚
な
ど

販�

売
価
格　
500
円
か
ら
（
自
転
車
な

ど
は
無
料
）

申�

し
込
み　
５
月
15
日
㈪
か
ら
26
日

㈮
ま
で
に
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出
（
１
人
１
点
）

問�

い
合
わ
せ　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

◦�

減
免
に
つ
い
て
…
胆
振
総
合
振
興

局
納
税
課
（
☎
㉔
９
５
８
５
）

み
焼
き
や
た
ば
こ
の
ポ
イ
捨
て
な
ど

は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

　

経
済
産
業
省
は
、
平
成
29
年
６
月

１
日
現
在
で
製
造
業
を
営
む
事
業
所

を
対
象
に
、
中
小
企
業
政
策
な
ど
の

基
礎
資
料
作
成
の
た
め
、
工
業
統
計

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
身
分

証
を
携
帯
し
た
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
の
秘
密
は
統
計

法
に
基
づ
き
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　

５
月
31
日
㈬
ま
で
『
林
野
火
災
予

防
強
調
期
間
』
で
す
。

　

春
は
、
レ
ジ
ャ
ー
や
山
菜
採
り
の

た
め
に
山
に
入
る
機
会
が
増
え
る
こ

と
か
ら
、
林
野
火
災
が
発
生
す
る
危

険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

火
気
の
取
り
扱
い
に
注
意
し
、
ご

　

市
と
防
災
協
定
を
結
ん
で
い
る
第

71
戦
車
連
隊
が
所
属
す
る
第
７
師
団

の
行
事
で
す
。

日
時　
６
月
３
日
㈯
８
時
～
15
時

場�

所　
陸
上
自
衛
隊
東
千
歳
駐
屯
地

（
千
歳
市
祝
梅
１
０
１
６
）

問�

い
合
わ
せ　
第
７
師
団
司
令
部
総

務
課
広
報
渉
外
班

�

（
☎
０
１
２
３
㉓
５
１
３
１
）

○
納
期
限
は
５
月
31
日
㈬
で
す

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
の
方
に
納
め
て
い
た
だ

く
道
税
で
す
。
納
税
通
知
書
を
５
月

８
日
㈪
に
送
付
し
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

通
知
書
が
届
か
な
い
場
合
は
、
札

幌
道
税
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○�

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
も
納
税
で

き
ま
す

　

５
月
31
日
㈬
ま
で
、
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
携
帯
電
話
な
ど

を
利
用
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

専
用
サ
イ
ト
で
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

に
よ
る
納
税
の
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

※�
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
納
税

で
は
、
納
税
証
明
書
は
発
行
さ
れ

ず
、
納
税
確
認
ま
で
10
日
程
度
か

か
る
た
め
、
納
税
後
す
ぐ
に
車
検

を
更
新
す
る
場
合
は
、
納
税
通
知

書
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

◦�

納
税
通
知
書
（
税
額
・
住
所
変
更

な
ど
）
に
つ
い
て
…
札
幌
道
税
事

務
所
自
動
車
税
部

�

（
☎
011

－

746

－

１
１
９
０
）

◦�

納
税
相
談
に
つ
い
て
…
胆
振
総
合

振
興
局
納
税
課
（
☎
㉔
９
５
８
４
）

再
生
展
示
品
を
販
売
し
ま
す

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

林
野
火
災
を
防
ぐ
た
め
に

陸
上
自
衛
隊
第
７
師
団

記
念
行
事

平
成
29
年
度
自
動
車
税
の

納
税
に
つ
い
て

問い合わせ　登別市消費生活センター
� （☎�３４９１）

　「お金が戻ってくるので、ＡＴＭへ行くように」と言われたら、詐欺です。
　平成28年度には室蘭市で被害が発生しており、登別市においても不審な電話が相次いでいます。
●�事例　市役所から「４年分の医療費の還付金がある」と電話があった。「手続きは今日中だが、
取引銀行はどこか」と聞かれたので答えると、銀行から電話をさせると言って切れた。
　　すぐに銀行から電話があり、家の近くのＡＴＭで待ち合わせることとなった。
　�　しかし、ＡＴＭへ行くと、「急用で行けない。これから電話で手続きを案内する」と言われ、
指示通りにＡＴＭを操作した。
　　その後、すぐに通帳を見るとお金が引き出されていた。
●ひとこと助言
◦�高齢者を狙った還付金詐欺のトラブルが後を絶ちません。市や金融機関の職員が還付金などの
受け取りのためにＡＴＭの操作を行うように連絡することは絶対にありません。
◦�「手続きは今日中」などとせかされても慌てず周囲に相談するなど、冷静に対処しましょう。
一度支払ったお金を取り戻すのは、極めて困難です。
◦�不審な電話があれば、すぐに登別市消費生活センターや室蘭警察署へご相談ください。
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募　
集

　

総
務
・
教
育
、
生
活
・
福
祉
、
観

光
・
経
済
の
各
委
員
会
の
う
ち
、
い

ず
れ
か
一
つ
の
委
員
会
の
サ
ポ
ー
タ

ー
と
し
て
登
録
し
、
委
員
会
の
求
め

に
応
じ
、
議
案
な
ど
の
審
査
や
調
査

の
た
め
に
参
考
意
見
を
い
た
だ
き
ま

す
。

申�

し
込
み　
５
月
12
日
㈮
ま
で
に
議

会
事
務
局
に
備
え
付
け
、
ま
た
は

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

持
参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
議
会
事
務
局
（
〒
059

－

８
７
０
１
中
央
町
６
丁
目
11
、

思
�
０
０
１
８
、
Ｅ
メ
ー
ル
：gi�

kai@
city.noboribetsu.lg.jp

）

に
提
出

※�

サ
ポ
ー
タ
ー
の
氏
名
は
、
市
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
議
会
だ
よ
り
で

公
開
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
議
会
事
務
局

�
（
☎
�
９
２
２
０
）

◦�

政
治
団
体
や
宗
教
団
体
、
暴
力
団

体
及
び
団
員
が
所
属
す
る
団
体
な

ど
特
定
の
主
義
や
思
想
を
持
た
な

い
団
体
で
あ
る
こ
と

◦�
自
主
的
に
介
護
予
防
に
取
り
組
む

意
欲
が
あ
る
こ
と

◦�

体
操
を
行
う
会
場
を
用
意
で
き
る

こ
と

◦�

市
か
ら
委
託
を
受
け
た
事
業
者
と

連
絡
調
整
が
で
き
る
方
が
い
る
こ

と
◦�

新
た
な
参
加
者
を
受
け
入
れ
て
い

る
団
体
で
あ
る
こ
と

応�

募
方
法　
５
月
１
日
㈪
か
ら
31
日

㈬
ま
で
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
、
ま
た
は
高
齢
・
介
護
グ
ル

ー
プ
や
各
支
所
、
市
民
会
館
、
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
若
草
つ
ど
い

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
い
る
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
高

齢
・
介
護
グ
ル
ー
プ
に
提
出

問
い
合
わ
せ　
高
齢
・
介
護
Ｇ

�

（
☎
�
５
７
２
０
）

募
集
期
日　
６
月
２
日
㈮

※�

展
示
期
間
中
に
応
募
い
た
だ
い
た

作
品
も
、
随
時
展
示
し
ま
す
。

出
品
条
件　

◦�

展
示
で
き
る
状
態
で
あ
る
こ
と

◦�

人
物
が
写
っ
て
い
る
写
真
は
、
被

写
体
の
方
の
承
諾
を
得
た
上
で
出

品
す
る
こ
と

◦�

１
人
５
作
品
ま
で
で
、
過
去
３
年

以
内
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
で
あ
る

こ
と

※�

撮
影
者
・
出
品
者
の
氏
名
や
作
品

タ
イ
ト
ル
の
表
示
の
有
無
、
写
真

の
サ
イ
ズ
は
自
由
で
す
。

問
い
合
わ
せ　
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

　

平
成
29
年
度
の
実
施
事
業
の
反
映

な
ど
に
よ
り
、
３
月
27
日
に
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
が
一
部
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
市
役
所
１
階

市
民
ロ
ビ
ー
や
各
支
所
、
市
立
図
書

館
、
市
立
図
書
館
ア
ー
ニ
ス
分
館
、

市
民
会
館
、
し
ん
た
21
、
市
民
活
動

セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
企
画
調
整
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
２
）

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
活
動
を
自
主

的
に
実
施
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
団
体
に
は
、
市

か
ら
委
託
を
受
け
た
事
業
者
が
活
動

す
る
場
所
に
伺
い
、
団
体
活
動
の
一

つ
に
、
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
よ
る
介
護
予
防
を
取
り
入
れ

る
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

募�

集
内
容
・
応
募
資
格　
次
の
項
目

を
満
た
す
50
団
体

◦�

構
成
人
数
が
５
人
以
上
で
、
か
つ

過
半
数
が
登
別
市
民
で
あ
る
こ
と

◦�

構
成
人
数
の
過
半
数
が
65
歳
以
上

で
あ
る
こ
と

　

郷
土
資
料
館
敷
地
内
の
桜
を
撮
影

し
た
写
真
展
を
開
催
す
る
た
め
、
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

展�
示
期
間　
５
月
13
日
㈯
～
６
月
11

日
㈰

議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
の
募
集

『
西
い
ぶ
り
定
住
自
立
圏

共
生
ビ
ジ
ョ
ン
』
が
一
部

変
更
さ
れ
ま
し
た

地
域
で
の
介
護
予
防
活
動
を

応
援
し
ま
す

『
さ
く
ら
写
真
展
２
０
１
７
』

の
開
催
・
作
品
募
集

平成29年度登別市デンマーク友好都市
中学生派遣交流事業の派遣生徒と　　
市民サポーターを募集します　　　　
　この事業は、日本と異なる生活
や文化の体験を通して、生徒の人
間性を豊かにするとともに、友好
都市との交流を深めることを目的
に実施します。
▶派遣期間　８月12日㈯～19日㈯
▶�派遣都市　デンマーク王国ファボー・ミッド
フュン市

▶�募集人数　中学生８人、北海道登別明日中等教
育学校前期課程の生徒１人、市民サポーター１
人

※�生徒の応募が２人以下の場合は実施しません。
◎派遣生徒
◦�参加費用　11万5,740円（派遣人数やその他の
要因で金額が変わることがあります）

◦�申込書　各中学校で生徒に配布しているほか、
市ホームページに掲載

◎市民サポーター
◦�対象　事前・事後の研修や市主催の報告会に参
加することができ、派遣生徒や引率者（市職員
と中学校英語教諭）の関係者でない市内居住の
20歳以上の方

◦�参加費用　25万円程度
◦�申込書　市役所１階総合案内と企画調整グルー
プに備え付けているほか、市ホームページに掲
載

▶�申込方法　申込書に必要事項を記入し、５月12
日㈮までに企画調整グループに持参または郵送
（〒059－8701中央町６丁目11、消印有効）

▶問い合わせ　企画調整グループ（☎�１１２２）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日�

時　
６
月
26
日
㈪
～
７
月
14
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）
18
時
～

　

登
別
と
き
め
き
大
学
は
、
年
８
回

程
度
の
基
礎
コ
ー
ス
と
市
内
で
開
催

さ
れ
る
講
演
会
な
ど
に
つ
い
て
情
報

提
供
す
る
連
携
コ
ー
ス
で
構
成
さ
れ

る
市
民
大
学
で
す
。

申�

し
込
み　
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ

ー
や
各
支
所
、
市
民
会
館
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
持
参
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
（
思
�
９
７

４
４
）
に
提
出

※�

コ
ー
ス
の
内
容
や
受
講
料
な
ど
、

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

作
品
テ
ー
マ　

◦�

標
語　
男
女
共
同
参
画
社
会
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
も
の

◦�

習
字　
『
女
』
、
『
男
』
（
小
学

４
年
生
）
、
『
成
長
』
（
小
学
５

年
生
）
、
『
思
い
や
り
』
、
『
温

か
い
心
』
（
小
学
６
年
生
）
、

『
男
女
平
等
』
、
『
男
女
共
同
』
、

『
参
画
社
会
』
、
『
共
同
参
画
』

（
中
学
生
以
上
）
の
い
ず
れ
か

◦�
ポ
ス
タ
ー　
男
女
が
個
人
の
能
力

で
均
等
に
社
会
に
参
画
し
て
い
る

様
子
を
描
い
た
も
の

※�

用
紙
の
大
き
さ
は
自
由
（
応
募
は

１
人
１
点
）
。

応�

募
方
法　
作
品
に
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
勤
務
先
ま
た

は
学
校
名
（
学
年
）
、
題
名
（
ポ

ス
タ
ー
の
み
）
を
添
え
て
市
民
サ

ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
（
〒
059

－

８
７

０
１
中
央
町
６
丁
目
11
）
に
郵
送

ま
た
は
持
参

※�

小
・
中
学
生
は
学
校
に
提
出
。

※
作
品
は
返
却
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　
市
民
サ
ー
ビ
ス
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
３
９
）

20
時

場�

所　
北
海
道
立
室
蘭
高
等
技
術
専

門
学
院
（
室
蘭
市
み
ゆ
き
町
２
丁

目
９

－

５
）

対�

象　
業
務
上
で
エ
ク
セ
ル
の
基
本

的
な
ス
キ
ル
が
必
要
な
方

内�

容　
パ
ソ
コ
ン
入
門
（
エ
ク
セ
ル

基
礎
）

定
員　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　
約
２
千
円
（
教
材
費
実
費
）

申�

し
込
み　
５
月
29
日
㈪
か
ら
６
月

12
日
㈪
ま
で
に
同
学
院

�

（
☎
㊹
７
８
２
０
）

　

６
月
23
日
㈮
か
ら
29
日
㈭
ま
で
の

『
男
女
共
同
参
画
週
間
』
に
向
け
て
、

男
女
共
同
参
画
社
会
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
市
民

会
館
で
展
示
し
ま
す
。

募
集
期
間　
５
月
８
日
㈪
～
26
日
㈮

展
示
期
間　
６
月
23
日
㈮
～
29
日
㈭

対
象　
小
学
４
年
生
以
上
の
方

能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー

平
成
29
年
度
登
別
と
き
め
き

大
学
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
社
会
に

向
け
た
作
品
を
募
集
し
ま
す

働く皆さんをサポートします
～登別市勤労者特別融資制度～

『トランスイート四
し

季
き

島
しま

』
へのおもてなし

◎教育資金　年1.94％（固定金利・保証料率別途）
　高校・大学への入学金や授業料をはじめ、教材費や下
宿代などに利用できます。
※�保証料率は、北海道労働金庫会員の方は0.6％、一般
勤労者の方は1.2％
　融資限度額　300万円

◎生活資金　年2.28％（固定金利・保証料率別途）
　引越費用・介護費用などの大きな出費や、生活の安定
に必要な費用に幅広く利用できます。
※�保証料率は、北海道労働金庫会員の方は0.6％、一般
勤労者の方は1.2％
　融資限度額　100万円

●融資の対象となる方
◦�登別市内に居住し、同一事業所に１年以上勤務してい
る方（自営業者を除く）
◦�安定した収入があり、前年の収入が150万円以上の方
◦�最終返済年齢が75歳以下となる方
●返済期間　１０年以内
　※�教育資金は、在学期間中（最長で４年間）に限り返
済を据え置くことができます。

●返済方法　元利均等返済方式（ボーナス返済併用可）
●�申込金融機関　北海道労働金庫室蘭東支店（☎㊺３６
１１）、室蘭支店（☎㉒１９７５）
※審査の結果、ご希望に添えない場合があります。
●問い合わせ　商工労政グループ（☎�２１７１）

　日本の四季の移ろいを楽しむクルー
ズトレイン『トランスイート四季島』
が５月から運行開始します。ＪＲ上野
駅を出発し、本州を一路北上、毎週火
曜日の16時10分ごろにＪＲ登別駅に到
着するので、おもてなしの気持ちを込
めて、沿線で手を振りませんか。
※運行のない週もあります。

問い合わせ　観光振興グループ
� （☎�５３０１）

※�線路や踏切内に立ち入ること
のないようにし、周囲の安全
に十分ご注意ください。
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問
い
合
わ
せ
　
商
工
労
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
２
１
７
１
）

登
別
市
中
小
企
業
特
別
融
資
制
度

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
を
し

て
い
る
方
で
、
資
格
取
得
や
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

◦�

医
療
ビ
ジ
ネ
ス
科　

期
間　
５
月
24
日
㈬
～
（
３
カ
月
間
）

場�

所　
三
幸
カ
レ
ッ
ジ
室
蘭
校
（
室

蘭
市
中
島
町
１
丁
目
23

－

10
）

募
集
締
め
切
り　
５
月
８
日
㈪
ま
で

◦�

介
護
福
祉
マ
ス
タ
ー
科　

期
間　
５
月
30
日
㈫
～
（
４
カ
月
間
）

場�

所　
三
幸
カ
レ
ッ
ジ
室
蘭
校
（
室

蘭
市
中
島
町
１
丁
目
23

－

10
）

募
集
締
め
切
り　
５
月
10
日
㈬
ま
で

◦�

医
療
介
護
事
務
科　

期
間　
６
月
22
日
㈭
～
（
３
カ
月
間
）

場�

所　
登
別
職
業
訓
練
協
会
（
青
葉

町
42

－

13
）

募
集
締
め
切
り　
６
月
２
日
㈮
ま
で

定
員　
各
20
人

※�

願
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
室
蘭

（
☎
㉒
８
６
８
９
）
、
北
海
道
立

室
蘭
高
等
技
術
専
門
学
院
（
☎
㊹

７
８
２
０
）

事
業
所
開
設
資
金

　

市
内
で
新
た
に
事
業
所
を
設
け
よ
う
と

す
る
事
業
者
を
対
象
と
し
た
資
金
で
す
。

▼
融
資
対
象　

・�

市
内
で
新
た
に
事
業
所
を
設
け
よ
う
と

す
る
中
小
企
業
者
で
、
登
別
商
工
会
議

所
中
小
企
業
相
談
所
の
経
営
診
断
を
受

け
、
事
業
所
開
設
資
金
の
融
資
が
適
当

と
認
め
ら
れ
た
中
小
企
業
者

▼
使
途
…
限
度
額
、
融
資
期
間

・�

運
転
資
金
…
500
万
円
、
６
年
以
内
（
据

置
期
間
１
年
）

・�

設
備
資
金
…
２
千
万
円
、
12
年
以
内

（
据
置
期
間
２
年
）

▼
利
率
（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

・�
融
資
期
間
が
３
年
以
内
の
場
合
は
年
1.6

㌫
、
３
年
を
超
え
る
場
合
は
年
2.0
㌫

一
般
事
業
資
金　

　

市
内
事
業
者
や
市
内
に
居
住
し
て
い
る

方
を
対
象
に
、
企
業
の
経
常
的
な
事
業
活

動
に
幅
広
く
利
用
で
き
る
資
金
で
す
。

▼
融
資
対
象　

・�

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の
、
ま
た

は
市
内
に
住
居
を
有
し
室
蘭
市
・
伊
達

市
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の
で
、
中
小

企
業
基
本
法
第
２
条
第
１
項
に
規
定
す

る
中
小
企
業
者

▼
使
途
…
限
度
額
、
融
資
期
間

・�

運
転
資
金
…
１
千
万
円
、
５
年
以
内

・�

設
備
資
金
…
２
千
万
円
、
12
年
以
内

（
据
置
期
間
１
年
）

▼
利
率
（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

・�

融
資
期
間
が
３
年
以
内
の
場
合
は
年
1.6

㌫
、
３
年
を
超
え
る
場
合
は
年
2.0
㌫

団
体
事
業
資
金

　

市
内
の
各
種
組
合
を
対
象
に
、
幅
広
い

用
途
に
利
用
で
き
る
資
金
で
す
。

▼
融
資
対
象　

・�

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
、
中
小
企
業

団
体
の
組
織
に
関
す
る
法
律
第
３
条
第

１
項
ま
た
は
商
店
街
振
興
組
合
法
に
規

定
す
る
団
体

▼
使
途
…
限
度
額
、
融
資
期
間

・�

運
転
資
金
…
２
千
万
円
、
５
年
以
内

・�

設
備
資
金
…
３
千
万
円
、
10
年
以
内

▼
利
率
（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

・�

融
資
期
間
が
３
年
以
内
の
場
合
は
年
1.6

㌫
、
３
年
を
超
え
る
場
合
は
年
2.0
㌫

小
口
事
業
資
金　

　

小
規
模
企
業
者
を
対
象
と
し
た
北
海
道

信
用
保
証
協
会
の
保
証
付
き
の
資
金
で
す
。

▼
融
資
対
象

・�
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の
、
ま
た

は
市
内
に
住
居
を
有
し
室
蘭
市
・
伊
達

市
に
事
業
所
を
有
す
る
も
の
で
、
中
小

企
業
信
用
保
険
法
第
２
条
第
３
項
に
規

定
す
る
小
規
模
企
業
者

▼
使
途
…
限
度
額
、
融
資
期
間

・�

事
業
資
金
…
500
万
円
、
７
年
以
内

▼
利
率
（
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
）

・�

融
資
期
間
が
５
年
以
内
の
場
合
は
年
1.0

㌫
、
５
年
を
超
え
る
場
合
は
年
1.2
㌫

そ
の
他
の
融
資　

　

こ
の
ほ
か
、
店
舗
や
工
場
な
ど
の
建
て

替
え
や
機
械
、
装
置
の
購
入
を
行
う
事
業

者
を
対
象
と
し
た
『
小
規
模
商
工
業
近
代

化
資
金
』
、
既
存
の
事
業
と
は
異
な
る
分

野
へ
の
進
出
や
新
製
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
考
え
る
事
業
者
が
利
用
で
き
る

『
新
分
野
進
出
支
援
資
金
』
が
あ
り
ま
す
。

　

各
融
資
制
度
の
対
象
、
法
律
の
規
定
な

ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

金
融
機
関
の
ご
案
内　

　

融
資
制
度
の
ご
利
用
に
は
、
金
融
機
関

の
審
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
ま
ず

は
取
扱
金
融
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

職
業
訓
練
生
募
集

◦�
一
般
曹
候
補
生　

月�

日　
５
月
27
日
㈯
（
第
１
次
試
験
）

対
象　
18
歳
か
ら
26
歳
ま
で
の
方

申
込
期
限　
５
月
12
日
㈮

採
用
時
期　
平
成
30
年
３
月

◦�

男
子
自
衛
官
候
補
生

月�

日　
６
月
９
日
㈮
か
ら
11
日
㈰
ま

で
の
い
ず
れ
か
一
日

対
象　
18
歳
か
ら
26
歳
ま
で
の
男
性

申
込
期
限　
６
月
６
日
㈫

採
用
時
期　
８
・
９
月

○
試
験
対
策
説
明
会

日�

時　
５
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
10
時

か
ら
17
時
ま
で
の
間
随
時

場�

所　
室
蘭
地
域
事
務
所
（
室
蘭
市

東
町
２
丁
目
21

－

12
石
井
ビ
ル
１

階
）

問�

い
合
わ
せ　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

�

（
☎
㊹
９
５
３
３
）

自
衛
官
採
用
試
験

貸
付
期
間　
５
月
初
旬
～
10
月
末

場
所　
札
内
町
204

－

１

開
設
者　
中
村
み
つ
の
さ
ん

募�

集
区
画　
58
区
画
（
１
区
画
の
面

積
は
49
平
方
㍍
）

利
用
料
金　
１
区
画
に
つ
き
６
千
円

申�

し
込
み　
中
村
さ
ん
（
☎
�
４
５

８
９
、
☎
090

－

９
７
５
８

－

４
５

１
１
）

市
民
農
園
の
利
用
者
募
集

　
市
は
、
中
小
企
業
の
円
滑
な
資
金
繰
り
を
支
援
す
る
た
め
、
金
融
機
関
を
通
じ

て
低
金
利
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※�

他
市
の
融
資
制
度
を
利
用
し
て
い
な
い
こ
と
、
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
、

取
引
停
止
処
分
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
な
ど
が
要
件
と
な
り
ま
す
。

取扱金融機関
金融機関名 支店名 代表連絡先

室蘭信用金庫
市内各支店、
高砂支店、工
大前支店

幌別支店
（☎�2211）

北海道銀行 登別支店、室
蘭支店

登別支店
（☎�2621）

伊達信用金庫 わしべつ支店 わしべつ支店
（☎�5711）

北洋銀行
登別支店、中
島町支店、室
蘭中央支店

登別支店
（☎�0700）
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



平成３０年度採用　登別市職員を募集します
●採用職種・採用予定人数・受験資格
職種 採用予定人数 試験区分 要　　　　　件

事　　　務 １５人程度 大学卒業
程　　度 大学を卒業または卒業見込みで、平成３年４月２日以降に生まれた方

事　　　務
（情報処理） ３人程度

大学卒業
程　　度 大学を卒業または卒業見込みで、平成３年４月２日以降に生まれた方

短大卒業
程　　度

短大もしくは同程度の専門学校を卒業し、平成３年４月２日以降に生ま
れた方（卒業見込みの方は、応募できません。）

高校卒業
程　　度

高校を卒業し、平成３年４月２日以降に生まれた方（卒業見込みの方は、
応募できません。）

技　　　術
（ 土 木 ）５人程度

大学卒業
程　　度 大学を卒業または卒業見込みで、昭和62年４月２日以降に生まれた方

技　　　術
（ 建 築 ）５人程度

建築士法による一級建築士または二級建築士資格を有しているまたは平
成29年度中に取得見込みで、昭和62年４月２日以降に生まれた方

保　健　師 ５人程度 保健師助産師看護師法による保健師免許を有しているまたは平成29年度
中に取得見込みで、昭和62年４月２日以降に生まれた方

社会福祉士 ３人程度 社会福祉士及び介護福祉士法による社会福祉士資格を有しているまたは
平成29年度中に取得見込みで、平成３年４月２日以降に生まれた方

●試験日時・場所
区　分 日　時 場　　所

第１次試験
７月２日㈰
10時20分か
ら　　　　

産業振興センター
（札幌市白石区東札幌５条
１丁目１－１）

第２次試験 ７月２3日㈰
（予定） 登別市役所

●申込方法
受付期限 ６月16日㈮まで

提出方法
市職員採用試験ホームページ（htt�
p://www3.city.noboribetsu.lg.jp�
/jinji/）内の応募フォームに必要事
項を入力し送信してください

●試験の方法
区　分 試　　験　　科　　目

第１次試験 一般教養、作文、適性検査

第２次試験 面接試験、口述試験（事務（情報処理）
・土木・建築のみ）

※�市は、障がいのある方の雇用促進に努めています。
　�ただし、受験できる方は、活字印刷文による試験
に対応できる方で、介助者なしで職務の遂行が可
能な方とします。

※�詳しい受験資格については、採用試験ホームペー
ジなどでご確認ください。

任用期間　６月１日～平成30年３月31日
試験日時　５月24日㈬
試験場所　登別市役所
試験方法　面接試験
申�込方法　５月17日㈬までに人事・行政
管理グループと各支所に備え付け、ま
たは市ホームページに掲載している申
込書に必要事項を記入し、人事・行政
管理グループに持参してください。

登別市嘱託員を募集します 募集人数・勤務条件など
募集人数 ２人
勤 務 地 登別市役所　保健福祉部国民健康保険グループ
業務内容 国民健康保険税などの徴収業務

勤務条件

【一日の勤務時間】
①９時～16時
②11時～17時
③10時45分～17時30分
※�１週間のうち、①が２回、②が２回、③が１
回。
【休日】土・日曜日、祝日など
【給与月額】13万600円
【諸手当】
通勤手当、時間外手当、勤勉手当など
【社会保険等】健康保険、厚生年金、雇用保険

応募要件
（性別不問）

【年齢】昭和28年４月２日から昭和57年４月１
日までに生まれた方
【資格など】普通運転免許を有し、２年以上運
転経験のある方

問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎�１１３２）
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相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 ６月17日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員：６人（申し込み順）

６月９日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

５月27日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約など、
官公署に提出する書類
定員：10人（申し込み順）

５月26日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
随時
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

特設人権・
困りごと相談所

６月１日㈭
９時30分～12時30分

イオン登別店
２階ギャラリー
（若山町）

人権問題や夫婦・不動産・金
銭・雇用・いじめの問題など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

障がいのある方の
就労相談窓口

５月18日㈭
14時～17時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

５月11日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

夜間・土曜
納税相談窓口

５月18日㈭・19日㈮
17時30分～20時
５月20日㈯
９時～17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎�１１５５）

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）
土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

連合登別事務所
（中央町６丁目20－５）解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

５月16日㈫・31日㈬
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）
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いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）

日時 診療所・住所・電話
５月３日㈬
９時～11時

愛歯科� （☎�１１８１）
登別市中央町２丁目12－12

５月４日㈭
９時～11時

なかむら歯科医院
� （☎０１４２㉓２８２２）
伊達市長和町467－１

５月５日㈮
９時～11時

林歯科医院� （☎㊻２２２４）
室蘭市高砂町１丁目51－18

５月７日㈰
９時～11時

宇賀歯科医院�（☎㉒６９８９）
室蘭市中央町２丁目９－10

５月14日㈰
９時～11時

水野歯科医院�（☎㊹４５００）
室蘭市東町２丁目19－14

５月21日㈰
９時～11時

八丁平歯科医院�（☎㊻１１８２）
室蘭市八丁平２丁目27－16

５月28日㈰
９時～11時

サイトウ歯科医院�（☎㊸６６８６）
室蘭市日の出町２丁目16－11

５月の歯科救急医療公
民
館

◦�

５
月
17
日
㈬
10
時
～
12
時
…
若
草

児
童
ク
ラ
ブ
（
若
草
小
学
校
内
）

◦�

５
月
24
日
㈬
10
時
～
12
時
…
で
あ

え
ー
る
は
ま
な
す
団
地
集
会
所

※�

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
は
、
昼
食

の
持
ち
込
み
が
可
能
で
す
。

対�

象　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容　
遊
具
を
使
っ
た
自
由
遊
び
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

持�

ち
物　
飲
み
物
（
水
ま
た
は
お
茶

　

着
替
え
、
上
靴

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※�
で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
団
地
集
会

所
に
車
で
お
越
し
の
場
合
は
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

）、

日
時
・
場
所　

◦�

５
月
１
日
㈪
・
６
月
５
日
㈪
10
時

～
15
時
…
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

◦�

５
月
10
日
㈬
10
時
～
12
時
…
鷲
別

）、

日
時　
５
月
13
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容　
体
操
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

手
遊
び

持�

ち
物　
飲
み
物
（
水
ま
た
は
お
茶

　

着
替
え

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
・
場
所　

◦�

５
月
11
日
㈭
…
鷲
別
保
育
所
、
富

士
保
育
所

◦�

５
月
16
日
㈫
…
登
別
保
育
所

◦�

５
月
18
日
㈭
…
栄
町
保
育
所
、
幌

別
東
保
育
所

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
45
分
か
ら

11
時
ま
で
。

対�

象　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

持�
ち
物　
上
靴
（
子
ど
も
・
保
護
者
）

※�
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

内�

容　
手
遊
び
や
運
動
遊
び
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
な
ど

定
員　
各
10
組
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み　
５
月
29
日
㈪
か
ら
６
月

２
日
㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

問�

い
合
わ
せ　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

日
時
・
対
象　

◦�

１
歳
児
グ
ル
ー
プ　
６
月
27
日
か

ら
７
月
25
日
ま
で
の
毎
週
火
曜
日

10
時
～
12
時
（
全
５
回
）
…
１
歳

６
カ
月
か
ら
２
歳
５
カ
月
ま
で
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

◦�

２
歳
児
グ
ル
ー
プ　
６
月
29
日
か

ら
７
月
27
日
ま
で
の
毎
週
木
曜
日

10
時
～
12
時
（
全
５
回
）
…
２
歳

６
カ
月
か
ら
３
歳
５
カ
月
ま
で
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

場
所　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

日�

時　
６
月
６
日
㈫
９
時
30
分
～
13

時
場
所　
だ
ん
パ
ラ
公
園
（
室
蘭
市
）

対�

象　
１
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

定
員　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　
１
人
77
円
（
保
険
料
）

持�

ち
物　
昼
食
、
飲
み
物
、
動
き
や

す
い
服
装
、
着
替
え

申�

し
込
み　
５
月
８
日
㈪
か
ら
12
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

場
所　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象　
生
後
９
カ
月
か
ら
１
歳
２
カ

月
ま
で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内
容　
手
遊
び
、
ふ
れ
あ
い
遊
び

持�
ち
物　
飲
み
物
（
水
ま
た
は
お
茶

　

着
替
え
な
ど

※�
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

）、

日�

時　
５
月
25
日
㈭
14
時
～
15
時
30

分

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

保
育
所
に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か

あ
そ
び
の
広
場

１
歳
児
・
２
歳
児
グ
ル
ー
プ

公
園
で
あ
そ
ぼ
う

～
親
子
バ
ス
遠
足
～

あ
そ
び
の
広
場
０
歳
児

よ
ち
よ
ち
コ
ー
ス

～
マ
マ
１
年
生
の
応
援
団
～

すくすく子育て　いきいき健康25

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



定
員　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴

（
長
靴
）
、
帽
子
、
飲
み
物
、
お

や
つ
、
着
替
え
な
ど

※�

天
気
が
良
い
と
き
は
、
外
で
昼
食

を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申�

し
込
み　
５
月
25
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

着
替
え
、
飲
み
物
、
帽
子
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自

然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら

ぶ
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６

５
）

場
所　
し
ん
た
21

対�

象　
１
歳
か
ら
１
歳
６
カ
月
ま
で

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
で
、
初

め
て
参
加
さ
れ
る
方

内�

容　
歯
の
お
話
、
歯
科
検
診
、
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
無
料
フ
ッ
素

塗
布
（
希
望
者
）

担�

当
歯
科
医
師　
三
国
フ
ァ
ミ
リ
ー

歯
科
・
三み

国く
に

一い
ち

郎ろ
う

さ
ん

定
員　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物　
子
ど
も
の
歯
ブ
ラ
シ
、
母

子
健
康
手
帳

問�

い
合
わ
せ　
６
月
２
日
㈮
ま
で
に

健
康
推
進
Ｇ
（
し
ん
た
21
内
・
☎

�
０
１
０
０
）

日
時　
５
月
16
日
㈫
11
時
～
12
時

集�

合
場
所　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め

だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対
象　
親
子

内�

容　
お
花
見
ピ
ク
ニ
ッ
ク
（
雨
天

時
は
お
花
に
ち
な
ん
だ
工
作
）

持�

ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
、

日
時　
６
月
７
日
㈬
10
時
～
12
時

日
時　
５
月
26
日
㈮
10
時
～
12
時

集�

合
場
所　
潮
見
公
園
駐
車
場
（
室

蘭
市
東
町
３
丁
目
）

対�

象　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容　
海
へ
お
散
歩

日�

時　
５
月
13
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
集�

合
場
所　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め

だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対
象　
親
子

内�

容　
亀
田
記
念
公
園
内
で
春
を
楽

し
み
な
が
ら
お
散
歩

定
員　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　
１
人
100
円

持�

ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
汚
れ

て
も
い
い
靴
、
防
寒
着
、
飲
み
物
、

着
替
え
、
ス
プ
ー
ン
、
カ
ッ
プ
な

ど
申�

し
込
み　
５
月
12
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時　
５
月
19
日
㈮
10
時
～
12
時

場�

所　
亀
田
記
念
公
園
（
か
め
だ
わ

ん
パ
ー
ク
）

対�

象　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
指
導
者

内�

容　
遊
ぶ
こ
と
の
大
事
さ
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
な
が
ら
、
遊
ぶ
環

境
に
潜
む
危
険
を
知
り
、
リ
ス
ク

管
理
に
つ
い
て
学
ぶ

定
員　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
と
靴

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み　
５
月
18
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

１

８
９
０

－

０
８
６
５
）

日�

時　
毎
月
第
２
月
曜
日
、
第
４
金

曜
日
10
時
～
12
時
（
祝
日
を
除
く
）

場�

所　
で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
１
階

集
会
室

対�

象　
０
歳
か
ら
３
歳
ま
で
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

内�

容　
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
な
ど
で
自
由

遊
び
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
工

作
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
登
別
市
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
�
０
８
６
０
）

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

親
子
む
し
歯
予
防
教
室

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

ふ
れ
あ
い
子
育
て
サ
ロ
ン

　
　
　
　
　
　
『
と
～
ま
す
』

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所
４～５カ月児健康診査
（平成29年１月１日～
１月26日生まれ）

６月１日㈭
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
２１

10カ月児健康相談
（平成28年８月１日～
９月２日生まれ）

６月15日㈭
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成27年11月生まれ）

６月28日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成26年５月生まれ）

６月８日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

６月22日㈭
９時20分～10時30分

発育・発達・育児・栄
養などの相談

乳幼児健康相談� 診査
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



健
　康

い
き
い
き

『
は
ぁ
と
』

対�

象　
が
ん
と
診
断
さ
れ
た
患
者
と

そ
の
家
族

内�

容　
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
、
患
者
同

士
の
語
り
合
い

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
同
病
院
・
が
ん
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
㊼
４
３
３
７
）

知
し
ま
す
。

対�

象　
国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い

る
40
歳
以
上
の
方

※�

平
成
29
年
度
内
に
特
定
健
診
・
健

康
診
査
、
短
期
人
間
ド
ッ
ク
、
脳

ド
ッ
ク
と
の
重
複
受
診
は
で
き
ま

せ
ん
。

検
査
項
目　

◦�

必
須
項
目　
身
体
・
血
圧
・
視
力
・

聴
力
測
定
、
尿
・
血
液
（
血
糖
、

脂
質
、
肝
・
腎
機
能
、
貧
血
）
検

査
、
心
電
図
、
眼
底
、
大
腸
が
ん

検
診
（
便
潜
血
）
、
肺
が
ん
検
診

◦�

選
択
項
目　
胃
が
ん
検
診
（
バ
リ

ウ
ム
）
、
前
立
腺
が
ん
検
診
（
50

歳
以
上
の
男
性
で
治
療
中
で
な
い

方
）

定�

員　
①
は
30
人
、
②
・
③
は
各
60

人
（
申
し
込
み
順
）

検�
査
料
金　
１
千
円
（
選
択
項
目
は

無
料
）

※�

保
険
税
（
料
）
に
滞
納
が
あ
る
方

は
検
査
料
金
が
異
な
り
ま
す
。

持�

ち
物　
特
定
健
診
ま
た
は
健
康
診

査
の
受
診
券

申�

し
込
み　
①
は
５
月
17
日
㈬
か
ら

６
月
９
日
㈮
ま
で
、
②
・
③
は
５

月
17
日
㈬
か
ら
６
月
16
㈮
ま
で
に
、

国
民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
�
１
７
７

１
）
ま
た
は
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

（
☎
�
２
１
３
７
）

日
時　
５
月
16
日
㈫
13
時
か
ら
15
時

場�

所　
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
が
ん
診

療
セ
ン
タ
ー
２
階
患
者
図
書
室

月
日
・
場
所　

①
７
月
２
日
㈰
・
市
民
会
館

②
７
月
８
日
㈯
・
市
民
会
館

③
７
月
９
日
㈰
・
鷲
別
公
民
館

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
か
ら
で
、

対
象
者
と
な
る
方
に
は
個
別
に
通

　

市
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
や
発
達

に
心
配
の
あ
る
方
の
情
報
を
、
保
健

や
福
祉
、
医
療
、
教
育
、
就
労
な
ど

の
関
係
機
関
が
共
有
し
、
地
域
の
中

で
一
貫
し
た
継
続
的
な
支
援
が
で
き

る
よ
う
、
個
別
支
援
フ
ァ
イ
ル
『
ふ

く
は
う
ち
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

「
い
つ
・
ど
の
機
関
か
ら
・
ど
の

よ
う
な
」
支
援
を
受
け
た
の
か
を
、

保
護
者
や
本
人
が
『
ふ
く
は
う
ち
』

に
記
録
し
保
管
す
る
こ
と
で
、
各
機

関
へ
本
人
の
状
況
を
よ
り
正
確
に
伝

え
る
こ
と
が
で
き
、
適
切
な
支
援
に

つ
な
が
り
ま
す
。

※�

『
ふ
く
は
う
ち
』
は
、
障
が
い
福

祉
グ
ル
ー
プ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
障
が
い
福
祉
Ｇ

�

（
☎
�
３
７
３
２
）

日�
時　
５
月
18
日
㈭
15
時
（
開
場
14

時
30
分
）

場�

所　
製
鉄
記
念
室
蘭
病
院
が
ん
診

療
セ
ン
タ
ー
３
階
大
講
堂

内
容　
大
腸
が
ん
の
外
科
的
治
療

講�

師　
同
病
院
副
院
長　

外
科
・
消

化
器
外
科　

仙せ
ん

丸ま
る

直な
お

人と

さ
ん

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
同
病
院
事
務
部
経
営

企
画
課
（
☎
㊼
４
４
０
４
）

第
32
回
が
ん
サ
ロ
ン
は
ぁ
と

千
円
ド
ッ
ク
を

受
診
し
ま
せ
ん
か

支
援
フ
ァ
イ
ル
『
ふ
く
は
う
ち
』

を
作
成
し
ま
し
た

第
38
回

市
民
公
開
が
ん
セ
ミ
ナ
ー

申し込み　国民健康保険グループ（☎�１７７１）、年金・長寿医療グループ（☎�２１３７）

脳ドックを受診しませんか
実施機関 ①Ｊ

ジ ェ イ コ ー

ＣＨＯ登別病院 ②日鋼記念病院 ③大川原脳神経外科病院

対　　象

国民健康保険に４月１日から継続して加入している20歳以上の方または後期高齢者医療制度に
加入している方で、保険税（料）を滞納していない方
※�脳外科で治療・経過観察中の方、前年度に脳ドックを受診した方などは受診できません。詳
しくは問い合わせください。

検査項目 頭部ＭＲＩ、頭部・頸部ＭＲＡ、心電図検査、特定健診・健康診査（③のみ頸部超音波検査、
貧血検査、視力・聴力検査、胸部Ｘ線検査）

料　　金 7,000円 11,000円

申込期間 ５月９日㈫～平成30年２月28日㈬
※定員になり次第締め切ります。

５月９日㈫～31日㈬
※定員超過のときは抽選。

※平成29年度内で短期人間ドック、千円ドック、特定健診・健康診査との重複受診はできません。
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日
時　
６
月
４
日
㈰
10
時
～
16
時

場
所　
室
蘭
市
市
民
会
館

内�

容　
８ハ

チ

０マ
ル

２ニ
イ

０マ
ル

コ
ン
テ
ス
ト
、
歯

の
健
康
教
室
、
図
画
・
ポ
ス
タ
ー

の
展
示
、
歯
科
相
談
、
矯
正
歯
科

日
時
・
場
所　

◦�

５
月
９
日
㈫
９
時
30
分
～
12
時
・

三
愛
病
院
玄
関
前
１
階
ホ
ー
ル

◦�

５
月
10
日
㈬
10
時
30
分
～
14
時
・

ア
ー
ニ
ス
１
階

内�

容　
健
康
相
談
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、

栄
養
相
談
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
体
験
、
手
洗

い
チ
ェ
ッ
カ
ー
、
医
療
福
祉
相
談

な
ど

問
い
合
わ
せ　
同
病
院

�

（
☎
�
１
１
１
１
）

日
時　
５
月
13
日
㈯
11
時
～
12
時

場
所　
ア
ー
ニ
ス
１
階

内�

容　
訪
問
看
護
師
に
関
す
る
疑
問

　

北
海
道
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
健

康
問
題
を
抱
え
た
本
人
や
家
族
、
関

係
者
が
精
神
科
医
な
ど
に
相
談
す
る

こ
と
に
よ
り
、
適
切
な
助
言
そ
の
他

の
支
援
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

心
の
健
康
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
時　
６
月
13
日
㈫
13
時
～

場
所　
室
蘭
保
健
所
相
談
室

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申�
し
込
み　
６
月
８
日
㈭
ま
で
に
室

蘭
保
健
所
（
☎
㉔
９
８
４
６
）

日�

時
・
場
所　
５
月
11
日
㈭
10
時
～

12
時
・
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
し
が
イ

ー
ス
ト
店
（
美
園
町
１
丁
目
）

内�

容　
心
の
健
康
相
談
、
困
り
ご
と

相
談
、
血
圧
測
定
な
ど

問
い
合
わ
せ　
同
病
院

�

（
☎
�
２
２
０
０
）

日�

時　
５
月
17
日
㈬
10
時
30
分
～
12

時
30
分

場�

所　
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
３
号
棟

２
階
調
理
実
習
室

内�

容　
病
院
の
レ
シ
ピ
で
作
る
ヘ
ル

シ
ー
カ
レ
ー
ラ
イ
ス

参
加
料　
800
円

申�

し
込
み　
５
月
９
日
㈫
12
時
ま
で

に
同
病
院
栄
養
管
理
室

�

（
☎
�
３
２
３
５
）

相
談
、
口
腔
清
掃
指
導
、
歯
ブ
ラ

シ
ソ
ム
リ
エ
、
歯
科
技
工
物
展
示
、

栄
養
相
談
、
歯
周
病
と
糖
尿
病
に

つ
い
て
の
パ
ネ
ル
展
、
口
腔
ケ
ア

グ
ッ
ズ
展
示
、
フ
ッ
化
物
塗
布
な

ど
問
い
合
わ
せ　
室
蘭
歯
科
医
師
会

�

（
☎
㊸
３
５
２
２
）

に
つ
い
て

講�

師　
登
別
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
・
南み

な
み

の
ぞ
み
さ
ん

問�

い
合
わ
せ　
み
な
が
わ
往
診
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
☎
�
５
９
６
２
）

歯
と
口
の
健
康
週
間
イ
ベ
ン
ト

看
護
週
間

～
三
愛
病
院
～　
　
　

医
療
相
談
会
・
講
習
会

心
の
健
康
相
談

看
護
の
日

～
恵
愛
病
院
～　
　
　

料
理
教
室

検診名 子宮頸がん検診 乳がん検診

日時
７月10日㈪

午前の部　８時30分～ 午前の部　９時～
午後の部　12時30分～ 午後の部　13時～

場所 しんた21
対象 奇数月生まれの20歳以上の女性 奇数月生まれの40歳以上の女性
内容 子宮頸部細胞診 マンモグラフィー検査
定員 午前100人、午後100人 午前100人、午後80人

料金 1,700円 2,200円
（50歳以上は1,900円）

※�国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者、生活保護世帯、市民税非課税
世帯は無料です。

※�託児を行いますので、希望者は申し込み時に申し出ください（午前中の子宮
頸がん検診のみ）。

▶�申し込み　６月２日㈮までに希望する検診名、時間帯、氏名（ふりがな）、
生年月日、住所、電話番号、健康保険の種類、託児される子どもの人数・年
齢を記入し、健康推進グループに郵送またはファクス、Ｅメール（〒059－00�
16片倉町６丁目９－１、思�０１１１、Ｅメール：shinta21@city.noborib�
etsu.lg.jp）

▶問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

子宮頸がん・乳がん検診のお知らせ

28� すくすく子育て　いきいき健康

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

５
月
号

内�

容　
流や

ぶ
さ
め

鏑
馬
体
験
や
よ
さ
こ
い
の

ス
テ
ー
ジ
、
く
ず
湯
試
食
な
ど

問
い
合
わ
せ　
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日�

時　
５
月
27
日
㈯
10
時
～
16
時

場
所　
カ
ン
ト
・
レ
ラ

内�

容　
大
き
な
筆
で
書
く
前
衛
的
な

書
道
『
墨
象
』
の
体
験

定
員　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　
汚
れ
て
も
い
い
服
装

申�
し
込
み　
登
別
書
道
連
盟
・
永
井

さ
ん

　

（
☎
090

－

１
３
８
８

－

４
５
３
９
）

　

郷
土
資
料
館
の
敷
地
内
に
は
、
７

種
類
46
本
の
桜
が
あ
り
、
満
開
の
期

間
に
合
わ
せ
て
資
料
館
を
無
料
開
放

し
て
い
ま
す
。
桜
と
と
も
に
資
料
館

の
展
示
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

無
料
期
間　
５
月
13
日
㈯
～
21
日
㈰

問
い
合
わ
せ　
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

日�

時　
６
月
17
日
㈯
９
時
30
分
～
15

時
場
所　
郷
土
資
料
館

内�

容　
古
い
浴
衣
や
布
団
生
地
な
ど

を
使
っ
た
ぞ
う
り
作
り

対
象　
18
歳
以
上
の
方

定
員　
12
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　
200
円

持
ち
物　
布
の
生
地
、
昼
食

申�

し
込
み　
５
月
23
日
㈫
か
ら
６
月

３
日
㈯
ま
で
に
郷
土
資
料
館
（
☎

�
１
３
３
９
）

　

５
月
の
休
館
日
は
、
３
日
㈬
・
４

日
㈭
・
26
日
㈮
と
毎
週
月
曜
日
で
す
。

※
５
月
５
日
㈮
は
開
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
・
内
容　
５
月
20
日
㈯

①�

13
時
～
14
時
…
ク
レ
ヨ
ン
カ
ン
パ

ニ
ー
に
よ
る
人
形
劇

②�

14
時
15
分
～
…
紙
コ
ッ
プ
で
人
形

を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

場
所　
市
立
図
書
館

対�

象　
①
は
ど
な
た
で
も
、
②
は
幼

日
時
・
内
容　
５
月
６
日
㈯

①
10
時
30
分
…
三
ね
ん
寝
太
郎

②
13
時
30
分
…
黄お

う

金ご
ん

花か

場
所　
市
立
図
書
館

対�

象　
①
は
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）
、
②
は

ど
な
た
で
も

問
い
合
わ
せ　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時　
５
月
20
日
㈯
10
時
～
13
時

場
所　
郷
土
資
料
館

日
時　
５
月
27
日
㈯
13
時
30
分

場
所　
市
立
図
書
館

日
時　
５
月
17
日
㈬
10
時
30
分

場
所　
市
立
図
書
館

対
象　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時　
５
月
５
日
㈮
14
時

場
所　
市
立
図
書
館

対�

象　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

墨ぼ
く

象し
ょ
う

体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

郷
土
資
料
館
『
桜
ウ
イ
ー
ク
』

体
験
学
習
『
布
ぞ
う
り
作
り
』

市
立
図
書
館
休
館
情
報

人
形
劇
と
い
ろ
い
ろ
工
作

映
画
会

第
17
回

わ
ん
ぱ
く
サ
ム
ラ
イ
体
験

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の

読
み
語
り

～
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
～

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
～

対�

象　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

）、

児
か
ら
小
学
生
ま
で

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴
。

定�

員　
①
は
定
員
な
し
（
申
込
不
要

　

②
は
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み　
５
月
２
日
㈫
か
ら
18
日

㈭
ま
で
に
市
立
図
書
館
（
☎
�
４

３
２
４
）
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日
時　
５
月
７
日
㈰
10
時

場
所　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内�

容　
登
別
民
謡
連
合
会
の
歌
い
手

が
各
地
の
民
謡
を
披
露

※�
見
学
し
た
い
方
は
、
当
日
、
直
接

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
登
別
民
謡
連
合
会
・

高
橋
さ
ん
（
☎
�
２
８
０
６
）

日
時　
５
月
27
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所　
登
別
温
泉

※�

集
合
場
所
は
申
し
込
み
さ
れ
た
と

き
に
お
伝
え
し
ま
す
。

内�

容　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
、
天
然
足
湯
・

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
室
蘭
登
別
た
た
ら
の

会
・
石
崎
さ
ん
（
☎
�
１
１
７
９
）

場
所　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

内�

容　
絵
画
（
日
本
画
・
油
彩
画
・

パ
ス
テ
ル
画
・
水
彩
画
・
葉よ

う

彩さ
い

画
）

や
陶
芸
な
ど
約
60
点
を
展
示

問�

い
合
わ
せ　
登
別
美
術
協
会
・
陳じ

ん

野の

原は
ら

さ
ん
（
☎
�
３
１
９
８
）

日
帰
り
入
浴
体
験

講�

師　
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

定
員　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料　
500
円
（
日
帰
り
入
浴
券
、

保
険
料
含
む
）

持�

ち
物　
動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ

ル
な
ど

申�

し
込
み　
５
月
８
日
㈪
か
ら
19
日

㈮
ま
で
に
登
別
市
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
財
団
（
☎
�
１
１
１
６
）

を
競
う
競
技
で
す
。

　

ま
た
、
同
日
に
初
心
者
を
対
象
と

し
た
地
図
読
み
講
習
会
（
無
料
）
も

行
い
ま
す
。

日�

時　
６
月
４
日
㈰
９
時
30
分
～
14

時
30
分

※
雨
天
決
行
。

集
合
場
所　
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

参
加
料　

◦�

２
時
間
の
部
…
１
千
円
（
高
校
生

以
下
無
料
）

◦�

４
時
間
の
部
…
３
千
円
（
高
校
生

以
下
１
千
円
）

申�

し
込
み　
５
月
26
日
㈮
ま
で
に
オ

リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
登
別
実
行
委

員
会
・
佐
藤
さ
ん
（
☎
�
３
８
７

５
）

日�

時　
５
月
13
日
㈯
８
時
30
分
（
８

時
か
ら
受
付
）

※
小
雨
決
行
。

集�

合
場
所　
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
３
合
目

登
山
口

内�

容　
芽
吹
き
始
め
た
木
々
を
見
な

が
ら
、
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
を
散
策

持�

ち
物　
雨
具
、
昼
食
、
飲
み
物
、

手
袋
、
帽
子
、
汗
拭
き
タ
オ
ル
、

履
き
な
れ
た
登
山
靴
ま
た
は
運
動

靴
※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ　
登
別
山
岳
会
・
藤
木

さ
ん
（
☎
�
５
８
９
７
）

日�

時　
５
月
12
日
㈮
～
14
日
㈰
10
時

～
17
時
（
14
日
は
15
時
ま
で
）

　

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
と
は
、
制
限
時
間

内
に
得
点
の
決
め
ら
れ
た
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
を
通
過
し
て
、
そ
の
得
点

第
78
回
民
謡
発
表
会

温
泉
散
策
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

第
43
回
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ

山
開
き
＆ア

ン
ド

市
民
登
山
会

第
37
回
登
別
美
術
協
会

『
会
員
展
』
開
催
の
お
知
ら
せ

ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
２
０
１
７

in
の

イ
ン

ぼ
り
べ
つ

　市内では、文化やスポーツ
などのさまざまな行事が数多
く行われており、より多くの
方が参加できるよう『登別市
内各種大会・行事一覧表』を
作成しました。
　一覧表は、市ホームページ
に掲載しているほか、市役所
１階市民ロビーや各支所、市
立図書館、市立図書館アーニ
ス分館、市民会館、しんた21、
市民活動センターに設置して
います。
▶問い合わせ　企画調整Ｇ
� （☎�６５８６）

◦�５月８日㈪から28日㈰18時までの間

◦�５月15日㈪
◦�５月27日㈯～28日㈰18時までの間
※�開館時間内に機材などを搬入する場合がご
ざいますのご了承ください。

問い合わせ　社会教育グループ
� （☎�１１２９）

　プール室内の改修工事、水泳大会の開催の
ため、次の期間において利用を制限させてい
ただきます。

平成29年度　登別市内
各種大会・行事一覧表
を作成しました

市民プール『らくあ』
利用制限のお知らせ

　利用できない期間　　　

 プール室 

 トレーニングルーム 

日�

時　
５
月
27
日
㈯
13
時
～
14
時
30

分
場
所　
カ
ン
ト
・
レ
ラ

内�

容　
日
本
古
来
の
製
鉄
法
『
た
た

ら
製
鉄
』
の
体
験

日
時　
５
月
27
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所　
カ
ン
ト
・
レ
ラ

内�

容　
シ
カ
の
角
と
ま
が
玉
の
か
け

ら
を
使
っ
た
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

定
員　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　
400
円

申�

し
込
み　
５
月
26
日
㈮
ま
で
に
カ

ン
ト
・
レ
ラ
（
☎
�
２
０
６
９
）

古
代
製
鉄
法
た
た
ら
製
鉄

を
体
験
し
よ
う

シ
カ
の
角
で

ス
ト
ラ
ッ
プ
を
つ
く
ろ
う
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日�
時　
５
月
28
日
㈰
10
時

（
９
時
50
分
集
合
）

場
所　
キ
ウ
シ
ト
湿
原

定
員　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　
歩
き
や
す
い
靴

申�

し
込
み　
５
月
27
日
㈯
ま
で
に
キ

ウ
シ
ト
湿
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
８
４
７
０
）

日
時　
５
月
27
日
㈯
15
時

場
所　
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

内�

容　
シ
ャ
ン
ソ
ン
や
カ
ン
ツ
ォ
ー

ネ
、
映
画
音
楽
な
ど
幅
広
い
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
活
動
を
全
国
各
地
で
展

開
し
て
い
る
『
文ぶ

ん

太た

郎ろ
う

』
の
シ
ャ

ン
ソ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

入
場
料　
２
千
円

問�

い
合
わ
せ　
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス

ト
登
別
・
山
田
さ
ん

　

（
☎
090

－

８
３
４
２

－

９
３
８
２
）

日�

時　
６
月
１
日
か
ら
19
日
ま
で
の

毎
週
月
・
木
曜
日
（
全
６
回
）
18

時
30
分
～
20
時

場
所　
市
民
会
館

対
象　
18
歳
以
上
の
方

内
容　
英
語
で
の
日
常
的
な
会
話

講�

師　
登
別
市
英
語
指
導
助
手
・�

ト
ー
マ
ス
・
ニ
ュ
ー
パ
ー
ト
さ
ん

定
員　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　
２
千
円

持
ち
物　
筆
記
用
具

申�

し
込
み　
５
月
19
日
㈮
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

（
☎
�
１
１
１
６
）

ネ
ー
タ
ー
・
磯い

そ

野の

み
ゆ
き
さ
ん
、

清し

水み
ず

ま
さ
み
さ
ん

定
員　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　
１
千
300
円
（
材
料
費
含
む
）

持�

ち
物　
布
巾
、
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
、

筆
記
用
具

申�

し
込
み　
５
月
15
日
㈪
ま
で
に
登

別
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

（
☎
�
１
１
１
６
）

８
㌔
㍍
、
16
㌔
㍍
歩
き
ま
す
。

参�

加
料　
300
円
（
中
学
生
以
下
は
無

料
。
参
加
賞
に
エ
ビ
汁
、
完
走
賞

に
さ
ぎ
り
湯
入
浴
券
付
き
）

問
い
合
わ
せ　
成
田
さ
ん

　

（
☎
090

－

３
３
９
６

－

３
６
０
４
）

日
時　
５
月
20
日
㈯
15
時
～
17
時

場
所　
と
も
か
な

対
象　
男
性

内�

容　
料
理
の
基
本
を
学
び
夕
食
の

お
か
ず
１
品
と
酒
の
さ
か
な
作
り

日
時　
５
月
24
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所　
市
民
会
館

内�

容　
春
キ
ャ
ベ
ツ
と
ア
ン
チ
ョ
ビ

の
パ
ス
タ
、
チ
キ
ン
の
ハ
ー
ブ
グ

リ
ル
、
ビ
シ
ソ
ワ
ー
ズ
、
さ
わ
や

か
レ
モ
ン
マ
フ
ィ
ン
、
ハ
ー
ブ
テ

ィ
ー
づ
く
り

講�

師　
ハ
ー
ブ
＆ア

ン
ド

ア
ロ
マ
コ
ー
デ
ィ

参
加
料　
１
千
200
円

申�

し
込
み　
５
月
25
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

定
員　
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料　
１
千
500
円

持�

ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
容
器
（
２
人
分
の
持
ち
帰

り
可
）

申�

し
込
み　
５
月
18
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

日�

時　
５
月
22
日
㈪
・
29
日
㈪
13
時

30
分
～
（
全
２
回
）

場�

所　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｈハ

ナ

Ａ
Ｎ
Ａ
（
富

士
町
２
丁
目
11

－

７
ブ
テ
ィ
ッ
ク

花
２
階
）

内
容　
簡
単
ぬ
か
漬
け
体
験
講
習
会

定
員　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

参�

加
料　
１
千
500
円
（
２
回
分
・
材

料
費
含
む
）

持�

ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
筆
記
用
具
、

ふ
た
付
き
容
器
（
３
㍑
程
度
）

申�

し
込
み　
５
月
20
日
㈯
ま
で
に
ブ

テ
ィ
ッ
ク
花
・
藤
井
さ
ん
（
☎
090

－

７
５
１
１

－

０
２
３
４
）

日�
時　
５
月
27
日
㈯
10
時
～
11
時
30

分
場
所　
と
も
か
な

内�

容　
肝
臓
と
胆
の
う
と
膵す

い

臓ぞ
う

の
仕

組
み
に
つ
い
て
の
講
話

講�

師　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ン
パ
健
康
学

普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

定
員　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

日
時　
５
月
14
日
㈰
９
時

集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
前
広
場
横

内�

容　
桜
の
咲
く
登
別
を
５
㌔
㍍
、

日
時　
５
月
14
日
㈰
10
時
～
14
時

場
所　
亀
田
記
念
公
園

内�

容　
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
野
菜
の
特

売
、
花
苗
の
即
売
、
お
で
ん
・
駄

菓
子
な
ど
の
販
売

問�

い
合
わ
せ　
の
ぼ
り
べ
つ
Ｎ
Ｐ
Ｏ

ネ
ッ
ト
・
星
川
さ
ん

�

（
☎
�
２
６
２
６
）

ミ
ツ
ガ
シ
ワ
観
察
会

愛
の
う
た
の
夕
べ

初
心
者
英
会
話
教
室

男
の
料
理
教
室

ハ
ー
ブ
教
室

ト
シ
婆
の

『
ぬ
か
漬
け
講
習
会
』

楽
し
く
学
ぶ
医
学
講
座

『
体
の
仕
組
み
を
知
る
』

２
０
１
７
登
別
桜
坂
一い

ち

期ご

一い
ち

宴え
ん

春
を
楽
し
も
う

～
Ｎ
ネ
ッ
ト
ま
つ
り
～

　５月14日㈰に『第42回登別こいのぼり
マラソン』が開催されますので、ぜひこ
の機会に、沿道から温かい声援を送って
みませんか。皆さんの応援をお待ちして
います。
▶�時間　９時スタート（市街地をコース
としているため、８時45分から10時45
分までの間、交通規制が行われます）

▶発着地点　市営陸上競技場
※�詳しくは、登別こいのぼりマラソン公
式フェイスブックをご覧ください。

▶�問い合わせ　登別こいのぼりマラソン
実行委員会（社会教育グループ内・☎
�１１２９）

※�５月13日㈯・14日㈰の問い合わせ（同
実行委員会・☎080－9691－3314）

５月14日㈰開催
『第42回登別こいのぼりマラソン』
のランナーを応援しませんか
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申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ

申し込みは、開催日の３日前までです。
のぼりん文化講座

期間　５月30日㈫10時～６月１日㈭16時
内容　松や雑木、実もの、草などを展示します
※無料体験会も同時開催します。

豆盆栽・小品盆栽作品展
（手のひらで遊ぶ　豆盆栽クラブ主催）

期間　５月23日㈫９時～29日㈪16時

ヨンハンクラブ写真展
（登別市文化協会写真部ヨンハンクラブ主催）

のぼりん展示コーナー

日時　５月20日㈯10時～12時
定員　10人（申し込み順）
申し込み　５月19日㈮までに櫻井さん
� （☎�９１５４）

整
せい

膚
ふ

ボランティア施術会
（登別整膚ボランティア会主催）

日�時　５月13日㈯14時～
16時
内�容　江差追分の歌い方
を学びます
定員　20人（申し込み順）

江差追分道場
（石

いし

橋
ばし

　涛
とう

栄
えい

講師）

日�時　５月15日㈪10時～
12時
内�容　初心者向けの曲を
練習します
定員　５人（申し込み順）

大正琴教室
（岡

おか

田
だ

　陽
よう

子
こ

講師）

日時　５月19日㈮13時～15時
内容　静物画を描写します
定員　10人（申し込み順）

水彩画教室（長
なが

田
た

　清
きよし

講師）

日�時　５月21日㈰10時～
12時
内�容　日本古来のゲーム
を楽しみます
定員　10人（申し込み順）
※小学生は保護者同伴。

子ども将棋教室
（佐

さ

藤
とう

　和
かず

義
よし

講師）

日�時　５月27日㈯10時～
12時
対象　小学生以上の方
内�容　講師による対局指
導をします
定員　20人（申し込み順）

囲碁教室
（保

ほ

沢
ざわ

　宏
ひろし

講師）

のぼりんイベント

日時　５月14日㈰10時～12時
定員　５人（申し込み順）
※�小学生は親子で参加、中学生・高校生は一人で
の参加可。

申し込み　５月13日㈯までにのぼりん

琴の親子無料体験（鈴
りん

の会主催）

日時　５月24日㈬19時～20時30分
※10月まで、毎月第４水曜日に開催します。
内�容　パソコン入門（ワー
ド・エクセル）を学びま
す。

定員　10人（申し込み順）
参加料　500円
申�し込み　５月23日㈫までにのぼりん

パソコン教室（全６回のうち第１回）

のぼりんナイトカルチャー
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　

中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� 2 5 6 9

　大人も子どもも家族で楽しめるプログラムをた
くさん用意しています。鉱山の春の魅力を、五感
でお楽しみください。
期�間　５月６日㈯・７日㈰
10時30分～15時
参加料　実費
持�ち物　野外で活動できる
服装、防寒着など
※当日、直接会場にお越しください。

Ｇ
ゴールデンウイーク

Ｗスペシャルウイーク

　ふぉれすと鉱山の桜を見ながら、お茶を飲みま
す。
日時　５月５日㈮12時30分～14時
定員　30人（申し込み順）
参加料　200円（18歳未満の方は無料）
※当日、直接会場にお越しください。

春の野
の

点
だて

　春の野鳥のさえずりを聞きながら、観察会を楽
しみます。
日時　５月６日㈯８時～10時
定員　15人（申し込み順）
※小学生以下は保護者同伴。
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装、双眼鏡（お持ち
の方）
申し込み　５月５日㈮までにふぉれすと鉱山

春の野鳥観察会

　リニューアルした石窯で、手づくりピザ焼きを
楽しみます。
日時　５月３日㈬10時30分～12時30分
定員　20組（申し込み順）
参加料　１組600円
持ち物　エプロン、マスク、三角巾など
申し込み　５月２日㈫までにふぉれすと鉱山

石窯Ｄ
で

Ｅ春ピザづくり

　花畑を楽しむ来馬岳のロングコースを歩きます。
日時　５月28日㈰８時～16時
対象　18歳以上の方
参加料　1,000円
持�ち物　登山に適した服装と靴、雨具、リュック、
昼食、こまめに食べられるもの、飲み物など

申し込み　５月25日㈭までにふぉれすと鉱山

春の登山会～たまにはアウトドアライフ～

　市民参加型の春の野鳥調査活動を行います。
日時　５月13日㈯６時～８時
対象　小学生以上
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服装、双眼鏡（お持ち
の方）

申し込み　５月12日㈮までにふぉれすと鉱山

鉱山町バードソン

　春の小川に出掛けて、ピクニックを楽しみます。
日時　５月21日㈰10時～13時
対�象　２歳から６歳までの子どもとその保護者・
きょうだい

参加料　１人200円
持�ち物　野外で活動できる服装、上靴、着替え、
リュック、飲み物、昼食（おにぎり程度）など

申し込み　５月18日㈭までにふぉれすと鉱山

森のようちえん

　鉱山町の周辺や森をパトロールしながら、きれ
いに掃除します。
日時　５月13日㈯10時～15時
対象　小学１～６年生
参加料　200円
持�ち物　野外で活動できる服
装、長靴、軍手、帽子、飲
み物、昼食、着替えなど

申し込み　５月10日㈬までにふぉれすと鉱山

ながぐつレンジャー
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今月の新着図書
市立図書館
☎�4324

※�市立図書館では、毎月購入している本の全リス
トを差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 申し込み・問い合わせは
登別消費者協会（☎�8307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は ６ カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。
▶登録できないもの
　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

若いチカラが登別の未来を創る

こどものほん

４
月
６
日
㈭
、
日
本
工
学
院
北
海

道
専
門
学
校
で
、
36
回
目
と
な
る
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
入
生
を
代
表
し
、
公
務
員
２
年

制
学
科
に
入
学
し
た
木き

村む
ら

泰た
い

正せ
い

さ
ん

が
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
、
新
入
生
た

ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
で
専
門
士

の
道
を
目
指
し
、
学
生
生
活
を
ス
タ

ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

新
入
生
た
ち
は
、
明
る
く
元
気
な

学
生
生
活
の
中
で
、
未
来
を
切
り
開

く
実
力
を
磨
き
、
新
し
い
時
代
へ
と

進
ん
で
い
き
ま
す
。

人
以
上
の
卒
業
生
で
組
織
さ
れ
る

『
校
友
会
』
が
、
優
秀
で
熱
意
を
持

っ
た
学
生
を
応
援
す
る
と
い
う
も
の

で
、
認
定
さ
れ
た
学
生
の
授
業
料
の

一
部
が
免
除
と
な
り
ま
す
。

入
学
式
と
同
日
に
、
『
校
友
会
特

待
生
認
定
式
』
が
行
わ
れ
、
一
人
ひ

と
り
に
認
定
証
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
高
校
生
・
保
護
者
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時　

・
５
月
14
日
㈰
・
21
日
㈰

　

10
時
～
14
時
30
分

・
５
月
20
日
㈯

　

11
時
～
14
時
30
分

問
い
合
わ
せ　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

平
成
29
年
度　
入
学
式

若
い
力
を
応
援
し
ま
す

校
友
会
特
待
生
制
度

５
月
の『
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
＋
体
験
入
学
』

▲�入学式同日に行われた『校友会特
待生認定式』

▲�入学式で誓いの言葉を述べる木村
さん

特
待
生
制
度
と
は
、
同
校
の
１
万

ゆずります（売ります）

●バスケットゴール（子ども用）●布団乾燥機●石油ストーブ（タ
ンク内蔵）●焼肉プレート●ボウリング玉入れバッグ●レザー製事
務用椅子（背もたれ付き）●布張事務用椅子（背もたれ付き）●お
ひな様（７段飾）●プラスチック製収納ケース（66㌢×22㌢×42㌢）
●金属製ジッパー付き収納ケース（65㌢×24㌢×40㌢）●製図板
（ドラフター）●電気コタツ一式（６人用）●電話機（ファクスあ
り）●電話機（ファクスなし）●体操用マット（180㌢×80㌢）●
チャイルドシート●セミダブルベッド

ゆずってください（買います）

●餅つき器（味噌羽根付き一升用）●ミキサー●小学１・２年生国
語教科書●鍵盤ハーモニカ●ＬＰレコード（ジャズ）●ポータブル
石油ストーブ●精米機（家庭用）●電子ピアノ●ウオーキングマシ
ン（室内用）

今ひとたびの、和
い ず み

泉式
しき

部
ぶ

諸
もろ

田
た

　玲
れい

子
こ

 著
　優れた歌人として、藤原道

みち

長
なが

か
ら『うかれ女

め

』と呼ばれ、恋多き
女として語られる和泉式部。
　しかし、そこには切ないわけが
…。謎多き和泉式部の生涯を、新
たな視点から描いた長篇歴史小説。

◇ゆらぐ玉の緒� 古
ふる

井
い

　由
よし

吉
きち

 著
◇ぼくの死体をよろしくたのむ　� 川

かわ

上
かみ

　弘
ひろ

美
み

 著
◇エゾユキウサギ、跳ねる� 富

ふ

士
じ

元
もと

寿
とし

彦
ひこ

 著

こまったこぐま こまったこりす

　帰
かえ

り道
みち

がわからなくてこまって
いるこぐま、のどがかわいてこま
っているこりす、目

め

にごみが入っ
てこまっていることり…。『こま
った』ことを抱

かか

えた動
どう

物
ぶつ

たちが、
みんなで助

たす

け合
あ

う、やさしさと希
き

望
ぼう

に満
み

ちた絵
え

本
ほん

。

かこ さとし 画
が

◇がっこうだってどきどきしてる� クリスチャン・ロビンソン え
◇子

こ

どもと作
つく

るスイーツ絵
え

本
ほん

� 辻
つじ

口
ぐち

　博
ひろ

啓
のぶ

 著
ちょ

◇サンタクロースのはるやすみ� ロジャー・デュボアザン ぶん・え
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

大
切
な
命
を
救
う
た
め
に

花
の
苗
作
り
に
挑
戦

地
域
情
報
は
町
内
会
広
報
で

災
害
時
に
温
か
い
食
事
を

　

３
月
13
日
㈪
、
富
岸
地
区
連
合
町

内
会
は
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
大
切

な
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

市
消
防
職
員
と
市
消
防
団
の
女
性
分

団
員
か
ら
、
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
使
っ
た
心
肺
蘇
生
法

を
学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
不
測
の
事
態
に
備
え
、

反
応
の
確
認
や
気
道
の
確
保
、
人
口

呼
吸
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
な
ど
に
つ
い

て
、
真
剣
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
㈮
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン

タ
ー
で
、
市
連
合
町
内
会
環
境
衛
生

部
会
は
、
種
か
ら
花
苗
を
育
て
る

『
種
植
え
講
習
会
』
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
師
の
指
導
の
も
と
、
35
人
の
参

加
者
が
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
と
サ
ル
ビ

ア
の
種
を
腐
葉
土
入
り
の
容
器
に
一

粒
ず
つ
心
を
込
め
て
植
え
ま
し
た
。

　

花
苗
に
成
長
す
る
６
月
中
旬
頃
に

は
、
家
庭
や
町
内
会
の
花
壇
に
植
え

替
え
、
咲
き
誇
り
ま
す
。

　

南
千
歳
町
内
会
は
、
町
内
会
の
事

業
や
身
近
な
地
域
の
話
題
を
お
知
ら

せ
す
る
町
内
会
独
自
の
広
報
紙
を
平

成
18
年
か
ら
毎
月
発
行
し
、
全
戸
配

布
し
て
い
ま
す
。

　

紙
面
の
内
容
は
、
振
り
込
め
詐
欺

や
交
通
安
全
な
ど
の
身
近
な
注
意
事

項
や
町
内
会
員
の
街か

い

道ど
う

重し
げ

昭あ
き

さ
ん
に

よ
る
市
内
の
歴
史
紹
介
な
ど
を
掲
載

し
て
お
り
、
心
温
ま
る
広
報
紙
作
り

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

８
町
内
会
で
組
織
す
る
幌
別
鉄
南

地
区
連
合
町
内
会
は
、
災
害
時
を
想

定
し
た
炊
き
出
し
訓
練
と
し
て
、
約

100
人
分
の
炊
飯
が
で
き
る
炊
き
出
し

釜
『
レ
ス
キ
ュ
ー
キ
ッ
チ
ン
』
を
使

用
し
た
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
の
昼
食
会

を
開
き
ま
し
た
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
、
子
ど
も
や

高
齢
者
に
温
か
い
食
事
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
日
頃
か
ら
訓
練
を
し
て
災

害
時
に
備
え
て
い
ま
す
。

富
岸
地
区
連
合
町
内
会

�

会
長　

工く

藤ど
う　

保や
す

秋あ
き　

　

市
連
合
町
内
会
環
境
衛
生
部
会

�

部
会
長　

南み
な
み　

　

行ゆ
き

雄お　
　

南
千
歳
町
内
会

�

会
長　

畠は
た
け

山や
ま　

重し
げ

信の
ぶ　

　

幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会

�

婦
人
部
長　

山や
ま

田だ　

美み

津つ

恵え　
　

35 地 域 だ よ り
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村

井

寿

行

千

田

文

孝

渡

辺

　

勉

教
育
行
政
執
行
方
針
に

�

つ
い
て

登
別
市
消
防
体
制
に

�

つ
い
て

子
ど
も
の
健
や
か
な

�

成
長
の
た
め
に

一 般 質 問
議員12名が市政を問う

平成２９年第１回定例会

　
本
市
の
小
中

学
校
の
教
育
の

現
状
や
課
題
、

対
策
に
つ
い
て

質
問
し
ま
し
た
。

質
　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

「
確
か
な
学
力
の
向
上
」
、
「
教
職

員
の
指
導
力
の
向
上
」
、
「
小
中
一

貫
の
取
り
組
み
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
ち
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

答
　
確
か
な
学
力
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
こ
こ
２
年
間
の
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
で
、
小
中
学
校
の
国
語

の
一
部
を
除
き
、
全
道
・
全
国
平
均

を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育

課
程
課
題
検
討
委
員
会
に
お
い
て
指

導
方
法
の
工
夫
・
改
善
の
取
り
組
み

を
促
す
。
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
の
実

態
に
即
し
た
登
別
版
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド

リ
ル
の
提
供
や
、
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
放

課
後
学
習
教
室
な
ど
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、
学
力
向
上
の
対
策
を
引
き

続
き
支
援
し
て
い
く
。

　
消
防
・
救
急

救
助
体
制
に
は

市
民
の
期
待
も

高
く
、
市
民
の

安
全
安
心
を
守

る
た
め
に
も
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

質
　
防
災
セ
ン
タ
ー
機
能
を
備
え
た

消
防
本
庁
舎
な
ど
の
計
画
・
進
捗
は
。

答
　
現
在
、
登
別
温
泉
支
署
と
登
別

支
署
を
統
合
し
た
支
署
の
建
設
を
優

先
的
に
進
め
て
い
る
。
消
防
本
庁
舎

の
計
画
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
防
災

セ
ン
タ
ー
機
能
を
備
え
た
規
模
や
建

設
地
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。

質
　
老
朽
化
し
た
各
施
設
の
適
正
配

置
と
効
率
的
な
出
動
体
制
確
立
の
考

え
は
。

答
　
消
防
本
庁
舎
の
老
朽
化
や
将
来

の
人
口
減
少
を
見
据
え
、
幌
別
・
鷲

別
の
両
地
区
を
一
体
的
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
施
設
の
規
模
や
車
両
、

職
員
の
適
正
な
配
置
、
地
震
・
津
波

な
ど
の
自
然
災
害
を
視
野
に
入
れ
、

建
設
な
ど
を
検
討
す
る
。
指
令
台
の

更
新
が
必
要
と
な
る
平
成
37
年
度
を

一
つ
の
目
安
に
進
め
た
い
。

　
質
問
に
先
立

ち
、
北
海
道
が

行
っ
た
「
子
ど

も
の
貧
困
に
関

す
る
全
道
実
態

調
査
」
を
さ
ら
に
実
効
性
あ
る
も
の

に
す
る
た
め
に
、
登
別
市
独
自
の
調

査
を
行
う
こ
と
で
、
子
育
て
支
援
に

役
立
つ
施
策
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
提
案
し
ま
し
た
。

質
　
小
中
学
校
入
学
時
の
ラ
ン
ド
セ

ル
や
制
服
、
指
定
学
用
品
な
ど
の
購

入
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、

保
護
者
に
は
経
済
的
な
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
就
学
援
助
制
度
の
う
ち
新

小
学
１
年
生
と
新
中
学
１
年
生
に
支

給
さ
れ
る
「
新
入
学
準
備
金
」
の
支

給
時
期
を
早
め
る
考
え
は
。

答
　
平
成
27
年
度
か
ら
事
務
の
工
夫

を
図
り
、
支
給
時
期
の
前
倒
し
に
努

め
て
い
る
。
平
成
29
年
度
は
小
学
校

が
４
月
28
日
こ
ろ
、
中
学
校
は
昨
年

度
よ
り
さ
ら
に
１
週
間
程
度
早
め
、

４
月
20
日
こ
ろ
に
支
給
で
き
る
よ
う

努
力
す
る
。
ま
た
、
国
の
要
保
護
児

童
生
徒
援
助
費
補
助
金
の
単
価
改
定

に
伴
い
、
増
額
や
認
定
世
帯
の
拡
充

を
図
る
。

」、

佐
々
木
　
久
美
子

小

栗

義

朗

米
　
田
　
登
美
子

井

野

正

臣

成

田

昭

浩

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

今
後
の
福
祉
施
策
に

�

つ
い
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

�

今
後
は

子
ど
も
の
社
会
参
画
の

�

促
進
を

全
市
観
光
に
つ
い
て

質
　
財
源
不
足

の
要
因
は
。

答
　
被
保
険
者

の
人
数
と
所
得

の
減
少
に
よ
り
、

保
険
税
収
入
が
減
少
し
て
き
た
こ
と

や
、
本
市
に
有
利
な
制
度
が
改
正
さ

れ
交
付
金
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
、

医
療
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
主

な
要
因
。

質
　
本
市
に
お
け
る
１
人
当
た
り
の

保
険
税
負
担
率
は
。

答
　
平
成
26
年
度
で
は
18
・
９
％
。

質
　
平
成
27
年
の
300
人
以
上
雇
用
の

企
業
が
加
入
す
る
健
保
組
合
の
負
担

率
は
５
・
６
％
、
ま
た
主
に
中
小
企

業
が
加
入
す
る
協
会
け
ん
ぽ
の
負
担

率
は
７
・
６
％
と
い
わ
れ
て
い
る
。

登
別
市
の
国
保
加
入
世
帯
の
約
７
割

が
保
険
税
の
軽
減
基
準
に
該
当
す
る
、

い
わ
ゆ
る
低
所
得
者
で
あ
る
が
、
市

の
「
保
険
税
負
担
率
は
高
い
」
こ
と

と
、
市
民
の
「
国
保
税
は
高
い
」
と

い
う
声
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
。

答
　
特
に
低
所
得
者
の
生
活
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
と
承
知
し
て
い
る
。

質
　
人
口
減
少

に
伴
い
、
支
え

る
側
と
支
え
ら

れ
る
側
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
厳
し

く
な
っ
て
く
る
。
幅
広
い
担
い
手
の

確
保
と
し
て
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

答
　
地
域
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く

り
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
有
効
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
協
議
体
で
話
し
合

い
を
行
っ
て
い
く
予
定
。

質
　
認
知
機
能
検
査
と
体
力
検
査
、

体
組
織
チ
ェ
ッ
ク
、
採
血
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
「
脳
と
か
ら
だ
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
取
り
組
み
を

行
う
考
え
は
。

答
　
高
齢
化
と
と
も
に
認
知
症
な
ど

の
高
齢
者
も
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る

中
、
心
身
と
も
に
健
康
で
高
齢
期
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討

が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
認
知
症
予
防
対
策
事
業
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
今
後
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る

考
え
方
と
「
登

別
市
地
熱
利
用

検
討
会
」
の
今
後
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答
　
国
は
温
暖
化
対
策
や
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
電
源
構
成
の
確
立
に
向
け

て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価

格
買
取
制
度
の
低
減
を
図
る
な
ど
、

政
策
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
で
は
国
の
動
向
を
踏
ま
え

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
取

り
組
む
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

　
登
別
市
地
熱
利
用
検
討
会
の
今
後

に
つ
い
て
は
、
温
泉
熱
や
地
熱
の
利

用
に
積
極
的
な
市
内
事
業
者
を
中
心

に
、
市
民
を
交
え
な
が
ら
学
習
の
場

を
設
け
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
市
民
や
事
業
者
の
視
点

か
ら
利
用
策
を
検
討
す
る
場
と
し
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
「
登
別
市
地
熱
利
用
検
討
会
」

を
「
登
別
市
地
熱
利
用
検
討
協
議
会
」

に
名
称
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

検
討
会
で
今
後
の
あ
り
方
を
協
議
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
教
育
に
お

け
る
豊
か
な
心

の
育
成
の
現
状

と
取
り
組
み
は
。

答
　
各
学
校
の

取
り
組
み
と
し
て
、
高
齢
者
と
の
世

代
間
交
流
や
、
障
が
い
者
団
体
の
方

々
に
よ
る
出
前
授
業
な
ど
、
価
値
あ

る
体
験
や
実
践
活
動
の
機
会
を
つ
く

り
、
心
の
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い

く
。

質
　
現
状
に
お
け
る
子
ど
も
の
社
会

参
画
の
場
と
、
社
会
参
画
す
る
こ
と

が
ま
ち
づ
く
り
に
与
え
る
効
果
は
。

答
　
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
行
政
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
し
、
子
ど
も
た
ち
が

社
会
参
画
し
や
す
い
環
境
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
の
発
達
段
階

に
応
じ
た
社
会
参
画
に
よ
り
、
私
た

ち
大
人
の
目
線
と
は
違
っ
た
発
見
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
に
気
づ
き
を
促
し
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

　
過
去
に
日
本

交
通
公
社
が

行
っ
た
住
民
意

識
に
関
す
る
調

査
・
研
究
に
よ

る
と
、
登
別
は
観
光
地
と
し
て
の
高

い
知
名
度
や
日
本
を
代
表
す
る
温
泉

を
有
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
る

一
方
で
、
市
民
は
登
別
温
泉
に
は
行

き
づ
ら
い
と
い
う
意
見
も
多
く
、
市

民
に
と
っ
て
心
理
的
距
離
感
の
あ
る

存
在
と
い
っ
た
調
査
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

　
こ
の
住
民
意
識
調
査
は
、
観
光
客

と
観
光
関
連
産
業
、
地
域
住
民
、
そ

し
て
行
政
の
４
者
間
の
関
係
性
を
定

量
化
す
る
こ
と
や
、
お
の
お
の
の

ニ
ー
ズ
と
意
識
の
把
握
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
観
光
が
地
域
に
も

た
ら
す
価
値
、
観
光
関
連
産
業
の
雇

用
環
境
、
生
活
の
質
へ
の
影
響
を
把

握
す
る
こ
と
な
ど
の
目
的
も
あ
り
、

活
用
す
べ
き
点
が
多
く
、
調
査
・
研

究
に
取
り
組
む
べ
き
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
市
か
ら
は
、
今
後

定
期
的
な
意
識
調
査
を
実
施
し
た
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

一 般 質 問

36� 議会だより　でぃすかす
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市
の
小
中

学
校
の
教
育
の

現
状
や
課
題
、

対
策
に
つ
い
て

質
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し
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。

質
　
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

「
確
か
な
学
力
の
向
上
」
、
「
教
職

員
の
指
導
力
の
向
上
」
、
「
小
中
一

貫
の
取
り
組
み
」
な
ど
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
な
考
え
を
持
ち
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。

答
　
確
か
な
学
力
の
向
上
に
つ
い
て

は
、
こ
こ
２
年
間
の
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
で
、
小
中
学
校
の
国
語

の
一
部
を
除
き
、
全
道
・
全
国
平
均

を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
教
育

課
程
課
題
検
討
委
員
会
に
お
い
て
指

導
方
法
の
工
夫
・
改
善
の
取
り
組
み

を
促
す
。
さ
ら
に
、
児
童
生
徒
の
実

態
に
即
し
た
登
別
版
チ
ャ
レ
ン
ジ
ド

リ
ル
の
提
供
や
、
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い
る
放

課
後
学
習
教
室
な
ど
の
取
り
組
み
を

通
し
て
、
学
力
向
上
の
対
策
を
引
き

続
き
支
援
し
て
い
く
。

　
消
防
・
救
急

救
助
体
制
に
は

市
民
の
期
待
も

高
く
、
市
民
の

安
全
安
心
を
守

る
た
め
に
も
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

質
　
防
災
セ
ン
タ
ー
機
能
を
備
え
た

消
防
本
庁
舎
な
ど
の
計
画
・
進
捗
は
。

答
　
現
在
、
登
別
温
泉
支
署
と
登
別

支
署
を
統
合
し
た
支
署
の
建
設
を
優

先
的
に
進
め
て
い
る
。
消
防
本
庁
舎

の
計
画
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
防
災

セ
ン
タ
ー
機
能
を
備
え
た
規
模
や
建

設
地
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う
。

質
　
老
朽
化
し
た
各
施
設
の
適
正
配

置
と
効
率
的
な
出
動
体
制
確
立
の
考

え
は
。

答
　
消
防
本
庁
舎
の
老
朽
化
や
将
来

の
人
口
減
少
を
見
据
え
、
幌
別
・
鷲

別
の
両
地
区
を
一
体
的
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
施
設
の
規
模
や
車
両
、

職
員
の
適
正
な
配
置
、
地
震
・
津
波

な
ど
の
自
然
災
害
を
視
野
に
入
れ
、

建
設
な
ど
を
検
討
す
る
。
指
令
台
の

更
新
が
必
要
と
な
る
平
成
37
年
度
を

一
つ
の
目
安
に
進
め
た
い
。

　
質
問
に
先
立

ち
、
北
海
道
が

行
っ
た
「
子
ど

も
の
貧
困
に
関

す
る
全
道
実
態

調
査
」
を
さ
ら
に
実
効
性
あ
る
も
の

に
す
る
た
め
に
、
登
別
市
独
自
の
調

査
を
行
う
こ
と
で
、
子
育
て
支
援
に

役
立
つ
施
策
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
提
案
し
ま
し
た
。

質
　
小
中
学
校
入
学
時
の
ラ
ン
ド
セ

ル
や
制
服
、
指
定
学
用
品
な
ど
の
購

入
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る
た
め
、

保
護
者
に
は
経
済
的
な
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
就
学
援
助
制
度
の
う
ち
新

小
学
１
年
生
と
新
中
学
１
年
生
に
支

給
さ
れ
る
「
新
入
学
準
備
金
」
の
支

給
時
期
を
早
め
る
考
え
は
。

答
　
平
成
27
年
度
か
ら
事
務
の
工
夫

を
図
り
、
支
給
時
期
の
前
倒
し
に
努

め
て
い
る
。
平
成
29
年
度
は
小
学
校

が
４
月
28
日
こ
ろ
、
中
学
校
は
昨
年

度
よ
り
さ
ら
に
１
週
間
程
度
早
め
、

４
月
20
日
こ
ろ
に
支
給
で
き
る
よ
う

努
力
す
る
。
ま
た
、
国
の
要
保
護
児

童
生
徒
援
助
費
補
助
金
の
単
価
改
定

に
伴
い
、
増
額
や
認
定
世
帯
の
拡
充

を
図
る
。

」、

佐
々
木
　
久
美
子

小

栗

義

朗

米
　
田
　
登
美
子

井

野

正

臣

成

田

昭

浩

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

今
後
の
福
祉
施
策
に

�

つ
い
て

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

�

今
後
は

子
ど
も
の
社
会
参
画
の

�

促
進
を

全
市
観
光
に
つ
い
て

質
　
財
源
不
足

の
要
因
は
。

答
　
被
保
険
者

の
人
数
と
所
得

の
減
少
に
よ
り
、

保
険
税
収
入
が
減
少
し
て
き
た
こ
と

や
、
本
市
に
有
利
な
制
度
が
改
正
さ

れ
交
付
金
収
入
が
減
少
し
た
こ
と
、

医
療
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が
主

な
要
因
。

質
　
本
市
に
お
け
る
１
人
当
た
り
の

保
険
税
負
担
率
は
。

答
　
平
成
26
年
度
で
は
18
・
９
％
。

質
　
平
成
27
年
の
300
人
以
上
雇
用
の

企
業
が
加
入
す
る
健
保
組
合
の
負
担

率
は
５
・
６
％
、
ま
た
主
に
中
小
企

業
が
加
入
す
る
協
会
け
ん
ぽ
の
負
担

率
は
７
・
６
％
と
い
わ
れ
て
い
る
。

登
別
市
の
国
保
加
入
世
帯
の
約
７
割

が
保
険
税
の
軽
減
基
準
に
該
当
す
る
、

い
わ
ゆ
る
低
所
得
者
で
あ
る
が
、
市

の
「
保
険
税
負
担
率
は
高
い
」
こ
と

と
、
市
民
の
「
国
保
税
は
高
い
」
と

い
う
声
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受

け
止
め
て
い
る
の
か
。

答
　
特
に
低
所
得
者
の
生
活
に
与
え

る
影
響
が
大
き
い
と
承
知
し
て
い
る
。

質
　
人
口
減
少

に
伴
い
、
支
え

る
側
と
支
え
ら

れ
る
側
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
厳
し

く
な
っ
て
く
る
。
幅
広
い
担
い
手
の

確
保
と
し
て
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

へ
の
取
り
組
み
の
考
え
は
。

答
　
地
域
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く

り
の
方
法
の
一
つ
と
し
て
有
効
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
協
議
体
で
話
し
合

い
を
行
っ
て
い
く
予
定
。

質
　
認
知
機
能
検
査
と
体
力
検
査
、

体
組
織
チ
ェ
ッ
ク
、
採
血
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
「
脳
と
か
ら
だ
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
」
と
い
っ
た
取
り
組
み
を

行
う
考
え
は
。

答
　
高
齢
化
と
と
も
に
認
知
症
な
ど

の
高
齢
者
も
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る

中
、
心
身
と
も
に
健
康
で
高
齢
期
を

過
ご
せ
る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
検
討

が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
同
様
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
他
自
治
体
の
事
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
認
知
症
予
防
対
策
事
業
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
今
後
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
対
す
る

考
え
方
と
「
登

別
市
地
熱
利
用

検
討
会
」
の
今
後
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

答
　
国
は
温
暖
化
対
策
や
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
電
源
構
成
の
確
立
に
向
け

て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価

格
買
取
制
度
の
低
減
を
図
る
な
ど
、

政
策
の
見
直
し
を
進
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
で
は
国
の
動
向
を
踏
ま
え

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
取

り
組
む
必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

　
登
別
市
地
熱
利
用
検
討
会
の
今
後

に
つ
い
て
は
、
温
泉
熱
や
地
熱
の
利

用
に
積
極
的
な
市
内
事
業
者
を
中
心

に
、
市
民
を
交
え
な
が
ら
学
習
の
場

を
設
け
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
市
民
や
事
業
者
の
視
点

か
ら
利
用
策
を
検
討
す
る
場
と
し
て

い
き
た
い
。

　
ま
た
「
登
別
市
地
熱
利
用
検
討
会
」

を
「
登
別
市
地
熱
利
用
検
討
協
議
会
」

に
名
称
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

検
討
会
で
今
後
の
あ
り
方
を
協
議
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
　
教
育
に
お

け
る
豊
か
な
心

の
育
成
の
現
状

と
取
り
組
み
は
。

答
　
各
学
校
の

取
り
組
み
と
し
て
、
高
齢
者
と
の
世

代
間
交
流
や
、
障
が
い
者
団
体
の
方

々
に
よ
る
出
前
授
業
な
ど
、
価
値
あ

る
体
験
や
実
践
活
動
の
機
会
を
つ
く

り
、
心
の
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い

く
。

質
　
現
状
に
お
け
る
子
ど
も
の
社
会

参
画
の
場
と
、
社
会
参
画
す
る
こ
と

が
ま
ち
づ
く
り
に
与
え
る
効
果
は
。

答
　
家
庭
・
地
域
・
学
校
・
行
政
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
主
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
を
果
た
し
、
子
ど
も
た
ち
が

社
会
参
画
し
や
す
い
環
境
を
構
築
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　
子
ど
も
た
ち
が
、
そ
の
発
達
段
階

に
応
じ
た
社
会
参
画
に
よ
り
、
私
た

ち
大
人
の
目
線
と
は
違
っ
た
発
見
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
主
体
に
気
づ
き
を
促
し
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
考
え
る
。

　
過
去
に
日
本

交
通
公
社
が

行
っ
た
住
民
意

識
に
関
す
る
調

査
・
研
究
に
よ

る
と
、
登
別
は
観
光
地
と
し
て
の
高

い
知
名
度
や
日
本
を
代
表
す
る
温
泉

を
有
し
て
い
る
と
い
う
認
識
が
あ
る

一
方
で
、
市
民
は
登
別
温
泉
に
は
行

き
づ
ら
い
と
い
う
意
見
も
多
く
、
市

民
に
と
っ
て
心
理
的
距
離
感
の
あ
る

存
在
と
い
っ
た
調
査
結
果
が
出
て
い

ま
す
。

　
こ
の
住
民
意
識
調
査
は
、
観
光
客

と
観
光
関
連
産
業
、
地
域
住
民
、
そ

し
て
行
政
の
４
者
間
の
関
係
性
を
定

量
化
す
る
こ
と
や
、
お
の
お
の
の

ニ
ー
ズ
と
意
識
の
把
握
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
観
光
が
地
域
に
も

た
ら
す
価
値
、
観
光
関
連
産
業
の
雇

用
環
境
、
生
活
の
質
へ
の
影
響
を
把

握
す
る
こ
と
な
ど
の
目
的
も
あ
り
、

活
用
す
べ
き
点
が
多
く
、
調
査
・
研

究
に
取
り
組
む
べ
き
と
指
摘
し
ま
し

た
。

　
こ
れ
に
対
し
、
市
か
ら
は
、
今
後

定
期
的
な
意
識
調
査
を
実
施
し
た
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

一 般 質 問

37 議会だより　でぃすかす



平成29年第１回定例会における
議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）
議　案 賛成議員 反対議員 結果

平成29年度登別市一般
会計予算について

井野、小栗
木村、工藤
佐藤、杉尾
千田、 　辻
戸井、成田
二瓶、松山
宮武、村井
米田、若木

渡辺、佐々木 可決
平成29年度登別市国民
健康保険特別会計予算
について
登別市税条例等の一部
改正ついて

木

村

俊

子

宮

武

祥

子

辻

　

弘

之

二

瓶

秀

幸

市
庁
舎
の
耐
震
化
に

�

つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
課
の
設
置
に

�

向
け
て
！

市
役
所
本
庁
舎
の

�

建
て
替
え

環
境
保
全
活
動
は

�

全
市
民
の
役
目
！

質
　
市
民
の
財

産
で
あ
る
市
庁

舎
の
耐
震
化
の

必
要
性
や
、
市

民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
の
公
共
施
設
等
適
正

管
理
推
進
事
業
債
の
活
用
は
。

答
　
平
成
24
年
度
に
行
っ
た
庁
舎
の

耐
震
調
査
で
は
、
多
く
の
調
査
個
所

で
地
震
の
震
動
や
衝
撃
に
よ
っ
て
倒

壊
、
崩
壊
す
る
危
険
性
の
あ
る
ｉ
ｓ

値
０
・
６
未
満
と
な
っ
て
お
り
、
災

害
時
の
防
災
対
応
の
中
核
と
な
る
市

庁
舎
は
、
建
て
替
え
な
ど
の
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。

　
こ
の
事
業
債
の
う
ち
市
町
村
役
場

機
能
緊
急
保
全
事
業
は
、
耐
震
基
準

導
入
前
に
建
設
さ
れ
た
庁
舎
の
建
て

替
え
費
用
に
地
方
債
を
充
当
し
、
起

債
対
象
経
費
の
75
％
を
上
限
に
元
利

償
還
金
の
30
％
を
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入
す
る
。
本
市
は
対
象
と
な
る

の
で
庁
内
で
検
討
を
進
め
、
市
民
か

ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
ほ
か
の
公
共

施
設
と
の
統
合
も
見
据
え
平
成
29
年

度
中
に
更
新
の
方
向
性
を
定
め
る
。

　
ス
ポ
―
ツ
振

興
に
向
け
、
児

童
生
徒
の
体
力

状
況
と
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
現
状
や
課

題
を
質
問
し
ま
し
た
。

　
児
童
生
徒
の
体
力
状
況
は
、
全
国

平
均
を
上
回
る
傾
向
は
あ
る
も
の
の
、

課
題
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
基
礎

的
な
体
力
の
向
上
の
た
め
に
は
、
学

校
外
で
の
運
動
も
必
要
で
あ
り
、
そ

の
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る

体
験
型
旅
行
の
一
つ
で
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
本
市
の
自
然
と

温
泉
を
融
合
し
て
展
開
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
さ
ら
に
高

ま
っ
て
い
る
今
、
子
ど
も
の
体
力
向

上
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ

た
地
域
活
性
化
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
図
る
た
め
に
、
市
役
所
に
ス

ポ
ー
ツ
専
門
の
窓
口
と
な
る
課
を
設

置
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

　
登
別
市
役
所

本
庁
舎
は
昭
和

36
年
～
49
年
に

建
設
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、

耐
震
度
も
低
く
、
将
来
的
に
は
建
て

替
え
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
学

校
や
市
民
が
直
接
使
用
す
る
頻
度
の

高
い
建
築
物
を
優
先
的
に
取
り
組
ん

で
き
て
い
た
た
め
、
本
庁
舎
建
て
替

え
に
つ
い
て
は
12
年
後
以
降
に
議
論

を
本
格
化
す
る
方
針
で
し
た
。

　
し
か
し
、
熊
本
地
震
の
被
害
状
況

を
受
け
て
、
国
に
よ
る
市
町
村
役
場

緊
急
保
全
事
業
が
急
き
ょ
設
立
さ
れ
、

財
源
確
保
が
し
や
す
く
な
る
可
能
性

が
高
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

庁
舎
建
て
替
え
議
論
を
早
め
る
提
案

を
行
い
、
市
か
ら
は
平
成
29
年
秋
ご

ろ
に
は
一
定
の
結
論
を
出
す
こ
と
を

目
標
に
し
た
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
本
庁
舎
が
被
害

を
受
け
た
場
合
な
ど
に
、
行
政
業
務

が
滞
ら
な
い
よ
う
、
業
務
継
続
計
画

の
策
定
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

質
　
近
年
、
極

端
な
気
象
変
動

や
台
風
・
竜
巻・

大
雨
な
ど
の
自

然
災
害
が
頻
繁

に
発
生
し
て
お
り
、
昨
年
の
台
風
10

号
で
も
道
内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。

　
こ
れ
は
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
地
球
温
暖
化
が

影
響
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
環
境
保
全
の
取
り
組
み
は
。

答
　
二
酸
化
炭
素
削
減
目
標
は
、
国

の
計
画
に
準
じ
て
「
平
成
42
年
度
ま

で
に
平
成
25
年
度
対
比
26
％
削
減
」

と
し
、
対
策
実
施
に
よ
り
市
全
体
で

４
万
１
千
139
ｔ
の
削
減
を
目
指
し
て

い
る
。

　
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
市
民
は

環
境
を
意
識
し
て
着
実
に
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
行
政
は
率
先

し
た
行
動
や
普
及
活
動
に
取
り
組
む
。

　
水
素
社
会
に
向
か
っ
て
は
、
民
間

企
業
の
水
素
技
術
の
活
用
に
よ
り
、

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

予
算
・
決
算
委
員
会

（
平
成
28
年
度
　
　
　
　
　

�

補
正
予
算
審
査
）

　
平
成
28
年
度
の
決
算
見
込
み
に
お

け
る
補
正
額
の
増
減
が
大
き
か
っ
た

事
業
６
件
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附

金
関
係
経
費
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決

済
化
に
よ
る
寄
附
の
し
や
す
さ
、
返

礼
品
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
寄
附
金

は
１
億
５
千
万
円
を
超
え
る
大
幅
増

加
。
こ
れ
に
伴
い
返
礼
品
な
ど
に
か

か
る
経
費
の
増
額
を
行
っ
て
い
ま
す
。

千
　田
　文
　孝

一 般 質 問
予算・決算委員会（平成29年度予算審査）

質
　
安
心
キ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
町
内
会

の
状
況
に
つ
い
て
。

答
　
市
内
95
町
内
会
の
う
ち
平
成
29
年
１
月

末
現
在
、
67
町
内
会
で
実
施
し
て
お
り
、
普

及
率
は
70
・
５
％
。

質
　
今
後
の
普
及
の
見
込
み
と
、
対
象
者
一

覧
を
効
率
的
に
更
新
す
る
方
法
に
つ
い
て
。

答
　
平
成
30
年
度
に
は
全
町
内
会
で
実
施
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
対
象
者
一
覧

の
更
新
の
手
順
に
つ
い
て
、
変
更
は
な
い
が

課
題
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

　
国
保
の
医
療
費
削
減
を
目
的
に
、
認
知
機

能
の
低
下
を
防
ぐ
第
一
歩
と
も
な
る
口
腔
ケ

ア
の
呼
び
か
け
を
提
案
し
ま
し
た
。
債
権
回

収
等
の
推
進
に
関
し
て
は
、
滞
納
額
が
１
億

８
千
万
円
を
超
え
る
公
営
住
宅
使
用
料
な
ど

の
回
収
の
た
め
、
弁
護
士
に
委
託
経
費
を
か

け
て
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
市

民
税
等
徴
収
経
費
に
関
し
て
は
、
口
座
振
替

よ
り
も
コ
ン
ビ
ニ
決
済
の
ほ
う
が
手
数
料
が

割
高
で
あ
る
こ
と
が
、
税
の
公
平
性
を
担
保

で
き
て
い
な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

質
　
過
去
に
重
大
事
案
に
相
当
す
る
案
件
は

あ
っ
た
の
か
。

答
　
条
例
で
想
定
し
て
い
る
重
大
事
案
に
つ

い
て
は
、
過
去
に
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

質
　
い
じ
め
調
査
委
員
会
を
い
つ
設
置
す
る

予
定
な
の
か
。

答
　
条
例
制
定
事
務
と
並
行
し
て
委
員
の
選

定
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
４
～
５
月
こ
ろ
の

設
置
を
目
指
し
て
、
各
種
団
体
か
ら
の
推
薦

方
式
で
協
議
中
。
委
員
数
は
常
設
で
５
名
と

な
る
。

　
50
周
年
を
機
会
に
、
こ
れ
ま
で
の
各
種
事

業
を
再
点
検
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

生
活
扶
助
費
や
、
高
齢
者
な
ど
の
医
療
費
削

減
を
見
据
え
た
取
り
組
み
の
重
要
性
を
問
い
、

検
診
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
促
進
に
努

め
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
「
い
じ
め
調
査
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
ほ
か
の
諮
問

委
員
会
組
織
を
含
め
、
直
接
の
事
案
が
発
生

せ
ず
と
も
日
ご
ろ
か
ら
情
報
共
有
を
行
う
必

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

質
　
市
内
の
空
き
家
件
数
と
、
行
政
代
執
行

の
考
え
に
つ
い
て
。

答
　
平
成
28
年
３
月
時
点
で
263
件
、
こ
の
う

ち
老
朽
危
険
家
屋
は
96
件
あ
り
、
「
助
言
・

指
導
や
勧
告
」
で
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合

は
「
命
令
」
を
行
い
、
こ
れ
に
従
わ
ず
放
置

す
る
こ
と
で
地
域
住
民
の
生
命
や
身
体
な
ど

へ
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
明
ら
か
な

場
合
に
お
い
て
、
行
政
代
執
行
法
に
基
づ
く

代
執
行
の
適
用
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と

に
な
る
。

質
　
今
後
、
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
な
ど
の

整
備
・
更
新
が
必
要
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の

負
担
を
料
金
収
入
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

検
定
満
期
を
迎
え
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
一
部

を
安
価
な
地
下
式
メ
ー
タ
ー
に
切
り
替
え
る

な
ど
し
て
、
経
費
節
減
す
る
考
え
は
。

答
　
漏
水
の
早
期
発
見
や
検
針
時
の
安
全
確

保
な
ど
の
観
点
か
ら
、
地
下
式
メ
ー
タ
ー
に

切
り
替
え
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
使
用
中
止

中
の
メ
ー
タ
ー
を
再
利
用
す
る
な
ど
し
て
経

費
節
減
に
努
め
た
い
。

質
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
備
に
つ
い
て
、

設
備
修
繕
に
か
か
る
年
間
費
用
や
老
朽
化
の

状
況
、
設
備
更
新
に
係
る
課
題
は
何
か
。

答
　
毎
年
170
万
円
ほ
ど
修
繕
費
が
か
か
っ
て

お
り
、
導
入
か
ら
30
年
以
上
経
過
し
て
い
る

設
備
も
あ
る
。
大
型
設
備
更
新
の
際
に
は
、

壁
の
一
部
を
壊
す
必
要
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。

　
以
上
の
答
弁
内
容
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
建
て

替
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
な
け
れ
ば
設
備
の
更

新
は
難
し
い
と
受
け
止
め
ま
し
た
。

　
新
規
補
助
事
業
と
な
る
「
登
別
観
光
の

ウ
ェ
ル
カ
ム
ゾ
ー
ン
再
構
築
に
向
け
た
調
査

研
究
」
に
つ
い
て
、
本
年
２
月
の
市
政
執
行

方
針
で
、
「
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
大
き
な
決
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
」
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
し
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
の
利
便
性
の
向
上
を
目

指
す
の
で
あ
れ
ば
、
本
補
助
金
を
有
効
に
活

用
し
、
積
極
的
な
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
く

べ
き
と
提
言
し
ま
し
た
。

木

村

俊

子

千

田

文

孝

井

野

正

臣

杉

尾

直

樹

村

井

寿

行

小

栗

義

朗

戸

井

　

肇

若

木

康

夫

安
心
キ
ッ
ト
配
布
事
業
に

�

つ
い
て

国
保
、
債
権
回
収
、

�

税
徴
収
経
費
に
つ
い
て

い
じ
め
調
査
委
員
会
経
費

市
政
施
行
50
周
年
を
見
据
え
た

�

各
種
事
業
の
見
直
し
を

空
家
等
対
策
事
業
費
に
つ
い
て

水
道
事
業
に
お
け
る

�

経
費
節
減
に
つ
い
て

現
施
設
で
は
設
備
更
新
が
困
難

観
光
ま
ち
づ
く
り

�

促
進
事
業
補
助
金

38� 議会だより　でぃすかす



平成29年第１回定例会における
議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）
議　案 賛成議員 反対議員 結果

平成29年度登別市一般
会計予算について

井野、小栗
木村、工藤
佐藤、杉尾
千田、 　辻
戸井、成田
二瓶、松山
宮武、村井
米田、若木

渡辺、佐々木 可決
平成29年度登別市国民
健康保険特別会計予算
について
登別市税条例等の一部
改正ついて

木

村

俊

子

宮

武

祥

子

辻

　

弘

之

二

瓶

秀

幸

市
庁
舎
の
耐
震
化
に

�

つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
課
の
設
置
に

�

向
け
て
！

市
役
所
本
庁
舎
の

�

建
て
替
え

環
境
保
全
活
動
は

�

全
市
民
の
役
目
！

質
　
市
民
の
財

産
で
あ
る
市
庁

舎
の
耐
震
化
の

必
要
性
や
、
市

民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
た
め
の
公
共
施
設
等
適
正

管
理
推
進
事
業
債
の
活
用
は
。

答
　
平
成
24
年
度
に
行
っ
た
庁
舎
の

耐
震
調
査
で
は
、
多
く
の
調
査
個
所

で
地
震
の
震
動
や
衝
撃
に
よ
っ
て
倒

壊
、
崩
壊
す
る
危
険
性
の
あ
る
ｉ
ｓ

値
０
・
６
未
満
と
な
っ
て
お
り
、
災

害
時
の
防
災
対
応
の
中
核
と
な
る
市

庁
舎
は
、
建
て
替
え
な
ど
の
検
討
が

必
要
と
考
え
る
。

　
こ
の
事
業
債
の
う
ち
市
町
村
役
場

機
能
緊
急
保
全
事
業
は
、
耐
震
基
準

導
入
前
に
建
設
さ
れ
た
庁
舎
の
建
て

替
え
費
用
に
地
方
債
を
充
当
し
、
起

債
対
象
経
費
の
75
％
を
上
限
に
元
利

償
還
金
の
30
％
を
基
準
財
政
需
要
額

に
算
入
す
る
。
本
市
は
対
象
と
な
る

の
で
庁
内
で
検
討
を
進
め
、
市
民
か

ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
ほ
か
の
公
共

施
設
と
の
統
合
も
見
据
え
平
成
29
年

度
中
に
更
新
の
方
向
性
を
定
め
る
。

　
ス
ポ
―
ツ
振

興
に
向
け
、
児

童
生
徒
の
体
力

状
況
と
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
現
状
や
課

題
を
質
問
し
ま
し
た
。

　
児
童
生
徒
の
体
力
状
況
は
、
全
国

平
均
を
上
回
る
傾
向
は
あ
る
も
の
の
、

課
題
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
基
礎

的
な
体
力
の
向
上
の
た
め
に
は
、
学

校
外
で
の
運
動
も
必
要
で
あ
り
、
そ

の
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
近
年
注
目
を
集
め
て
い
る

体
験
型
旅
行
の
一
つ
で
あ
る
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
本
市
の
自
然
と

温
泉
を
融
合
し
て
展
開
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
さ
ら
に
高

ま
っ
て
い
る
今
、
子
ど
も
の
体
力
向

上
や
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
通
じ

た
地
域
活
性
化
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
を
図
る
た
め
に
、
市
役
所
に
ス

ポ
ー
ツ
専
門
の
窓
口
と
な
る
課
を
設

置
す
る
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

　
登
別
市
役
所

本
庁
舎
は
昭
和

36
年
～
49
年
に

建
設
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、

耐
震
度
も
低
く
、
将
来
的
に
は
建
て

替
え
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
学

校
や
市
民
が
直
接
使
用
す
る
頻
度
の

高
い
建
築
物
を
優
先
的
に
取
り
組
ん

で
き
て
い
た
た
め
、
本
庁
舎
建
て
替

え
に
つ
い
て
は
12
年
後
以
降
に
議
論

を
本
格
化
す
る
方
針
で
し
た
。

　
し
か
し
、
熊
本
地
震
の
被
害
状
況

を
受
け
て
、
国
に
よ
る
市
町
村
役
場

緊
急
保
全
事
業
が
急
き
ょ
設
立
さ
れ
、

財
源
確
保
が
し
や
す
く
な
る
可
能
性

が
高
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら

庁
舎
建
て
替
え
議
論
を
早
め
る
提
案

を
行
い
、
市
か
ら
は
平
成
29
年
秋
ご

ろ
に
は
一
定
の
結
論
を
出
す
こ
と
を

目
標
に
し
た
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
災
害
時
に
本
庁
舎
が
被
害

を
受
け
た
場
合
な
ど
に
、
行
政
業
務

が
滞
ら
な
い
よ
う
、
業
務
継
続
計
画

の
策
定
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

質
　
近
年
、
極

端
な
気
象
変
動

や
台
風
・
竜
巻・

大
雨
な
ど
の
自

然
災
害
が
頻
繁

に
発
生
し
て
お
り
、
昨
年
の
台
風
10

号
で
も
道
内
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。

　
こ
れ
は
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
温

室
効
果
ガ
ス
に
よ
る
地
球
温
暖
化
が

影
響
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

本
市
の
環
境
保
全
の
取
り
組
み
は
。

答
　
二
酸
化
炭
素
削
減
目
標
は
、
国

の
計
画
に
準
じ
て
「
平
成
42
年
度
ま

で
に
平
成
25
年
度
対
比
26
％
削
減
」

と
し
、
対
策
実
施
に
よ
り
市
全
体
で

４
万
１
千
139
ｔ
の
削
減
を
目
指
し
て

い
る
。

　
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
市
民
は

環
境
を
意
識
し
て
着
実
に
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
行
政
は
率
先

し
た
行
動
や
普
及
活
動
に
取
り
組
む
。

　
水
素
社
会
に
向
か
っ
て
は
、
民
間

企
業
の
水
素
技
術
の
活
用
に
よ
り
、

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

予
算
・
決
算
委
員
会

（
平
成
28
年
度
　
　
　
　
　

�

補
正
予
算
審
査
）

　
平
成
28
年
度
の
決
算
見
込
み
に
お

け
る
補
正
額
の
増
減
が
大
き
か
っ
た

事
業
６
件
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
ま
ち
づ
く
り
応
援
寄
附

金
関
係
経
費
で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決

済
化
に
よ
る
寄
附
の
し
や
す
さ
、
返

礼
品
の
充
実
な
ど
に
よ
り
、
寄
附
金

は
１
億
５
千
万
円
を
超
え
る
大
幅
増

加
。
こ
れ
に
伴
い
返
礼
品
な
ど
に
か

か
る
経
費
の
増
額
を
行
っ
て
い
ま
す
。

千
　田
　文
　孝
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質
　
安
心
キ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
町
内
会

の
状
況
に
つ
い
て
。

答
　
市
内
95
町
内
会
の
う
ち
平
成
29
年
１
月

末
現
在
、
67
町
内
会
で
実
施
し
て
お
り
、
普

及
率
は
70
・
５
％
。

質
　
今
後
の
普
及
の
見
込
み
と
、
対
象
者
一

覧
を
効
率
的
に
更
新
す
る
方
法
に
つ
い
て
。

答
　
平
成
30
年
度
に
は
全
町
内
会
で
実
施
す

る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
対
象
者
一
覧

の
更
新
の
手
順
に
つ
い
て
、
変
更
は
な
い
が

課
題
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
。

　
国
保
の
医
療
費
削
減
を
目
的
に
、
認
知
機

能
の
低
下
を
防
ぐ
第
一
歩
と
も
な
る
口
腔
ケ

ア
の
呼
び
か
け
を
提
案
し
ま
し
た
。
債
権
回

収
等
の
推
進
に
関
し
て
は
、
滞
納
額
が
１
億

８
千
万
円
を
超
え
る
公
営
住
宅
使
用
料
な
ど

の
回
収
の
た
め
、
弁
護
士
に
委
託
経
費
を
か

け
て
実
施
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
市

民
税
等
徴
収
経
費
に
関
し
て
は
、
口
座
振
替

よ
り
も
コ
ン
ビ
ニ
決
済
の
ほ
う
が
手
数
料
が

割
高
で
あ
る
こ
と
が
、
税
の
公
平
性
を
担
保

で
き
て
い
な
い
と
指
摘
し
ま
し
た
。

質
　
過
去
に
重
大
事
案
に
相
当
す
る
案
件
は

あ
っ
た
の
か
。

答
　
条
例
で
想
定
し
て
い
る
重
大
事
案
に
つ

い
て
は
、
過
去
に
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

質
　
い
じ
め
調
査
委
員
会
を
い
つ
設
置
す
る

予
定
な
の
か
。

答
　
条
例
制
定
事
務
と
並
行
し
て
委
員
の
選

定
を
行
っ
て
い
る
。
本
年
４
～
５
月
こ
ろ
の

設
置
を
目
指
し
て
、
各
種
団
体
か
ら
の
推
薦

方
式
で
協
議
中
。
委
員
数
は
常
設
で
５
名
と

な
る
。

　
50
周
年
を
機
会
に
、
こ
れ
ま
で
の
各
種
事

業
を
再
点
検
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

生
活
扶
助
費
や
、
高
齢
者
な
ど
の
医
療
費
削

減
を
見
据
え
た
取
り
組
み
の
重
要
性
を
問
い
、

検
診
や
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
促
進
に
努

め
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
「
い
じ
め
調
査
委
員
会
」

が
設
置
さ
れ
た
こ
と
を
機
に
、
ほ
か
の
諮
問

委
員
会
組
織
を
含
め
、
直
接
の
事
案
が
発
生

せ
ず
と
も
日
ご
ろ
か
ら
情
報
共
有
を
行
う
必

要
性
を
訴
え
ま
し
た
。

質
　
市
内
の
空
き
家
件
数
と
、
行
政
代
執
行

の
考
え
に
つ
い
て
。

答
　
平
成
28
年
３
月
時
点
で
263
件
、
こ
の
う

ち
老
朽
危
険
家
屋
は
96
件
あ
り
、
「
助
言
・

指
導
や
勧
告
」
で
改
善
が
見
ら
れ
な
い
場
合

は
「
命
令
」
を
行
い
、
こ
れ
に
従
わ
ず
放
置

す
る
こ
と
で
地
域
住
民
の
生
命
や
身
体
な
ど

へ
甚
大
な
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ
が
明
ら
か
な

場
合
に
お
い
て
、
行
政
代
執
行
法
に
基
づ
く

代
執
行
の
適
用
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と

に
な
る
。

質
　
今
後
、
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
な
ど
の

整
備
・
更
新
が
必
要
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の

負
担
を
料
金
収
入
だ
け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、

検
定
満
期
を
迎
え
る
水
道
メ
ー
タ
ー
の
一
部

を
安
価
な
地
下
式
メ
ー
タ
ー
に
切
り
替
え
る

な
ど
し
て
、
経
費
節
減
す
る
考
え
は
。

答
　
漏
水
の
早
期
発
見
や
検
針
時
の
安
全
確

保
な
ど
の
観
点
か
ら
、
地
下
式
メ
ー
タ
ー
に

切
り
替
え
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
使
用
中
止

中
の
メ
ー
タ
ー
を
再
利
用
す
る
な
ど
し
て
経

費
節
減
に
努
め
た
い
。

質
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
設
備
に
つ
い
て
、

設
備
修
繕
に
か
か
る
年
間
費
用
や
老
朽
化
の

状
況
、
設
備
更
新
に
係
る
課
題
は
何
か
。

答
　
毎
年
170
万
円
ほ
ど
修
繕
費
が
か
か
っ
て

お
り
、
導
入
か
ら
30
年
以
上
経
過
し
て
い
る

設
備
も
あ
る
。
大
型
設
備
更
新
の
際
に
は
、

壁
の
一
部
を
壊
す
必
要
が
あ
る
も
の
も
あ
る
。

　
以
上
の
答
弁
内
容
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
建
て

替
え
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
な
け
れ
ば
設
備
の
更

新
は
難
し
い
と
受
け
止
め
ま
し
た
。

　
新
規
補
助
事
業
と
な
る
「
登
別
観
光
の

ウ
ェ
ル
カ
ム
ゾ
ー
ン
再
構
築
に
向
け
た
調
査

研
究
」
に
つ
い
て
、
本
年
２
月
の
市
政
執
行

方
針
で
、
「
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
な
ど
大
き
な
決
断
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
」
と
し
て
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
し
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
の
利
便
性
の
向
上
を
目

指
す
の
で
あ
れ
ば
、
本
補
助
金
を
有
効
に
活

用
し
、
積
極
的
な
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
く

べ
き
と
提
言
し
ま
し
た
。
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登
別
市
簡
易
水
道
事
業
は
、
厳
し
い
予
算

で
事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度

は
９
千
900
万
円
の
繰
入
金
が
な
け
れ
ば
運
営

で
き
な
い
状
況
で
す
。
今
後
の
企
業
会
計
へ

の
移
行
も
視
野
に
入
れ
、
予
算
に
475
万
円
の

簡
易
水
道
事
業
適
正
化
経
費
も
計
上
さ
れ
て

お
り
、
事
業
の
あ
り
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
プ
ー
ル
整
備
事
業
費
で
は
、

床
の
張
り
替
え
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
プ
ー

ル
の
補
修
に
係
る
施
工
業
者
や
工
期
日
程
な

ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原
の
保
全
や
活
用
な
ど
、

市
が
現
在
実
施
し
て
い
る
事
業
内
容
と
今
後

の
考
え
は
。

答
　
有
識
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ウ
シ
ト
湿
原
・

登
別
と
協
力
し
、
湿
原
保
全
の
た
め
の
調
査

な
ど
を
行
い
、
方
針
や
作
業
計
画
を
検
討
し
、

維
持
管
理
計
画
を
作
成
し
た
。
今
後
は
保
全

と
活
用
を
軸
に
、
特
に
自
然
体
験
の
学
習
指

導
方
法
の
検
討
と
、
湿
原
や
自
然
環
境
の
重

要
性
を
普
及
、
啓
発
で
き
る
人
材
育
成
に
努

め
て
い
く
。

　
大
会
の
目
的
や
詳
細
、
補
助
金
50
万
円
の

算
定
根
拠
、
市
と
し
て
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。
市
内
経
済
へ
の
波
及
効

果
、
本
市
の
魅
力
発
信
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

な
ど
、
ま
ち
の
活
性
化
の
良
い
機
会
で
す
。

市
と
し
て
も
協
力
体
制
、
活
動
へ
の
サ
ポ
ー

ト
、
市
民
へ
の
周
知
に
取
り
組
む
べ
き
と
市

の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
機

会
を
利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
協
力
や

市
内
経
済
へ
の
影
響
な
ど
を
分
析
・
検
証
す

る
よ
う
提
言
し
ま
し
た
。

　
地
域
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド

的
な
内
容
の
み
な
ら
ず
、
行
政
事
務
の
効
率

化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
ソ

フ
ト
開
発
や
導
入
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

登
別
市
の
取
り
組
み
は
不
足
し
て
い
る
と
考

え
、
室
蘭
市
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
本
市

の
Ｏ
Ａ
化
推
進
の
取
り
組
み
を
た
だ
し
ま
し

た
。

　
ま
た
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、

室
蘭
市
の
支
援
セ
ン
タ
ー
任
せ
で
は
な
く
、

本
市
で
も
独
自
に
相
談
や
啓
発
活
動
を
す
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

質
　
平
成
29
年
度
の
申
し
込
み
状
況
は
。

答
　
平
成
29
年
３
月
現
在
で
、
富
岸
児
童
ク

ラ
ブ
67
人
、
常
盤
児
童
ク
ラ
ブ
25
人
、
若
草

児
童
ク
ラ
ブ
50
人
、
青
葉
児
童
ク
ラ
ブ
27
人
、

幌
別
西
児
童
ク
ラ
ブ
29
人
、
鷲
別
児
童
ク
ラ

ブ
37
人
、
登
別
児
童
ク
ラ
ブ
17
人
。

質
　
富
岸
・
若
草
・
鷲
別
児
童
ク
ラ
ブ
の
申

し
込
み
者
数
が
ほ
か
よ
り
多
い
。
全
て
の
児

童
が
入
所
で
き
、
待
機
児
童
は
い
な
い
の
か
。

答
　
全
て
の
児
童
が
入
所
で
き
、
待
機
児
童

は
発
生
し
な
い
見
込
み
で
あ
る
。

　
市
の
職
員
は
、
各
事
業
の
目
的
な
ど
を
充

分
に
理
解
し
、
根
本
的
・
大
局
的
な
検
討
を

し
て
予
算
編
成
す
べ
き
と
の
視
点
か
ら
、
①

資
質
向
上
と
人
材
育
成
に
向
け
た
職
員
研
修

内
容
②
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
踏
ま
え
、

市
民
自
治
推
進
委
員
会
を
重
要
視
し
た
取
り

組
み
③
登
別
観
光
の
方
向
性
を
示
し
、
目
的

や
役
割
を
明
確
に
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
を

促
進
す
る
た
め
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
置
④
ニ
ー
ズ
調

査
と
対
象
者
を
踏
ま
え
た
周
遊
コ
ー
ス
の
構

築
な
ど
を
提
起
し
ま
し
た
。

　
増
え
る
医
療
費
を
抑
え
る
た
め
の
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
公
園
に
設
置
さ
れ
て
い
る
遊
具
の

ほ
と
ん
ど
は
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

も
の
で
す
。
現
状
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
を
目
的
と
し
た
遊
具
は
、
富
岸
公
園
な

ど
３
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
み
で
す
。

　
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
健
康
づ
く
り
で
多
く
の

市
民
が
利
用
す
る
公
園
に
、
高
齢
者
向
け
遊

具
の
設
置
を
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
要
望
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
パ
ラ
ま
で
あ
と
２

年
と
な
り
、
本
市
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
よ
る
講
演
や
実
践

指
導
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
も
着
目
し
、
オ
リ
パ
ラ
に

向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　
ま
た
、
多
く
の
市
民
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
２
０
２
０
年
以
降
も
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
つ
な
が
る
事
業
と
し
て
い
く
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

工
　
藤
　
倶
二
雄

米
　
田
　
登
美
子

成

田

昭

浩

二

瓶

秀

幸

佐
々
木
　
久
美
子

松

山

哲

男

渡

辺

　

勉

宮

武

祥

子

歳
入
不
足
の
厳
し
い
予
算

キ
ウ
シ
ト
湿
原
に
つ
い
て

商
工
会
議
所
青
年
部

�

第
30
回
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
補
助
金

地
域
情
報
化
、

�

成
年
後
見
支
援
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

�

運
営
経
費
に
つ
い
て

充
分
な
理
解
と
検
討
を
し
た

�

予
算
案
な
の
か

公
園
に
高
齢
者
健
康
づ
く
り
の

�

遊
具
設
置
を

東
京
オ
リ
パ
ラ
に
向
け
た

�

取
り
組
み
を

※ＤＭＯ…�地域の観光地経営の視点に立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と共同しながら戦略を策定・実施するための調整機能を備えた法人
のこと。

※

小
中
が
一
貫
と
な
っ
た

�

教
育
の
推
進
を
提
言

議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
と

�

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た

新
幹
線
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
と

�

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
弁
の
状
況
確
認
に
積
極
的
に

�
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

総
務
・
教
育
委
員
会

生
活
・
福
祉
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　
文
部
科
学
省
で
小
中
が
一
体
と
な
っ
た

「
義
務
教
育
学
校
」
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
や
、
い
じ
め
や
不
登
校
に
つ
な
が
る

「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
へ
の
対
応
、
地
域
と
学

校
の
か
か
わ
り
な
ど
の
観
点
か
ら
、
平
成
28

年
度
の
重
点
活
動
テ
ー
マ
を
「
小
中
一
貫
教

育
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
徳
島
県
へ
の
行

政
視
察
や
、
登
別
市
校
長
会
、
登
別
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
及
び
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
意
見

交
換
を
行
い
、
課
題
解
決
に
向
け
た
提
言
書

を
議
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
提
言
書
の
内
容
は
、

①
中
学
校
区
で
の
相
互
交
流
と
し
て
教
員
、

児
童
生
徒
、
保
護
者
同
士
の
交
流
を
図
る
機

会
と
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
「
小
中
一
貫

教
育
（
連
携
型
）
」
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

②
学
校
間
で
の
教
員
同
士
の
交
流
、
情
報
交

換
、
研
修
な
ど
を
よ
り
活
発
に
行
い
、
「
登

別
市
小
中
一
貫
教
育
（
連
携
型
）
基
本
方
針
」

に
沿
っ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
将
来
的
な

「
小
中
一
貫
教
育
」
の
導
入
も
見
据
え
、
メ

リ
ッ
ト
を
市
民
に
周
知
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
村
井
）

　
１
月
24
日
に
専
門
的
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る

北
海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院
の
西
村
淳
教

授
と
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
か
か
る

国
の
動
向
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
西
村
教
授
は
「
国
の
社
会
保
障
制
度
が
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
着
々

と
進
め
て
い
る
と
い
う
見
方
が
で
き
る
」
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
25
日
に
は
、
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ

る
築
田
氏
と
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
係

る
施
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
築
田
氏
か
ら
は
、
「
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
が
市
民
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
」

「
困
窮
者
の
実
態
把
握
が
難
し
い
」
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
は
任
意
事

業
の
取
り
組
み

が
遅
れ
て
い
る

こ
と
の
説
明
に

対
し
て
、
「
ス

ピ
ー
ド
感
の
あ

る
取
り
組
み
が

必
要
」
と
の
指

摘
が
あ
り
ま
し

た
。

�

（
渡
辺
）

　
北
海
道
新
幹
線
の
延
伸
に
よ
り
交
通
網
が

拡
充
し
、
沿
線
自
治
体
の
経
済
活
性
化
が
期

待
さ
れ
る
中
、
本
市
に
お
い
て
は
新
幹
線
が

通
過
し
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
延
伸
に
対

す
る
観
光
客
の
誘
致
と
経
済
波
及
効
果
を
重

点
活
動
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　
先
進
地
の
視
察
で
は
、
特
色
あ
る
体
験
メ

ニ
ュ
ー
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
、
客
層
を
絞
っ
た

取
り
組
み
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
の
現

状
を
把
握
し
ま
し
た
。
市
民
と
の
意
見
交
換

会
で
は
、
登
別
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
、
観
光
客
の
市
内
回
遊
に
向
け

た
仕
組
み
づ
く
り
、
行
政
や
各
団
体
が
全
市

観
光
に
つ
い
て
意
識
の
共
有
を
図
る
た
め
の

指
針
づ
く
り
、
２
次
交
通
の
重
要
性
な
ど
の

課
題
を
認
識
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
官
民
の
共
通
指
針
や

計
画
の
策
定
を
は
じ
め
、
市
民
の
観
光
振
興

へ
の
参
加
促
進
や
、
地
域
が
取
り
組
む
観
光

の
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
、
観
光
に
か
か
わ
る

人
材
の
育
成
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
周
辺
の
活
性
化

と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
、
交
通
網
の
拡

充
、
食
の
魅
力
の
充
実
な
ど
、
地
域
活
性
化

と
新
幹
線
利
用
客
の
誘
客
促
進
を
提
言
し
ま

し
た
。

�

（
米
田
）

　
一
般
質
問
な
ど
に
お
い
て
「
検
討
す
る
」

と
い
う
答
弁
で
終
わ
る
こ
と
が
多
く
、
答
弁

に
対
す
る
そ
の
後
の
対
応
や
、
具
体
的
な
進

捗
状
況
に
つ
い
て
の
確
認
を
先
進
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
伊
達
市
議
会
の
「
一
般
質
問
答

弁
事
項
進
捗
状
況
調
査
実
施
要
綱
」
に
つ
い

て
視
察
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　
伊
達
市
議
会
で
は
、
進
捗
状
況
調
査
を
平

成
26
年
第
4
回
定
例
会
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し
、
市
民

に
も
内
容
が
伝
わ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

状
況
調
査
実
施
後
、
市
側
の
一
般
質
問
に
臨

む
姿
勢
や
意
識
の
変
化
、
答
弁
内
容
に
変
化

が
見
ら
れ
た
な
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。

　
本
委
員
会
で
は
、
登
別
市
議
会
が
定
め
る

文
書
質
問
制
度
の
積
極
的
活
用
も
視
野
に
入

れ
、
今
後
の
政
策
提
言
な
ど
の
具
現
化
に
向

け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

�

（
成
田
）

委 員 会 だ よ り

※ＭＩＣＥ…企業などの会議や研修旅行、国際機関や団体、学会などの国際会議、展示会や見本市など多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントの総称。

※

40� 議会だより　でぃすかす



予算・決算委員会（平成29年度予算審査）
　
登
別
市
簡
易
水
道
事
業
は
、
厳
し
い
予
算

で
事
業
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
平
成
29
年
度

は
９
千
900
万
円
の
繰
入
金
が
な
け
れ
ば
運
営

で
き
な
い
状
況
で
す
。
今
後
の
企
業
会
計
へ

の
移
行
も
視
野
に
入
れ
、
予
算
に
475
万
円
の

簡
易
水
道
事
業
適
正
化
経
費
も
計
上
さ
れ
て

お
り
、
事
業
の
あ
り
方
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
市
民
プ
ー
ル
整
備
事
業
費
で
は
、

床
の
張
り
替
え
や
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
プ
ー

ル
の
補
修
に
係
る
施
工
業
者
や
工
期
日
程
な

ど
を
た
だ
し
ま
し
た
。

質
　
キ
ウ
シ
ト
湿
原
の
保
全
や
活
用
な
ど
、

市
が
現
在
実
施
し
て
い
る
事
業
内
容
と
今
後

の
考
え
は
。

答
　
有
識
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
キ
ウ
シ
ト
湿
原
・

登
別
と
協
力
し
、
湿
原
保
全
の
た
め
の
調
査

な
ど
を
行
い
、
方
針
や
作
業
計
画
を
検
討
し
、

維
持
管
理
計
画
を
作
成
し
た
。
今
後
は
保
全

と
活
用
を
軸
に
、
特
に
自
然
体
験
の
学
習
指

導
方
法
の
検
討
と
、
湿
原
や
自
然
環
境
の
重

要
性
を
普
及
、
啓
発
で
き
る
人
材
育
成
に
努

め
て
い
く
。

　
大
会
の
目
的
や
詳
細
、
補
助
金
50
万
円
の

算
定
根
拠
、
市
と
し
て
の
か
か
わ
り
に
つ
い

て
確
認
し
ま
し
た
。
市
内
経
済
へ
の
波
及
効

果
、
本
市
の
魅
力
発
信
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
流

な
ど
、
ま
ち
の
活
性
化
の
良
い
機
会
で
す
。

市
と
し
て
も
協
力
体
制
、
活
動
へ
の
サ
ポ
ー

ト
、
市
民
へ
の
周
知
に
取
り
組
む
べ
き
と
市

の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
機

会
を
利
用
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
協
力
や

市
内
経
済
へ
の
影
響
な
ど
を
分
析
・
検
証
す

る
よ
う
提
言
し
ま
し
た
。

　
地
域
情
報
化
の
推
進
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ド

的
な
内
容
の
み
な
ら
ず
、
行
政
事
務
の
効
率

化
を
進
め
る
た
め
に
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
の
ソ

フ
ト
開
発
や
導
入
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。

登
別
市
の
取
り
組
み
は
不
足
し
て
い
る
と
考

え
、
室
蘭
市
の
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
本
市

の
Ｏ
Ａ
化
推
進
の
取
り
組
み
を
た
だ
し
ま
し

た
。

　
ま
た
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
は
、

室
蘭
市
の
支
援
セ
ン
タ
ー
任
せ
で
は
な
く
、

本
市
で
も
独
自
に
相
談
や
啓
発
活
動
を
す
る

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

質
　
平
成
29
年
度
の
申
し
込
み
状
況
は
。

答
　
平
成
29
年
３
月
現
在
で
、
富
岸
児
童
ク

ラ
ブ
67
人
、
常
盤
児
童
ク
ラ
ブ
25
人
、
若
草

児
童
ク
ラ
ブ
50
人
、
青
葉
児
童
ク
ラ
ブ
27
人
、

幌
別
西
児
童
ク
ラ
ブ
29
人
、
鷲
別
児
童
ク
ラ

ブ
37
人
、
登
別
児
童
ク
ラ
ブ
17
人
。

質
　
富
岸
・
若
草
・
鷲
別
児
童
ク
ラ
ブ
の
申

し
込
み
者
数
が
ほ
か
よ
り
多
い
。
全
て
の
児

童
が
入
所
で
き
、
待
機
児
童
は
い
な
い
の
か
。

答
　
全
て
の
児
童
が
入
所
で
き
、
待
機
児
童

は
発
生
し
な
い
見
込
み
で
あ
る
。

　
市
の
職
員
は
、
各
事
業
の
目
的
な
ど
を
充

分
に
理
解
し
、
根
本
的
・
大
局
的
な
検
討
を

し
て
予
算
編
成
す
べ
き
と
の
視
点
か
ら
、
①

資
質
向
上
と
人
材
育
成
に
向
け
た
職
員
研
修

内
容
②
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
を
踏
ま
え
、

市
民
自
治
推
進
委
員
会
を
重
要
視
し
た
取
り

組
み
③
登
別
観
光
の
方
向
性
を
示
し
、
目
的

や
役
割
を
明
確
に
し
た
観
光
ま
ち
づ
く
り
を

促
進
す
る
た
め
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
置
④
ニ
ー
ズ
調

査
と
対
象
者
を
踏
ま
え
た
周
遊
コ
ー
ス
の
構

築
な
ど
を
提
起
し
ま
し
た
。

　
増
え
る
医
療
費
を
抑
え
る
た
め
の
健
康
づ

く
り
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
市
内
の
公
園
に
設
置
さ
れ
て
い
る
遊
具
の

ほ
と
ん
ど
は
、
子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

も
の
で
す
。
現
状
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
を
目
的
と
し
た
遊
具
は
、
富
岸
公
園
な

ど
３
カ
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
の
み
で
す
。

　
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
健
康
づ
く
り
で
多
く
の

市
民
が
利
用
す
る
公
園
に
、
高
齢
者
向
け
遊

具
の
設
置
を
ぜ
ひ
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
要
望
し
ま
し
た
。

　
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
パ
ラ
ま
で
あ
と
２

年
と
な
り
、
本
市
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
よ
る
講
演
や
実
践

指
導
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
種
目
に
も
着
目
し
、
オ
リ
パ
ラ
に

向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。

　
ま
た
、
多
く
の
市
民
に
参
加
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
２
０
２
０
年
以
降
も
ス
ポ
ー
ツ

振
興
に
つ
な
が
る
事
業
と
し
て
い
く
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。

工
　
藤
　
倶
二
雄

米
　
田
　
登
美
子

成

田

昭

浩

二
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秀

幸

佐
々
木
　
久
美
子

松

山

哲

男

渡

辺

　

勉

宮

武

祥

子

歳
入
不
足
の
厳
し
い
予
算

キ
ウ
シ
ト
湿
原
に
つ
い
て

商
工
会
議
所
青
年
部

�

第
30
回
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
補
助
金

地
域
情
報
化
、

�

成
年
後
見
支
援
に
つ
い
て

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

�

運
営
経
費
に
つ
い
て

充
分
な
理
解
と
検
討
を
し
た

�

予
算
案
な
の
か

公
園
に
高
齢
者
健
康
づ
く
り
の

�

遊
具
設
置
を

東
京
オ
リ
パ
ラ
に
向
け
た

�

取
り
組
み
を

※ＤＭＯ…�地域の観光地経営の視点に立った観光地域づくりの舵取り役として、多様な関係者と共同しながら戦略を策定・実施するための調整機能を備えた法人
のこと。

※

小
中
が
一
貫
と
な
っ
た

�

教
育
の
推
進
を
提
言

議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
と

�

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た

新
幹
線
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
と

�

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

答
弁
の
状
況
確
認
に
積
極
的
に

�

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す

総
務
・
教
育
委
員
会

生
活
・
福
祉
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　
文
部
科
学
省
で
小
中
が
一
体
と
な
っ
た

「
義
務
教
育
学
校
」
の
設
置
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
や
、
い
じ
め
や
不
登
校
に
つ
な
が
る

「
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
」
へ
の
対
応
、
地
域
と
学

校
の
か
か
わ
り
な
ど
の
観
点
か
ら
、
平
成
28

年
度
の
重
点
活
動
テ
ー
マ
を
「
小
中
一
貫
教

育
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
き
、
徳
島
県
へ
の
行

政
視
察
や
、
登
別
市
校
長
会
、
登
別
市
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
及
び
議
会
サ
ポ
ー
タ
ー
と
の
意
見

交
換
を
行
い
、
課
題
解
決
に
向
け
た
提
言
書

を
議
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
提
言
書
の
内
容
は
、

①
中
学
校
区
で
の
相
互
交
流
と
し
て
教
員
、

児
童
生
徒
、
保
護
者
同
士
の
交
流
を
図
る
機

会
と
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
「
小
中
一
貫

教
育
（
連
携
型
）
」
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

②
学
校
間
で
の
教
員
同
士
の
交
流
、
情
報
交

換
、
研
修
な
ど
を
よ
り
活
発
に
行
い
、
「
登

別
市
小
中
一
貫
教
育
（
連
携
型
）
基
本
方
針
」

に
沿
っ
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
将
来
的
な

「
小
中
一
貫
教
育
」
の
導
入
も
見
据
え
、
メ

リ
ッ
ト
を
市
民
に
周
知
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
村
井
）

　
１
月
24
日
に
専
門
的
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ
る

北
海
道
大
学
公
共
政
策
大
学
院
の
西
村
淳
教

授
と
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
か
か
る

国
の
動
向
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　
西
村
教
授
は
「
国
の
社
会
保
障
制
度
が
目

ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

が
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
と
い
う
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
決
ま
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
着
々

と
進
め
て
い
る
と
い
う
見
方
が
で
き
る
」
と

述
べ
て
い
ま
し
た
。

　
１
月
25
日
に
は
、
市
民
サ
ポ
ー
タ
ー
で
あ

る
築
田
氏
と
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
係

る
施
策
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
築
田
氏
か
ら
は
、
「
生
活
困
窮
者
自
立
支

援
制
度
が
市
民
に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
」

「
困
窮
者
の
実
態
把
握
が
難
し
い
」
と
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本
市
は
任
意
事

業
の
取
り
組
み

が
遅
れ
て
い
る

こ
と
の
説
明
に

対
し
て
、
「
ス

ピ
ー
ド
感
の
あ

る
取
り
組
み
が

必
要
」
と
の
指

摘
が
あ
り
ま
し

た
。

�

（
渡
辺
）

　
北
海
道
新
幹
線
の
延
伸
に
よ
り
交
通
網
が

拡
充
し
、
沿
線
自
治
体
の
経
済
活
性
化
が
期

待
さ
れ
る
中
、
本
市
に
お
い
て
は
新
幹
線
が

通
過
し
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後
の
延
伸
に
対

す
る
観
光
客
の
誘
致
と
経
済
波
及
効
果
を
重

点
活
動
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　
先
進
地
の
視
察
で
は
、
特
色
あ
る
体
験
メ

ニ
ュ
ー
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
、
客
層
を
絞
っ
た

取
り
組
み
、
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
の
現

状
を
把
握
し
ま
し
た
。
市
民
と
の
意
見
交
換

会
で
は
、
登
別
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
推
進
、

Ｄ
Ｍ
Ｏ
設
立
、
観
光
客
の
市
内
回
遊
に
向
け

た
仕
組
み
づ
く
り
、
行
政
や
各
団
体
が
全
市

観
光
に
つ
い
て
意
識
の
共
有
を
図
る
た
め
の

指
針
づ
く
り
、
２
次
交
通
の
重
要
性
な
ど
の

課
題
を
認
識
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
官
民
の
共
通
指
針
や

計
画
の
策
定
を
は
じ
め
、
市
民
の
観
光
振
興

へ
の
参
加
促
進
や
、
地
域
が
取
り
組
む
観
光

の
ま
ち
づ
く
り
の
支
援
、
観
光
に
か
か
わ
る

人
材
の
育
成
、
Ｊ
Ｒ
登
別
駅
周
辺
の
活
性
化

と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
、
交
通
網
の
拡

充
、
食
の
魅
力
の
充
実
な
ど
、
地
域
活
性
化

と
新
幹
線
利
用
客
の
誘
客
促
進
を
提
言
し
ま

し
た
。

�

（
米
田
）

　
一
般
質
問
な
ど
に
お
い
て
「
検
討
す
る
」

と
い
う
答
弁
で
終
わ
る
こ
と
が
多
く
、
答
弁

に
対
す
る
そ
の
後
の
対
応
や
、
具
体
的
な
進

捗
状
況
に
つ
い
て
の
確
認
を
先
進
的
に
取
り

組
ん
で
い
る
伊
達
市
議
会
の
「
一
般
質
問
答

弁
事
項
進
捗
状
況
調
査
実
施
要
綱
」
に
つ
い

て
視
察
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

　
伊
達
市
議
会
で
は
、
進
捗
状
況
調
査
を
平

成
26
年
第
4
回
定
例
会
か
ら
実
施
し
て
お
り
、

議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
表
し
、
市
民

に
も
内
容
が
伝
わ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

状
況
調
査
実
施
後
、
市
側
の
一
般
質
問
に
臨

む
姿
勢
や
意
識
の
変
化
、
答
弁
内
容
に
変
化

が
見
ら
れ
た
な
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。

　
本
委
員
会
で
は
、
登
別
市
議
会
が
定
め
る

文
書
質
問
制
度
の
積
極
的
活
用
も
視
野
に
入

れ
、
今
後
の
政
策
提
言
な
ど
の
具
現
化
に
向

け
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

�

（
成
田
）

委 員 会 だ よ り

※ＭＩＣＥ…企業などの会議や研修旅行、国際機関や団体、学会などの国際会議、展示会や見本市など多くの集客交流が見込まれるビジネスイベントの総称。

※

41 議会だより　でぃすかす
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人のうごき（平成29年3月末日現在）／人口49,090（－267）世帯24,810（－89）（　）は前月比

　道の駅『だて歴史の杜』で伊達市
観光物産館まつりとテント市を同時
開催します。
▶�日時　５月20日㈯・21日㈰９時～
18時（テント市は10時～16時）

◦�20日㈯は1,000円以上のお買い上
げで、伊達野菜１袋か道の駅切符
（非売品）をプレゼント

◦�21日㈰は堆肥無料プレゼント（正
午から先着100人に整理券配布）

▶場所　伊達市観光物産館
▶問い合わせ　㈱伊達観光物産公社
� （☎０１４２㉕５５６７）

ポロトの水
みず

芭
ば

蕉
しょう 第６回

伊達市観光物産館まつり
室蘭夜景見学バス

ゴールデンウイークも運行
▶�運行日　５月３日㈬～６日㈯、６
月～10月の毎週土曜日
▶時間　18時～20時30分
　※６月以降は日没に合わせて変更。
▶�集合場所　ＪＲ東室蘭駅東口また
は旧室蘭駅舎（各出発の10分前ま
でに集合）
▶定員　各40人（申し込み順）
▶�料金　中学生以上1,000円、小学
生以下500円
▶�申し込み　乗車日の１カ月前から
当日の15時までに室蘭観光協会
� （☎㉓０１０２）

　ポロト湖を取り囲むポロトの森は
国の自然休養林に選定されているほ
か、「日本の遊歩百選」にも選ばれ
ており、自然と語り合うように遊歩
道を散策することができ、遊歩道の
傍らには水芭蕉の群

ぐん

生
せい

がポロトの森
を彩ります。見頃は５月上旬です。

　ゴールデンウイ
ークは、白老で自
然を満喫しましょ
う。

▶問い合わせ　白老観光協会
� （☎０１４４�２２１６）

問い合わせ　登別観光協会（☎�３３１１）

鬼火の路
～幻想と神秘の谷

鬼花火地獄の谷の

　地獄の谷に棲
す

む『湯
ゆ

鬼
き

神
じん

』たちが噴火のごとく
迫力たっぷりの手筒花火を夜空に打ち上げます。
開催日時　�６月１日から７月２８日までの�

毎週木・金曜日　20時30分～
場　　所　地獄谷展望台
※天候により、中止となる場合があります。
※夜間無料の駐車場があります。

　揺らめく灯りに照らされた『鬼火の
路
みち

』が皆さんを地獄谷へと誘います。
時間　日没～21時30分
場所　地獄谷展望台、地獄谷遊歩道


